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小石広志、Ｓｕｂの名で創作歴６０年 

安南詰全集 小西 寛 

 
安南詰一筋 足跡を訪ねて 

安南詰一筋で生涯を終えた小西寛氏の全集 

安南詰のバイブル 
発表作品は渾身の236局 

 

付録 柴田昭彦氏/大野孝氏との私信を収録 
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注意書き 
・小西寛氏作として判明している作品で、安南詰

と安南ばか詰のみを掲載しています。 

 小西氏は数十局の普通作を発表していますが、

タイトル通り本編では割愛致します。 

・分かる範囲で調査した結果ですが、パラ以外や

読者サロン等での漏れがあるかもしれません。 

・発表誌の記述内容をそのまま掲載しています。 

 明らかな誤記以外は修正していません。 

・✽以降や太字の記述は編者で追加（追記）した

ものです。上記の修正分を含む。 

・作品集は2004年11月に本人により手書き版を作

成（柴田昭彦氏所蔵の１部）。その後も発表は

続きましたが、修正版を発行されないまま2012

年に逝去。手書き版を優先した内容で、可能な

不完全作の修正、その後の作品から11局選出し

た活版本を大野孝氏の手により2016年６月に

正式に刊行されました。 

 文中の記載内容は本経緯に基づきます。 

・刊行後も不完全は判明しており、作品集に選出

された作品を中心に修正図の検討、掲載をして

います。 

・番号（No.）は編者が付けた作品指定番号です。 

 新作として掲載された作品はすべて採番して

います。同一図や改作図などを含みます。 

・引用記事は作品発表図の所に掲載していますが、

おもしろゲーム将棋、四百人一局集 は別枠で

掲載しています。 
 

ルール 
【安南詰】味方どうしの駒が、間を空けずに前後

に重なった場合（その瞬間）に限り、前の駒は後

の駒の性能になる。駒自体は不変で性能変化のみ。 

前の駒は後の駒の性能が変わっていても、後の本

来の駒の性能に変化する。 

重なりが解消された瞬間に本来の駒の性能に戻

る。（後駒が取られたり、関係が崩れた瞬間に） 

・二歩禁（筋が変わって動く場合も含む） 

・打歩詰禁止（歩の駒で、どんな動きでも） 

・行き所のない駒は可（Ｂ式）。すかし詰可。 
 
【安南ばか詰】上記ルールに加えて、先後協力し

て最短手数（表示手数）で詰ませる。最短手数よ

り長い詰手順はいくら存在しても構わない。 

すかし詰不可。（手数が延びるので無駄合はない） 

No. 発表誌／掲載内容 頁 
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【詰棋界 1955(S30)年１月号】 

変則詰将棋としてはいろいろあるようだが、

今までに 

①二つ玉詰将棋。 

②玉以外の駒を詰める詰将棋（良い名がない

かな） 

③安南詰将棋 

などが発表されております。 

③については内藤国雄氏が難解作をもの
・ ・

さ

れており、いずれ御紹介されるでしょう。 

（期待しております） 

私も次のような安南詰将棋を創りましたが、

こんなものでも検討は厄介です。 

（大阪 長田富美夫） 
 
Ｎo.001 長田富美夫 

 

安南詰 

11手 

 

詰棋界 

1955年1月号 

 

作品集 

第12番 

 
 

32飛 41玉 42銀 同銀 31飛成 同玉 32銀 22

玉 12角成 同香 23銀生まで11手詰。 
 
作品集 

初期の作品。桂頭玉、銀一枚、小石流。 

 

 

 

 

 

 

 

 

✽大野孝氏『安南詰將棋作品集』内 

磯田征一氏『安南将棋・安南詰将棋の歴史』

より要約 

呼び名は「安南」として誕生し、「朝鮮」が長

く使われたが、小石氏が「アングラ」を提唱。

1970年代中盤以降は元の「安南」に定着した。 

【近代将棋 1968(S43)年6月号】 

アングラ詰将棋  小石広志 

次に紹介するのは、巷間いう所の朝鮮詰将

棋です。この名前は、実際に朝鮮将棋のある

以上、まぎらわしいので、小生勝手にアング

ラ詰将棋と改名しました。 

このアングラの特色、即普通の将棋と違う

所は駒が重なっている場合は、その瞬間だけ

上の駒の性能が下の駒のそれ
・ ・

になる事です。 

その瞬間だけという意は、離れると本来の駒

の性能になってしまう訳です。 

また、普通の将棋と異なる点は、行き所の

ない駒はないという事です。だから、一段目

の桂香歩、二段目の桂も存在します。 

二歩の方も一寸ややっこしいのですが、Ａ

図は成立せず、Ｂ図は成立します。なぜなら、

Ｂ図は歩が成れるからです。 

お分かりになりましたか。では、拙作五題

を詰めてみて下さい。 
 
   Ａ図        Ｂ図 
 5 4 3 2 1  

       一 

      二 

     歩 三 

     玉 四 

      五 

   歩  歩 六 

   角   七 

      八 

      九 

 

No.002 小石広志 

 

安南詰 

9手 
 
近代将棋 

1968年6月号 

-１- 
 

✽関連図 

No.239 

 
 

22角成 34玉 44馬 23玉 32銀 13玉 22馬 同

玉 23銀生まで９手詰。 
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       玉 桂 香 一 

    角     二 

    銀   角  三 

        歩 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛銀銀  

 5 4 3 2 1  

      歩 一 

     玉 二 

      三 

   歩  歩 四 

   角   五 

      六 

      七 

      八 

      九 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂 香 一 

         二 

     と  玉  三 

       歩 歩 四 

    角     五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 銀  

投稿掲載作 
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No.003 小石広志 

 

安南詰 

9手 
 
近代将棋 

1968年6月号 

-２- 
 
作品集 

第２番(原図) 

 
 

32飛 13玉 22銀 12玉 21銀生 13玉 12銀成

同香 22飛成まで９手詰。 
 
  作品集 第２番 

 

安南詰 

11手 

 

2004/11(手書) 

2016/6 (刊行) 

 

✽関連図 

No.071･211 

 
 

12金 同玉 32飛 13玉 22銀 12玉 21銀生 13

玉 12銀成 同香 22飛成まで11手詰。 
 
作品集 

狙いは7手目、銀をどう動かすか。３三は論外、

３一銀ナラズは飛の働きになり不詰コース。 

 

No.004 小石広志 

 

安南詰 

9手 
 
近代将棋 

1968年6月号 

-３- 
 
作品集 

第32番 

 
 

32角 14玉 13と 同玉 24銀 同歩 14銀 12玉 

23角成まで９手詰。 

作品集：２四銀捨てが安南の得意技。 

好型でまずまずの仕上り。 

 

No.005 小石広志 

 

安南詰 

11手 
 
近代将棋 

1968年6月号 

-４- 
 
作品集 

第16番 

 
 

22飛 33玉 34銀 44玉 33銀生 同桂 24飛成 

34金打 同龍 同金 35金まで11手詰。 
 
作品集 

２二飛一発で案外狭い。５二飛配置が詰上り

限定と３四飛合の不詰防ぎになった。 
 
✽関連図：No.100、126 

 

No.006 小石広志     不詰･余詰 

 

安南詰 

23手 
 
近代将棋 

1968年6月号 

-５- 
 
 

 

 
 

12飛成 24玉 Ⓐ22龍 23香 同龍 同玉 25香 

24金 同香 ㋑同桂 22馬 34玉 25金 45玉 44

馬 36玉 26馬 45玉 54銀打 55玉 44馬 同玉 

45銀まで23手詰。 
 
✽不詰 ㋑同玉または13玉で不詰 

余詰 Ⓐ21龍 23香 同龍 同玉 33馬以下 
 

逃げ口上の様ですが、平凡な早詰や余詰が

あるかも知れません。検討も厄介ですし、そ

れよりも早くこの詰棋になれる事です。 

割合、面白いでしょう。貴方も一つ作って

みては…。 
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         香 一 
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         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

         二 

       歩 玉 三 

        歩 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛金銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       と 桂 香 一 

       玉  二 

       歩  三 

         四 

      銀   五 

       歩 歩 六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

    飛     二 

     歩  玉  三 

         四 

     金    五 

        桂 六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

      桂 飛  二 

     桂   玉 三 

     馬   歩 四 

   銀      五 

     歩    六 

         七 

       歩  八 

         九 

 持駒 銀  

投稿掲載作 
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【近代将棋 1968(S43)年10月号】 

続 アングラ詰将棋  小石広志 

六月号で拙作五題紹介しましたが、作り易

いのは玉を桂頭へ導く手筋ものでしょうね。

もう少しこの種の詰棋力を養えば、趣向もの

や合駒もの、ひょっとすると煙も可能かも…。

またアングラにしか起り得ぬ三重王手等も面

白い題材です。では今回も拙作五題をどうぞ

よろしく。一寸手強いのもありますよ。 

 

No.007 小石広志 

 

安南詰 

11手 
 
近代将棋 

1968年10月号 

-６- 
 
✽No.001と 

同一図 

 
 

32飛 41玉 42銀 同銀 31飛成 同玉 32銀 22

玉 12角成 同香 23銀生まで11手詰。 

 

No.008 小石広志 

 

安南詰 

11手 
 
近代将棋 

1968年10月号 

-７- 
 

✽関連図 

No.240 

 
 

27銀 14玉 16銀 13玉 25銀 12玉 13銀生 21

玉 14桂 32玉 21銀生まで11手詰。 

 

【詰将棋パラダイス 1979(S54)年４月号】 

[担当：加藤 徹] 

温故知新 

さて、今月の問題は、趣向をかえて昔の作

品からいくつかとりあげてみました。フェア

リー詰将棋って、案外古くからあるんですよ。 

小石氏は、43年から45年にかけて、近将に

多数の安南詰を発表した。本局は、安南ルー

ルの特徴を活かしたユーモラスな作品。 

初形からは銀が21まで行くとは想像できな

い。趣向的な手順は担当子のお気にいり。 
 
✽大野孝氏『安南詰將棋作品集』内 

磯田征一氏『安南将棋・安南詰将棋の歴史』 

大野：銀、桂がスクラムを組んで進んでいく

のはわたしの123番にもあります。 

磯田：躍動的で気持ちのいい手筋ですね。 

 

No.009 小石広志     余詰 

 

安南詰 

11手 
 
近代将棋 

1968年10月号 

-８- 
 
 

 

 
 

36角 25香 Ⓐ15金 23玉 45角 同桂 35桂  

33玉 42歩 22玉 23桂成まで11手詰。 
 
✽余詰 

Ⓐ24金 41玉 63角成 31玉 53馬以下。 

 

No.010 小石広志     不詰 

 

安南詰 

11手 
 
近代将棋 

1968年10月号 

-９- 
 
作品集 第43番 

手書き版原図 

 
 

13金 同玉 24角 ㋑14玉 13角成 同玉 24金 

㋺同歩 12金 ㋩同香 23角成まで11手詰。 
 
✽不詰 ㋑22玉以下。 

作品集は㋩同玉が作意。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       玉 桂 香 一 

    角     二 

    銀   角  三 

        歩 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛銀銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       香 飛 角 一 

         二 

      歩   三 

      桂   四 

        玉 五 

      銀 桂  六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

        香 二 

     銀 桂 香 角 三 

     歩   玉 四 

      歩   五 

         六 

     桂    七 

         八 

         九 

 持駒 角金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金   香 一 

      角  玉 二 

       歩  三 

       金  四 

      角  歩 五 

         六 

       歩  七 

         八 

         九 

 持駒 金金  

投稿掲載作 
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作品集 

４一金が苦心の配置。間延びしない様、重い

金が軽く捨てられる。 
 
  作品集 第43番 

 

安南詰 

11手 

 

作品集(刊行版) 

2016年6月 

 

修正図 

大野 孝 

 
 

変化㋺22玉 23金 31玉 33金打 32金 同金ま

で２手長駒余り。 
 
    修正図 

 

安南詰 

11手 

 

刊行後検討 

修正図 

佐藤 達也 

 

 

 
 

 

No.011 小石広志 

 

安南詰 

13手 
 
近代将棋 

1968年10月号 

-10- 
 
作品集 

第37番 

 
 

22金 同金 24桂 同歩 23銀 11玉 22銀成 同

玉 23金 14玉 37角 25歩 24金まで13手詰。 
 

作品集 

無仕掛風。金の特性が色濃く、捌きも上々。 

 

【近代将棋 1969(S44)年5月号】 

続々アングラ詰将棋  小石広志 

アングラ詰将棋の創作も、本来の詰将棋と

大した変りは無く、自分の作風から中々抜け

出せぬもの。思い切って入玉型に挑戦しまし

たが、御鑑賞下さい。 

今回は多少解説をさせて下さい。 

 

No.012 小石広志 

 

安南詰 

9手 
 
近代将棋 

1969年5月号 

-11- 
 
 

 

 
 

38金 19玉 29金 同玉 27金 39玉 38馬 同玉 

28金まで９手詰。 
 
簡潔で五局の中で一番気にいってますが、変

化同手数があり残念です。 

 

No.013 小石広志 

 

安南詰 

11手 
 
近代将棋 

1969年5月号 

-12- 
 
作品集 

第30番 

 
 

16龍 同玉 28角 27玉 16角 28玉 38角 39玉 

48歩 28玉 37桂まで11手詰。 
 
入玉型実戦型。実は、普通の詰将棋創作中に 

誕生したもの。案外と手こずると思う。 
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金   香 一 

      角  玉 二 

     歩  歩  三 

       金  四 

      角  歩 五 

         六 

       歩  七 

         八 

         九 

 持駒 金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金   香 一 

      角  玉 二 

       歩  三 

       金  四 

      角  歩 五 

      歩   六 

       歩  七 

         八 

         九 

 持駒 金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

      金  玉 二 

      歩 歩 歩 三 

         四 

         五 

      歩   六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角金銀桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

         四 

         五 

     歩    六 

     馬 桂  歩 七 

       玉  八 

         九 

 持駒 金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

      桂   四 

       香  五 

     龍    六 

      歩 玉 角 七 

         八 

     銀  桂 香 九 

 持駒 なし  

投稿掲載作 
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作品集 

此のストーリーは好きな作の一つ。 

案外平凡だが、使える。 
 
✽関連図：No.164 

 

No.014 小石広志     余詰 

 

安南詰 

9手 
 
近代将棋 

1969年5月号 

-13- 
 
作品集 

第19番 

 
 

18桂 36玉 19角 26玉 Ⓐ73角成 27玉 19馬 

26玉 37馬まで９手詰。 
 
12番と似た手筋。両王手三回が狙い。 
 
作品集：詰上ってみれば３六歩が消えて、角

が馬に昇格しただけ。捌けてないのに、そ

れを意識させない捌き。 
 
✽余詰 Ⓐ36飛まで。 
 
    修正図 

 

安南詰 

9手 

 

刊行後検討 

修正図 

大野 孝 

 

 

 
 

 

 

No.015 小石広志     余詰 

 

安南詰 

11手 
 
近代将棋 

1969年5月号 

-14- 
 
 

 

 
 

Ⓐ27銀 17玉 26銀 同玉 36馬 17玉 16金 同

歩 19飛 同と 27馬まで11手詰。 
 
好作と信ずる。 

24歩が苦しいが、余詰防止上致し方なし。 
 
✽余詰 

Ⓐ19銀 同と 同飛 28玉 18金 27玉 17金 28

玉 18飛 39玉 38馬まで。 

 

No.016 小石広志     余詰 

 

安南詰 

27手 
 
近代将棋 

1969年5月号 

-15- 
 
 

 

 
 

Ⓐ38馬 19玉 18金 同玉 37馬 27銀 同銀 同

桂成 19銀 17玉 53角 44歩 同角成 26銀 同

馬引 同成桂 28銀 16玉 17歩 15玉 25銀 24

香 16歩 25玉 Ⓑ36馬 同成桂 17銀まで27手

詰。 
 
愚作。中々まとまらぬため局面が広がり過ぎ 

た。駒がさばけるのが取柄。 

19手目の17歩は27歩もあり、どうも…。 
 
✽余詰 

Ⓐ29飛 18玉 19歩 同角成 同飛 同玉 37角

以下。 

Ⓑ47馬もあり。（当時でもどうか） 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

         四 

       飛  五 

    歩  歩 玉 銀 六 

     と 角   七 

      桂   八 

      飛   九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

         四 

       飛  五 

    歩  歩 玉 銀 六 

     馬 角   七 

      桂   八 

      飛   九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

       歩  四 

     桂   歩 五 

         六 

     馬    七 

       と 玉 八 

      飛   九 

 持駒 金銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        香  一 

    歩     二 

         三 

       と  四 

        桂 五 

    歩  銀   六 

      角   七 

       玉  八 

     馬  歩 飛 九 

 持駒 金  

投稿掲載作 
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【近代将棋 1970(S45)年1月号】 

アングラ詰将棋(１)  小石広志 

アングラ詰将棋は超短篇でも結構楽しめる

し、案外なまぎれがあるもの。 

ご笑覧のほど。 

 

No.017 小石広志 

 

安南詰 

5手 
 
近代将棋 

1970年1月号 

第１図 
 
作品集 

第１番(原図) 

 
 

11金 同玉 22香成 同玉 23銀まで５手詰。 
 
  作品集 第１番 

 

安南詰 

5手 

 

2004/11(手書) 

2016/6 (刊行) 

 

 

 

 
 

 
作品集 

要は錯覺狙い。２四香は色々な駒・形で表現

出来そう。 

 

✽作者による変更（記憶違い？）は今後も出

てきます。 

 

 

No.018 小石広志 

 

安南詰 

5手 
 
近代将棋 

1970年1月号 

第２図 
 
作品集 

第５番 

 
 

23飛 31玉 22飛成 同玉 23馬まで５手詰。 
 
作品集：飛の打ち場所だけの問題。 

 

No.019 小石広志     余詰 

 

安南詰 

5手 
 
近代将棋 

1970年1月号 

第３図 
 
 

 

 
 

Ⓐ14銀 同角 22飛成 同玉 31飛成まで５手

詰。 
 
✽余詰 

Ⓐ22銀 志12玉 21銀成 32角 同飛成 13玉 

22龍 14玉 26桂 15玉 27角 14玉 63角成以

下 

 

 

 

 

 

 

 

【近代将棋 1970(S45)年2月号】 

アングラ詰将棋(２)  小石広志 

今月は第１図はやさしいですが、第２図が

少々やっかいです。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

        玉 二 

        歩 三 

         四 

       香  五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

        玉 二 

        歩 三 

       香  四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金 銀 桂 香 一 

      玉   二 

     歩 歩  歩 三 

       馬  四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

      飛   二 

       角 玉 三 

      飛   四 

         五 

         六 

      歩   七 

         八 

         九 

 持駒 銀  

投稿掲載作 
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No.020 小石広志 

 

安南詰 

3手 
 
近代将棋 

1970年2月号 

第１図 
 
 

 

 
 

24金 同玉 34飛成まで３手詰。 

 

No.021 小石広志 

 

安南詰 

7手 
 
近代将棋 

1970年2月号 

第２図 
 

✽関連図 

No.029･242 

 
 

52角成 同玉 53香 51玉 52金 41玉 42香成

まで７手詰。 

 
 
小石「フェアリーの主流はばか詰でしょうが、
誰か出でよ、安南に目覚めるもの！と応募し
ます」 
 
No.022 小石広志 

 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1979年10月号 
 
初出場 

今月の問題Ａ 
 
作品集 

第14番 

 
 
13金 ㋑同玉 24銀 ㋺12玉 32飛 11玉 22飛

成 同玉 13銀成迄９手詰。 

㋑同桂は24飛 同歩 15銀迄。 

㋺14玉は13飛 同桂 15銀迄。 
 
[担当：加藤 徹] 

この筋を含みに攻め、両王手で決める。 
 
作品集 

最終両王手も一応見せ所だが、２手目同桂の

変化も好き。 

 

No.023 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1979年10月号 
 
出場２回 

今月の問題Ｂ 
 
作品集 

第３番 

 
 
21飛 同玉 11飛 22玉 12歩成 31玉 22と 同

玉 12角成 31玉 13馬迄11手詰。 
 
[担当：加藤 徹] 

飛捨ては第一感だが、13歩消去からの詰上り

がおもしろい。 
 
作品集：両王手のリフレイン。 

 

No.024 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1979年10月号 
 
出場３回 

懸賞 安南１ 
 
作品集 

第33番 

 
 
24桂 13玉 31角 ㋑22桂合 25金 同桂 12桂

成 24玉 42角成迄９手詰。 
 
㋑他合なら 12桂成 24玉 35金迄。 

正23 誤９ Ａ15 Ｂ５ Ｃ１ 平均3.50 
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂 香 一 

         二 

      飛 歩 玉 三 

         四 

        飛 五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     玉     一 

         二 

    角     三 

    銀     四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金香  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

         二 

         三 

      銀  玉 四 

     角   歩 五 

       香  六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛金銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

     馬 歩 玉  二 

        歩 三 

      角   四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛飛  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

        玉 二 

      桂 歩  三 

        歩 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角金桂  

投稿掲載作 
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[担当：加藤 徹] 

作者－変化も旨く割り切れて好きな作。 

酒井淳－安南ルールを使った限定合もはいり、

楽しめました。 

☆22桂合が、23歩を桂にして35に利かす妙防。

この手を見逃した誤解者が続出した。そこで

25金！がこれを上回る好手。この局面で唯一

の持駒である金を捨てるのは盲点である。 

☆初形もすばらしく、あるいは安南の古典と

して残る作品かもしれない。欲をいえば、も

う少し紛れがほしいところ。 

護堂浩之－25金が凄い手。詰め上りの形が楽

しい。Ａ 

佐々木光正－安南としては最高に近い好短編。 
 
作品集：某氏曰く「安南の原典」 快心作。 
 
✽作者自選Ｂｅｓｔ１ 

 

No.025 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1979年10月号 
 
出場４回 

懸賞 安南２ 
 
作品集 

第15番 

 
 
14飛 ㋑16歩合 同飛 27玉 17飛 26玉 16歩 

25玉 35龍 同玉 36歩迄11手詰。 
 
㋑他合は同飛 27玉 17飛 26玉 35龍 同玉で

合駒を打って詰。 

正29 誤２ Ａ18 Ｂ7 Ｃ１ 平均3.44 
 
[担当：加藤 徹] 

☆16歩と中合されたときに㋑の変化に行くと、

最後の36歩が打歩詰で打てない。そこであら

かじめ16歩と打っておこうという「先打突歩

詰」、いや「先打寄歩詰」の構想である。 

佐藤善起－横っとびの突歩詰とは驚いた。 

佐々木康司－先打飛び歩詰。Ａ 

フェアリ狂－安南ルールでこのような面白い

詰棋ができるとは感心。Ａ 
 

作品集：歩が横に飛ぶ。此の奇天烈さは安南

のみに許される。 

 

No.026 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1980年2月号 
 
出場５回 

今月の問題Ａ 
 
作品集 

第34番 

 
 
34龍 12玉 14龍 同玉 26銀 23玉 22角成 同

玉 34桂迄９手詰。 
 
[担当：加藤 徹] 

妙手一発！14龍で決まる。詰上りは予想のつ

くところ。 
 
作品集 

５一歩は不要駒かも…。ちょっと強引な手順。 
 
✽22角成 同玉 52龍以下があり､51歩は必要。 

 

No.027 小石広志     余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1980年2月号 
 
出場６回 

懸賞 安南１ 
 
 

 

 
 
26桂 24玉 35金 同歩 34銀 33桂 Ⓐ14桂 25

桂 33銀生迄９手詰。 
 
正16 誤６ Ａ10 Ｂ２ Ｃ２ 平均3.29 
 
[担当：加藤 徹] 

吉武真喜夫－５手目の腹銀が見えず、大いに

悩んだ。玉方桂二段跳ねも見事で、安南の

面白さ十分。Ａ 

大西宏明－最後の桂とびの攻防がなんともい

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

      桂 飛  四 

         五 

     桂    六 

         七 

        玉 八 

      龍 桂  九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     歩 馬 角 桂 香 一 

         二 

       玉  三 

    龍     四 

       歩  五 

     桂    六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂 香 一 

         二 

      歩 歩 玉 三 

      歩   四 

       歩  五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀桂  

投稿掲載作 
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えず良い。Ａ 

☆前作に劣らぬ好形好手順と好評だったが、

Ⓐで同歩迄早詰（佐藤善起）とは残念。 

なお10月号１（✽No.024）は六車家々氏のア

ドバイスで26と→33桂になったそうだ。 
 

【将棋世界 1980(S55)年6月号】 

自在流人生の内藤九段に聞く 

「こんな安南詰将棋があるんだ。ボクには

解けないんだが」 

と見せてくれた実戦型詰将棋（上図）。連盟

事務局の職員たちがしばらく考えて、ようや

く正解をみつけた。 

✽解省略 

すごい！傑作だ！３四銀打ちが面白い！と、

みな感心している。 

─白ばっくれているが、内藤さんの作った

物じゃないの。 

「イヤ、本当にボクじゃないよ。安南詰将

棋でこれほどの名作はめったにないね」 

ニコニコしながら嘆賞惜しみない内藤九段

であった。           （砂堂） 
 

【カピタン18号 1980(S55)年6月20日】 

◇安南詰将棋 

将棋世界6月号P.180で内藤九段が嘆賞惜し

みない名作という「安南詰将棋」（詰パラ2月

号Ｆ研の小石広志氏作)を紹介されています。 

流石の連盟の先生方も「収束での乱れ」に

は気付かぬようで微笑ましい。  （丸尾学） 
 
✽貴重な紹介記事ですが、残念なオチが付い

てしまった。 

 

No.028 小石広志 
 
安南詰 

19手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1980年2月号 
 
出場７回 

懸賞 安南２ 
 
作品集 

第40番 

 
 

34飛 23銀上 25桂 12玉 24飛 21玉 13桂生 

11玉 21桂成 同玉 23飛成 同桂 32銀 12玉 

23と 11玉 24桂 22玉 12桂成迄19手詰。 
 
正12 誤８ Ａ８ Ｂ２ Ｃ０ 平均3.60 
 
[担当：加藤 徹] 

フェアリ狂－簡素な初形からは想像のつかな

い長手数、安南流の攻防はみもの。とにか

くすばらしい作者の想像力に脱帽。Ａ 

☆駒の働きが次々と変化するところは安南の

醍醐味。収束も両王手でするどく決まった！

☆５手目24飛の処、23と 同玉 35銀は12玉で、

35銀の処、33銀 12玉 24飛は23玉できわどく

逃れる。 

佐藤善起－安南の難解さと楽しさがいっぱい。

Ａ 

☆ところが、33銀 12玉のとき13桂成でツブ

レ。俗すぎて見逃した？ 
 
✽５手目23と 同玉 33銀 ㋑12玉 13桂成の

余詰指摘は㋑34玉で逃れの誤指摘。 
 
作品集：桂を捨て、銀をキャッチ。結構手が

続く、内容充実の好局誕生。 
 
✽作者自選Ｂｅｓｔ２ 

四百人一局集掲載。（85ページ） 

 

No.029 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1980年6月号 
 
出場８回 

今月の問題Ｄ 
 
作品集 

第13番(原図) 

 
 
54銀 51玉 52角成 同玉 53香 51玉 52金 41

玉 42香成迄９手詰。 
 
[担当：加藤 徹] 

52に打っても王手にならないので角と香を打

ち替える。 
 
✽関連図：No.021、242 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       桂 と  一 

        銀 二 

      と  玉 三 

     角    四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

    玉     二 

    角     三 

         四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀香  
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  作品集 第13番 

 

安南詰 

9手 

 

2004/11(手書) 

2016/6 (刊行) 

 

 

 

 
 

 
作品集 

試行錯誤狙い。捌きと效きの面白さ。 

 

No.030 小石広志 
 
安南詰 

19手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1980年6月号 
 
出場９回 

懸賞 安南詰 
 
作品集 

第44番 

 
 
34飛 22玉 32銀行成 23玉 33成銀 22玉 32

銀成 12玉 13成銀 同玉 14歩 23玉 33成銀 

22玉 35飛 21玉 32成銀 12玉 15飛迄19手詰。 
 
正９ 誤３ Ａ７ Ｂ２ Ｃ０ 平均3.56 
 
[担当：加藤 徹] 

☆すぐにも詰みそうな形だが、意外に手が続

く。ビックリするような手はないものの、銀

と飛の息の合った動きは宇宙的で楽しめる。

特に33銀を成銀に変える所、収束の35飛から

15飛はうまい手順。 

佐伯治雄－安南らしい手をおりこんだ好作。

７手目銀生で詰めばなおさら面白いが。Ａ 

ドン草井－攻駒が強すぎて面白味半減。 

飯島士朗－駒の動きに味。Ａ 

棋学類想者－素晴らしい傑作、何もいうこと

なし。百点！Ａ 
 
✽結果図「◇宇宙詰 小石広志」 (^_^) 
 

作品集：これだけ追い駆けが続くと、納得し

て貰えそう。 

 

No.031 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1980年12月号 
 
出場10回 

今月の問題Ｈ 
 
作品集 

第18番 

 
 
22金 13玉 23銀 同角 12金 同玉 21馬 13玉 

25桂迄９手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

独特の味。 
 
作品集：意外性と迄ゆかない迄も、安南のみ

が持つ詰上り。 

 

No.032 小石広志 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1980年12月号 
 
出場11回 

今月の問題Ｉ 
 
 

 

 
 
22歩成 13玉 12と 同玉 13歩 同玉 22銀 12

玉 23金 同銀 13歩 同歩 21銀生迄13手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

 

 

✽当時のフェアリーランドはページ数も少な

く、今月の問題は解説なしも多かった。 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

     玉    二 

     角    三 

         四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀香  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        銀 香 一 

         二 

      銀  玉 三 

         四 

      飛   五 

       歩  六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 歩  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       馬 桂 香 一 

      金   二 

       玉  三 

     歩 角 歩 歩 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

        玉 二 

      金 歩  三 

       歩 銀 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 銀歩歩  

投稿掲載作 



12 
 

No.033 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1980年12月号 
 
出場12回 

懸賞１ 
 
 

 

 
 
22金 13玉 12金 23玉 13銀 12香 22銀成 13

玉 23成銀 同銀 22馬迄11手詰。 
 
誤０ 無０ Ａ９ Ｂ７ Ｃ０ 平均2.56 
 
[担当：筒見香平] 

☗安南詰の専門家？ 小石氏の登場！ 

本局はキレイな実戦型から安南特有の手「13

銀」が飛び出す。まずは好作。 

選者評価＝★★★★★★★★ 

森田正－初型が良く、手順に味わい有。 

飯島士朗－13銀がアンナンの手。 

猪野裕靖－安南詰は玉方の応手が、おもしろ

いですね。 

 

No.034 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年6月号 
 
出場13回 

今月の問題A 
 
作品集 

第45番 

 
 
21銀生 13玉 22銀 23玉 12銀生 同香 35桂 

同歩 33銀生 13玉 22銀生迄11手詰。 
 
[担当：筒見香平] 
 
作品集 

４回の不成に余り意味がない。 

５手目の銀捨てがまづまづ。 

 

No.035 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年6月号 
 
出場14回 

今月の問題Ｂ 
 
作品集 

第35番 

 
 
32銀 同玉 31桂成 23玉 32銀 12玉 11角成 

同玉 22成桂 同玉 31銀生迄11手詰。 
 
[担当：筒見香平] 
 
作品集 

４×四枠におさまった軽作。 

后半の流れが安南駒の特性。 

 

No.036 小石広志 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年6月号 
 
出場15回 

今月の問題Ｅ 
 
作品集 

第54番 

 
 
24金 12玉 23金 同玉 33角引成 13玉 24銀 

14玉 23銀生 25玉 48角 35玉 34馬 46玉 56

馬 35玉 34銀成迄17手詰。 
 
[担当：筒見香平] 
 
作品集 

古作とは２四銀でおさらば。凡作の極まり。 
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投稿掲載作 
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No.037 小石広志     余詰 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年6月号 
 
出場16回 

今月の問題Ｆ 
 
作品集 

第38番 

 
 
35角 24金合 同角 14玉 Ⓐ13角成 同玉 12

金 同銀 22飛成 同玉 24飛迄11手詰。 
 
[担当：筒見香平] 
 
作品集 

角から金へ 追い込みも鋭い。上々の仕上り。 
 
✽余詰 Ⓐ33角成 24合 23飛成以下。 
 
    修正図 

 

安南詰 

11手 

 

刊行後検討 

修正図 

大野 孝 

 

 

 
 

 

No.038 小石広志 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年6月号 
 
出場17回 

今月の問題Ｋ 
 
作品集 

第36番 

 
 
52銀生 32玉 43銀生 33玉 42馬 24玉 34銀

生 33歩合 同馬 同桂 25歩 同桂 33銀生迄

13手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

小石氏の安南詰の連作はどれも仲々の好作で

味あり。 
 
作品集：不成４回！それだけの味。 

 

No.039 小石広志 
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年11月号 
 
出場18回 

今月の問題Ａ 
 
✽No.017と 

同一図 

 
 
11金 同玉 22香成 同玉 23銀迄５手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

 

No.040 小石広志 
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年11月号 
 
出場19回 

今月の問題Ｂ 
 
 

 

 
 
23飛 同銀 12飛 同銀 23と迄５手詰。 
 
[担当：筒見香平] 
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投稿掲載作 
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No.041 小石広志 
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年11月号 
 
出場20回 

今月の問題Ｃ 
 
✽No.018と 

同一図 

 
 
23飛 31玉 22飛成 同玉 23馬迄５手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

 

No.042 小石広志 
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1981年11月号 
 
出場21回 

今月の問題Ｄ 
 
 

 

 
 
32角 同金 22金 同金 32馬迄５手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

小石氏お得意の初心向安南詰。 

 

No.043 小石広志 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1982年4月号 
 
出場22回 

今月の問題Ａ 
 
 

 

 
 
12銀 同香 22金 13玉 23金 同角 22龍迄７

手詰。 
 

[担当：筒見香平] 

現在24歩は玉の性能です。初手22金と打って

みたいが、13玉と逃げられ以下12金と寄って

も23玉。23銀でも同角でダメなようです。正

解は、初手12銀で同玉だと玉＝香ですから23

金迄。従って12銀を同香と取りますが、そこ

で今度は22金が好手となり13玉の逃げに、23

金が妙手！（13玉＝香である事に注意）同玉

や同歩はなく同角の一手に、22龍迄７手で詰

みとなります。 
 
✽詰上り図は省略しています。 

 

No.044 小石広志 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1982年4月号 
 
出場23回 

今月の問題Ｄ 
 
 

 

 
 
22と 13玉 12金 同角 23角 22玉 34桂迄７

手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

今度も実戦型作です。12玉＝香なので簡単に

詰みそうだが…。初手22金は13玉。23から駒

を打つのも同角でだめなようです。ここは初

手22とがうまい手で、取る手はなく13玉と逃

げますが、そこで12金が13玉を他の駒の性能

に変える打診の手で、同香と取ってくれれば

23角(＝金）同角 同と迄角余りですので、12

金を同角と取りますが、23角と打てば（12角

＝香！）ですので、22玉と逃げる一手（13玉

＝角）で、34桂で詰みです。（22玉＝桂） 
 
✽詰上り図は省略しています。 
 
作者の小石氏は安南詰一筋に20年近くやって

おられる大ベテランで、両題共実戦型短編の

好作と言えましょう。 
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金 銀 桂 香 一 
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投稿掲載作 
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【詰将棋パラダイス 1982(S57)年７月号】 

◇訂正 ４月号Ｂの解説中、23角＝金とある

のは誤りで23角と打つと、「22と」が角にな

り詰んでいます。深謝。 

 

No.045 小石広志 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1982年4月号 
 
出場24回 

懸賞１ 
 
作品集 

第17番 

 
 
21飛成 13玉 12金 同香 22龍 同歩 24銀迄

７手詰。 
 
誤１ 無１ Ａ12 Ｂ５ Ｃ０ 平均2.72 
 
[担当：筒見香平] 

☗初手21飛成は強烈！ 同角なら23金迄です。

13玉の逃げに12金が玉を香に変える手筋で同

香の一手に22龍が決め手です。これは同歩（33

歩＝角）の一手に24銀迄。入門用好題と思い

ます。 

選者評価＝★★★★★★★★☆ 

飯島士朗－14歩は玉という先入観が有り24銀

が盲点。二歩禁の傑作。Ａ 

須貝敏雄－24同歩は二歩の禁手ですね。 

牧尾芳丈－すこしアッサリまとめ過ぎた感じ。

二歩禁を使って割と新味の有る詰上りだが、

出来れば角を一枚動かして欲しかった。 
 
作品集 

２歩禁狙い。支えの無い銀の吊るし詰め。 

 

 

No.046 小石広志 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1982年4月号 
 
出場25回 

懸賞２ 
 
作品集 

第９番 

 
 
32飛 同歩 12馬 同香 24飛 同歩 23銀迄７

手詰。 
 
誤０ 無１ Ａ12 Ｂ５ Ｃ０ 平均2.71 
 
[出題図] 安南ばか自殺 6手 
 
[担当：筒見香平] 

☗22玉＝桂なので、34玉と馬を取られてはダ

メなので32飛の初手は必然だ。同歩に12馬か

ら24飛と妙手連発！頭銀の詰上りも気持がい

い。ベテラン小石氏の安南詰は名人芸で、他

の追随を許さぬものがある。そして過去の発

表作に余詰作がないのも特筆ものです。 

選者評価＝★★★★★★★★★★ 

佐藤善起－24飛から23銀とは安南独特の強襲。 

山田嘉則－守備陣が強固なので、不動玉への

攻めがかえって見やすい。 

伊東史郎－12馬に気付かず苦戦した。 
 
【詰将棋パラダイス 1982(S57)年7月号】 

☗２と４の表示がメチャメチャで作者には本

当におわびします。まさに日航「逆噴射」並

の失態と言わねばならぬ。 
 
作品集 

３四馬に支えが無く、安南馴れしてない初心

者には難解だが、逆に存外手が狭い。 
 
✽作者自選Ｂｅｓｔ３ 
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投稿掲載作 
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No.047 小石広志 
 
安南詰 

21手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1982年6月号 
 
出場26回 

今月の問題Ｆ 
 
作品集 

第22番 

 
 
25桂 22玉 44馬 33桂跳 31銀 21玉 33桂生 

12玉 24桂 13玉 22銀生 同玉 21桂成 同玉 

32桂成 同玉 42角 21玉 31角成 12玉 22馬

迄21手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

文句なし。 
 
作品集 

旨く駒が捌けて長手数を得た。結構変化も割

り切れており、好型と無駄の無い好局誕生。 

 

No.048 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1982年10月号 
 
出場27回 

今月の問題Ｂ 
 
✽No.029と 

同一図 

 
 
54銀 51玉 52角成 同玉 53香 51玉 52金 41

玉 42香成迄９手詰。 
 
[担当：筒見香平] 

形は良く、手順も安南の味が充分に出ている。 

 

No.049 小石広志 
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1983年11月号 
 
出場28回 

今月の問題Ａ 
 
 

 

 
 
22角 同角 24金 同玉 35飛成迄５手詰。 
 
[担当：小林看空] 

 

No.050 小石広志 
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1983年11月号 
 
出場29回 

今月の問題Ｂ 
 
 

 

 
 
12飛成 同香 22銀 同角 24金迄５手詰。 
 
[担当：小林看空] 

▽安南詰の第一人者といえば、何といっても

小石氏です。 

 

No.051 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1983年11月号 
 
出場30回 

今月の問題Ｃ 
 
作品集 

第28番 

 
 
22角成 14玉 26金 25金 13金 同桂 25金 同
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投稿掲載作 
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桂 13金 24玉 33馬迄11手詰。 
 
[担当：小林看空] 
 
作品集 

内容的には数段上。流れがスムーズ。 
 
✽第27番：No.223（作品集発表作）との比較。 

 

No.052 小石広志     不詰 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1983年11月号 
 
出場31回 

今月の問題Ｄ 
 
作品集 

第29番(原図) 

 
 
13金 同桂 22金 同桂 同角成 14玉 13金 ㋑

24玉 14金 同角 13馬 同香 36桂迄13手詰。 
 
[担当：小林看空] 
 
✽不詰 ㋑同香で不詰。 

余詰 最終手25桂でも可。 
 
  作品集 第29番 

 

安南詰 

13手 

 

2004/11(手書) 

2016/6 (刊行) 

 

最終手余詰 

 

 
  

作品集：３部作で最も稚拙な感じ。解く側に

は多少苦労して貰えそう。 
 
✽第27番(Ｎo.223) 第28番(Ｎo.051)の３部作。 

関連図：No.177 
 
投稿図はどこかで誤記があったと想像。 

    修正図 

 

安南詰 

13手 

 

刊行後検討 

修正図 

大野 孝 

 

 

 
 

 

No.053 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1983年11月号 
 
出場32回 

今月の問題Ｅ 
 
✽No.026と 

同一図 

 
 
34龍 12玉 14龍 同玉 26銀 23玉 22角成 同

玉 34桂迄９手詰。 
 
[担当：小林看空] 

▽出題級を多数例示して申しわけなく思って

おります…。 

 

No.054 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1983年11月号 
 
出場33回 

懸賞２ 
 
✽No.031と 

同一図 

 
 
22金 13玉 23銀 ㋑同角 12金 同玉 21馬 13

玉 25桂迄９手詰。 
 
㋑同金 同金 同玉 22馬 同玉 32金迄。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       角 桂 香 一 

      銀  玉 二 

       歩  三 

         四 

       角 歩 五 

       歩  六 

        と 七 

         八 

         九 
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         七 

         八 

         九 

 持駒 金金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     歩 馬 角 桂 香 一 
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 持駒 金銀  

投稿掲載作 
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誤０ 無10 Ａ15 Ｂ13 Ｃ１ 平均2.48 
 
[担当：小林看空] 

▽最後の25桂を14歩→25歩とは二歩でとれ

ないし、24歩→25歩は、24歩は角の動きなの

でとれません。 

川清雄－一度は25桂はないと思ったが。 

イジワル生－好手不足の感あり。 

飯島士朗－安南実戦型シリーズ。 

フェアリ狂－23銀打が安南詰らしい手。面白

い。 

山下聡－安南の好作、駒取りは痛いがしかた

ないでしょう。角になった歩が悲惨。 

歩角考内－安南詰で安心してみられるのは小

石氏のみ？ 

原田清実－この人の作もっとみたい。 

 

No.055 小石広志     不詰 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1984年3月号 
 
出場34回 

懸賞３ 
 
 

 

 
 
39金 同玉 38金 29玉 39銀 18玉 19歩 同玉 

28銀 29玉 39金 18玉 29金 同桂成 19歩 同

成桂 27銀迄17手詰。 
 
誤０ 無22 Ａ20 Ｂ９ Ｃ０ 平均2.69 
 
[担当：小林看空] 

▽安南詰の一人者小石氏の小駒無仕掛でした

が…。 

▼橋本孝治－上が作意だと思う。しかしこの

手順には問題がある。安南では利きのない駒

の存在も認められているはず、だとすれば上

の手順中、同桂成のところ同桂生とすれば不

詰。 

▽安南Ｂ式を採用している関係上、このアピ

ールは成立します。ちょっとした盲点で、こ

のルールを利用すればもっとおもしろいもの

も作図可能？ 

堀田雅裕－易しいが味の良い手が多く好作。 

山田嘉則－小石氏には本作のように実戦型を

離れたものを期待したい。 
 
✽安南ルールは何種類か存在します。 

Ａ式安南：行き所のない駒は不可。 

Ｂ式安南：行き所のない駒は可。 

（本編は全てＢ式） 

 

No.056 小石広志 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1984年5月号 
 
出場35回 

懸賞１ 
 
作品集 

第７番 

 
 
11金 同香 13角 12玉 14銀 同角 22角成迄

７手詰。 
 
誤１ 無７ Ａ20 Ｂ11 Ｃ０ 平均2.65 
 
[担当：小林看空] 

▽今月唯一の完全作。小石氏の作品には余詰

がありません。この作品、姉妹作として投稿

されてきたもので、妹？は33香→33歩で持駒

金銀桂の５手詰です。解いてみてください。 

✽次図掲載 

弘光弘－香を定位置に戻して仕事をするのが

おもしろい。 

須貝敏雄－安南の特徴が出ていて、面白い。 

小林敏樹－簡素安南の傑作！ 

井上裕－14銀が退路封鎖の手筋という感覚が

面白い。 

飯島士朗－13角が新鮮。 

▽小石さん頑張って、という声多し。作品集

をめざして、更に前進。 
 
作品集：安南特有の性能を重視した一局。 

終の３手は頻出の手筋。 
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No.057 小石広志 
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1984年8月号 
 
出場カウント 

なし 
 
作品集 

第７番妹 

 
 
11金 同歩 22銀 12玉 24桂迄５手詰。 
 
[担当：小林看空] 
 
作品集：※参考局。一応姉妹局。 

 

No.058 小石広志     余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1984年9月号 
 
出場36回 

懸賞２ 
 
 

 

 
 
Ⓐ14金 同金 22銀 同飛 12飛 同角 25桂 同

金 23馬迄９手詰。 
 
誤２ 無15 Ａ12 Ｂ２ Ｃ０ 平均2.86 
 
[担当：小林看空] 

▽初手さえ分かればあとは一気呵成。飛角が

桂香に化けるのもおもしろい。小石氏として

は軽い。 
 
✽余詰 

Ⓐ25桂 同角 15飛 14合 22銀 同飛 12金 同

香 23馬まで。 

 

No.059 小石広志     余詰 
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1984年12月号 
 
出場37回 

懸賞３ 
 
 

 

 
 
22銀 23玉 33金 同桂 Ⓐ同と 12玉 21桂 22

飛 同と 13玉 12飛 同香 23と 同桂 25桂迄

15手詰。 
 
誤植のため全員正解 
 
[担当：小林看空] 

早詰＝Ⓐより35桂 12玉 21と 22飛 同と 13

玉 12飛 同香 23と 同桂 同桂成迄13手詰。 

指摘＝飯島士朗、佐々木康司 

▽フェアリーならではの誤植で13玉が欠落。

勢い玉さがしの問題になってしまった。21桂

打など小石氏としては異色作だがいかんせん

早詰とは。 

山田嘉則－350号前夜祭の推理詰将棋？ た

だし、13玉はすぐに分かる。 

奥村理也－玉が35又は15の場合…26金迄。 

 玉が25の場合…16金迄。玉が12、23の場合

…22金 13玉 23銀 同桂 25桂迄５手。 

 玉が13の場合…作意。 

 玉がその他の位置にある場合…不詰。 

▽失礼しました。 

 

No.060 小石広志     余詰 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1985年1月号 
 
出場38回 

懸賞１ 
 
作品集 

第10番(原図) 
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25金 同銀 23金 12玉 13金打 同桂 14飛迄

７手詰。 
 
誤４ 無２ Ａ15 Ｂ10 Ｃ０ 平均2.66 
 
[担当：小林看空] 

▽簡素な形に加えて、しゃれた詰めあがり。

記憶すべき一局。 

飯島士朗－最終手にエスプリ。 

伊東史郎－最終手14飛がいかにも安南らしい。 

井上順一－詰上りがおもしろい。 

奥村理也－13同桂の局面では立派な一手詰。 

大恥早計－14飛盲点。 

佐藤善起－好形なので図面を記憶していて暗

算できた。 

▽さすが 

佐藤達也－軽い実戦型からそれらしい手順が

よくあるもの。 

千葉肇－攻方も安南になるのをうっかりして

いた。23金の利きに逃げるのは奇妙。 

▽安南における一つの収穫でした。 
 
【詰将棋パラダイス 1986(S61)年５月号】 

小石－350号で結果発表の自作。とんでもない

抜け作で、玉方26歩を配置します。 

☆余詰順＝25金 同銀 23金 12玉 25飛以下 

（誰も気付かぬなんて）。 
 
  作品集 第10番 

 

安南詰 

7手 

 

2004/11(手書) 

2016/6 (刊行) 

 

✽関連図 

No.119 

 
 

作品集：詰上りの意外性がすべて
・ ・ ・

。 

 

No.061 小石広志 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1985年2月号 
 
出場39回 

今月の問題Ａ 
 
作品集 

第11番 

 
 
23銀 21玉 31金 同角 32飛成 同金 33桂迄

７手詰。 
 
[担当：小林看空] 
 
作品集：一本道だが、安南特有の駒の不自由

さ。作図としては上の部。 
 
✽関連図：No.061改（103ページ） 

 

No.062 小石広志 
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1985年2月号 
 
出場40回 

今月の問題Ｂ 
 
 

 

 
 
23飛 14玉 13飛打 同銀引 24飛成迄５手詰。 
 
[担当：小林看空] 
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No.063 小石広志     余詰 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1985年2月号 
 
出場41回 

今月の問題Ｃ 
 
 

 

 
 
Ⓐ12金 同角 25桂 同歩 22角成 同玉 23銀

生迄７手詰。 
 
[担当：小林看空] 
 
✽余詰 Ⓐ25桂 同歩 23金 同角 22角成 同

玉 23銀生まで。 

 

No.064 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1985年2月号 
 
出場42回 

今月の問題Ｄ 
 
作品集 

第23番 

 
 
23飛 34玉 43飛成 24玉 14角成 同玉 13龍

同玉 23と迄９手詰。 
 
[担当：小林看空] 

▽小石の作品は安南詰の基本です。しっかり

と鑑賞しましょう。 
 
作品集：１二桂一枚が玉の大きな足か

・

せ
・

。 

内容的には初期。 

 

 

No.065 小石広志     余詰 
 
安南詰 

29手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1985年2月号 
 
出場43回 

懸賞３ 
 
 

 

 
 
22歩成 13玉 Ⓐ23と 同歩左 25桂 14玉 26

銀 13玉 15銀 12玉 23角成 15玉 33馬 25玉 

26銀 14玉 15銀 13玉 24銀 12玉 11馬 同玉 

12香 同玉 23歩 11玉 22歩成 同玉 23銀生

迄29手詰。 
 
誤０ 無７ Ａ０ Ｂ０ Ｃ８ 平均1.00 
 
[担当：小林看空] 

早詰＝Ⓐのところ25桂 24玉 26銀 13玉 14

角成 22玉 32馬迄９手。指摘－多数。 

▽余詰？誤植？誤解？といぶかしがられまし

たが、投稿図と出題図は一致しており、単な

る早詰です。深謝。 

 

No.066 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1985年9月号 
 
出場44回 

懸賞３ 
 
作品集 

第６番 

 
 
22飛 ㋑31玉 53角 ㋺42飛合 同角成 同銀 

51飛 同銀 32銀 22玉 23銀生迄11手詰。 
 
㋑33玉は45角 44歩 34銀 22玉 23銀生 

 迄７手。 

㋺他合は32銀 22玉 23銀生迄７手。✽23銀迄 

誤４ 無17 Ａ20 Ｂ２ Ｃ０ 平均2.91 
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[担当：小林看空] 

▽４手目飛合を見落して転倒した方が４名。

43歩が飛に化けて23銀を防いでいる。好作。

また投稿を。 

山田嘉則－42飛～51飛に思わず唸る。 

川清雄－手数表示なければまちがうところ。 

滝本幹夫－安南らしさが随所にでている。 

原岡望－61香の配置うまい。 

山口成夫－形、手順ともに申し分なし。 
 
作品集：４三歩が快心の配置。 

変化の割り切れが嬉しい。 

 

No.067 小石広志     余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1986年2月号 
 
出場45回 

懸賞２ 
 
 

 

 
 
34歩 同玉 44金 33玉 Ⓐ15飛 22玉 45飛 14

歩 25飛迄９手詰。 
 
誤０ 無２ Ａ６ Ｂ５ Ｃ４ 平均2.13 
 
[担当：小林看空] 

余詰Ⓐより46飛 24玉 45飛 34合 15飛迄 

９手。 

また収束14歩（✽45飛）のところ34桂 同桂 

11飛成迄９手。 

▽飛車の動きがおもしろいと思いきや… 

ああ!! 

双方解＝飯島士朗、弘光弘 

 

No.068 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1986年7月号 
 
出場46回 

懸賞２ 
 
 

 

 
 
14角成 ㋑33玉 32馬 24玉 46角 同龍 36桂 

同龍 23馬 35玉 24馬迄11手詰。 
 
㋑同玉は15桂 13玉 23角 22玉 32角成まで。 

誤０ 無12 Ａ５ Ｂ８ Ｃ０ 平均2.38 
 
[担当：小林看空] 

奥村理也－変化が好手順。変わった収束。 

川清雄－小石としては！ 

喜多真一－もう少し飛躍が欲しい。 

須貝敏雄－２手目同玉の変化が面白い。角を

馬に変えて原形。46角から36桂も好手。 

笛蟻人－引締まった手順。 

山岸幸徳－安南らしくなくて手古摺った。 

▽担当としては、安南一直線の小石氏に頭が

さがります。 

 

No.069 小石広志     余詰 
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1986年10月号 
 
出場47回 

懸賞２ 
 
 

 

 
 
26角 16玉 27飛 15玉 17飛迄５手詰。 
 
誤２ 無12 Ａ４ Ｂ10 Ｃ７ 平均1.86 
 
[担当：小林看空] 

▽小石氏としてはめずらしや、ばか詰。でも

安南なのです。狙いは両王手なのですが、余
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詰がたくさん…。 

余詰＝①37角 17玉 38飛 26玉 28飛迄５手。 

▽これも作意らしい…。 

②37角 26金合 同角 16玉 17金迄５手。 

③24角 17玉 35角 16玉 17飛迄５手。 

双方解＝荻野目洋、奥村理也、菊田裕司、駒

井信久、須貝敏雄、佐々木浩之 

 

No.070 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1986年12月号 
 
出場48回 

懸賞３ 
 
作品集 

第21番 

 
 
22飛 13玉 23飛成 同玉 35銀 12玉 22角成 

同馬 23歩成迄９手詰。 
 
誤０ 無17 Ａ９ Ｂ８ Ｃ０ 平均2.53 
 
[担当：小林看空] 

▽シンプルで好感がもてる。安南は一手だけ

好手をとは小石氏の持論です。 

加賀孝志－23飛は決断がいる。 

新堀皇帝－22飛に数分、35銀に数十分、そし

て22角成に約１時間。 

笛蟻人－34歩を活用する形に持ってゆく。筋

よい作。 

荻野目洋－相手の桂頭を狙う一般手筋モノ。

新しくはない。 
 
作品集：簡素型。手順も素朴。 

何のてらい
・ ・ ・

も無し。 
 
✽関連図：No.163 

 

No.071 小石広志 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1987年1月号 
 
出場49回 

懸賞９ 
 
✽関連図 

No.003･211 

 
 
23金 同歩 12金 同玉 32飛 13玉 22銀 12玉 

21銀生 13玉 12銀成 同香 22飛成迄13手詰。 
 
誤２ 無９ Ａ７ Ｂ11 Ｃ０ 平均2.45 
 
[担当：小林看空] 

駒井信久－無仕掛けという点以外には新味が

ない。 

須貝敏雄－狭い玉なので考え易い。 

川清雄－銀の開き場所だけ。 

▽新鮮味不足だった様。しかし好型！ 

 

No.072 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1987年3月号 
 
出場50回 

懸賞３ 
 
 

 

 
 
13金 同桂 32飛成 22金合 同龍 同桂 13飛 

同玉 23金 同玉 24銀迄11手詰。 
 
駒脱落の為評価なし 
 
[担当：小林看空] 

▽出題時25歩脱落のため、簡単な余詰が発生。

作者ならびに解答者に多大なご迷惑をおかけ

したことをお詫び申しあげます。さすがにパ

ラ、喜多真一、駒井信久、林泰伸、和田裕之、

佐々木浩之の５氏がこの点を指摘。 

小石氏の作品には、余詰はほとんどありませ
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ん。４手目金合の限定から龍を切ってのたた

みこみは、いつもながらすばらしい。 

 

No.073 小石広志 
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1987年4月号 
 
出場51回 

懸賞２ 
 
作品集 

第98番(原図) 

 
 
34角 21玉 12角生 11玉 21角成迄５手詰。 
 
誤１ 無10 Ａ７ Ｂ16 Ｃ７ 平均2.03 
 
[担当：小林看空] 

岡村孝雄－詰め上がりが一つしかないので考

えやすい。 

菊田裕司－安南らしさが出ていない。 

小泉元住－不成に気付かず苦労。 

志村立矢･千葉肇－44歩の意味がわからない。 

▽３手目43角防止です。 

佐々木浩之－３手目45角とした方が安南らし

い。 
 
  作品集 第98番 

 

安南ばか詰 

5手 

 

2004/11(手書) 

2016/6 (刊行) 

 

 

 

 
 

 

No.074 小石広志 
 
安南ばか詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1987年7月号 
 
出場52回 

懸賞３ 
 
作品集 

第100番 

 
 
17銀 27玉 16銀 26玉 27銀 46玉 38銀 35玉 

36歩 26玉 37桂迄11手詰。 
 
誤５ 無２ Ａ９ Ｂ４ Ｃ１ 平均2.68 
 
[担当：小林看空] 

作者－安南ばか詰３作目。全手数詰め手順限

定は難しく、安南ばか詰の創作は難しい。 

▽実戦入玉型。手順は46玉が妙手でおもしろ

くそれ以外は易しいと思いきや最終手を37銀

とした誤解者が続出。それだと玉は飛の動き

ですので29玉とぬけられます。 

岩本修－この安南ばか詰はまだまだ発掘の余

地がありそう。 

太田啓好－後から考えるとこれしかないのだ

が意外と難しかった。 

川清雄－レトロ感覚にあふれている。 

原岡望－いつもながら巧妙。 

山下誠－安南らしい詰上り。 

山岸幸徳－詰上りが予想通り。より一層の奇

作を期待。 

 

No.075 小石広志 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1987年8月号 
 
出場53回 

懸賞２ 
 
作品集 

第51番 

 
 
17角 16玉 15飛 27玉 28飛 37玉 26角 同桂 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         玉 一 

         二 

      桂   三 

     歩    四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         玉 一 

         二 

     桂 桂   三 

         四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

         四 

       飛  五 

         六 

      歩   七 

       玉  八 

       桂 香 九 

 持駒 銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

       歩  三 

     角   桂 四 

       玉  五 

     歩 歩  歩 六 

         七 

         八 

     角    九 

 持駒 飛飛  
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17飛 27香合 同飛寄 同角成 38香 同桂成 

27飛 同成桂 47角迄17手詰。 
 
誤０ 無13 Ａ３ Ｂ５ Ｃ０ 平均2.38 
 
[担当：小林看空] 

作者－手数の割りには一本道。宜しく。 

検討者（服部）－完全と思う。収束良く好作。 

麻生悠－この序が入ったのはうまい。随分考

えさせられた。成生の非限定（14、16手目）

がなければ傑作なのに…と思います。 

岩井紀由－初手から最後迄安南の味がたっぷ

り。 

駒井信久－特に難しい所はなくても、手数が

長いと苦労する。 

▽駒井氏でも30分かかっておられる。まずは、

好作！ 
 
作品集：中段玉から仕上りまで、細かい応酬。 

まずまずか。 

 

No.076 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1987年10月号 
 
出場53回(重複) 

懸賞２ 
 
 

 

 
 
34飛 同桂 14角成 ㋑同玉 24飛 13玉 23飛

成 同玉 13角成迄９手詰。 
 
㋑35玉は45飛 同歩 25馬迄。 

✽単に36馬。上記変化のための配置と推測。 

誤０ 無６ Ａ14 Ｂ17 Ｃ１ 平均2.41 
 
[担当：小林看空] 

麻生悠－変化のほうがいい味だとか。 

伊東史朗－初手の34飛の一発で決まった。 

磯田征一－手筋ものの一ト筆書き。 

岩本修－この作者にとっては手すさびの一局

なのでしょうね。 

荻野目洋－フェアリーの中だと、フェアリー

に見えないんですよ、小石さんは。 

川清雄－この一手がない。 

菊田裕司－このような非実戦型は未開の原野。

これからも期待。 

須貝敏雄－あんまり面白くない。つまり安南

の特徴が少ないようです。 

原岡望－いつもながら巧妙。 

林泰伸－楽にできた。 

山下誠－初手が何とも指しづらい一手。角が

三枚ある感じ。 

山田嘉則－普通作のような連捨て（これはけ

なしです）。 

作者－長い間、応募してないと忘れられてし

まいそう。案は近将誌の藤倉氏作を解いて

いる時、ひらめいた
・ ・ ・ ・ ・

のです。 

▽短評を集めてみました。 

 

No.077 小石広志 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1989年8月号 
 
登場54回 

今月の問題Ａ 
 
 

 

 
 
36角 25桂跳 13飛 同桂 26桂 同玉 27銀迄

７手詰。 
 
[担当：安永 玲] 

老舗の味。 

 

No.078 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1989年8月号 
 
登場55回 

懸賞３ 
 
作品集 

第26番 

 
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

     桂  歩  二 

       角  三 

         四 

      角 玉  五 

      歩  歩 六 

       と  七 

         八 

         九 

 持駒 飛飛  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

     角    二 

      桂 銀  三 

        玉 四 

      桂   五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛角銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

      角 桂 香 二 

        玉 三 

      歩 歩  四 

        歩 五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀桂  

投稿掲載作 
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25桂 14玉 23銀 同角 26金 13玉 35金 14玉 

13桂成 同香 25金！迄11手詰。 
 
誤３ 無12 Ａ16 Ｂ８ Ｃ０ 平均2.67 
 
[担当：安永 玲] 

岩本修－安南詰の醍醐味にあふれている。Ａ 

佐藤善起－さすがに難解で巧い。Ａ 

川清雄－どうしてこのように作れるのだろう

か!! Ａ 

新格言『安南小石、天竺左、対鮮佐々木』 

▽久々登場の小石氏。初手25桂が取れないこ

とに気付けば、後は流れるようなさばき。最

後の25金が不思議な感触でこれで詰み！ そ

れにしても特異な作家。ひょっとして、氏は

安南ルールしか知らない？ まーさか。 

佐々木寛次郎－安南二歩禁問題の決定版です。

Ａ 
 
作品集：一路ずらせて正解。 

 

No.079 小石広志     余詰 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1990年1月号 
 
登場56回 

懸賞４ 
 
 

 

 
 
25桂 24玉 26金 33玉 34銀 32玉 24桂 31玉 

23銀生 22玉 31銀生 23玉 25金 12玉 14金 

11玉 23金迄17手詰。 
 
誤０ 無37 Ａ１ Ｂ９ Ｃ６ 平均1.69 
 
[担当：安永 玲] 

ＳＭＡＰ－金銀がよく動くのがいい。Ａ 

▽金先金銀に始まり前半は銀の活躍、後半は

金が主役。この華麗な捌きが見どころだった 

が、簡単な早詰。 

早詰＝３手目26銀 33玉 35銀 23玉 22金！

14玉 26銀 13玉 15銀 22玉 33桂成迄13手 

歩余。 

川清雄－うーむ歩が余る！ 小石氏も人間で

すね。Ｃ 

双方解＝岩本修、駒井信久、ＳＭＡＰ 

▽手数ノーヒントも評判悪かった。 

 

No.080 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1990年5月号 
 
登場57回 

懸賞２ 
 
作品集 

第24番 

 
 
13金 同桂 22角成 同桂 13金 同玉 24金 同

玉 35金迄９手詰。 
 
誤１ 無５ Ａ13 Ｂ17 Ｃ１ 平均2.39 
 
[担当：安永 玲] 

磯田征一－美しい。「待宵」だ。Ａ 

勇者ロト－取るに取れない35金。Ａ 

石黒誠一－４手目同玉をまじめに考えてしま

った。Ｂ 

酒井弘格－途中無仕掛になったのでドキッと

した。Ａ 

鈴木智－一題だけですが、初めてフェアリー

が解けました。Ａ 

川清雄－こんな作を軽く作れる人が羨ましい。

Ａ 
 
作品集：某誌に“安南詰め”なる代物の紹介用

に採用された。好形に好作。 
 
【詰将棋パラダイス 1999(H11)年９月号】 

[担当：筒井浩実] 

◇フェアリーランド名局ライブラリー 

（第２回） 

今回は安南の小品を紹介します。 
 
 端正な実戦型と持駒金一色の初形が目を引

く作品である。安南の実戦初形は24歩型なの

で不自然ではないかという意地悪な見方もあ

るかもしれないが、３×３に収まっていて憶

え易いという意味で、好形であることは間違

いない。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        歩  一 

         二 

      と  玉 三 

         四 

        歩 五 

     香    六 

         七 

       と  八 

         九 

 持駒 金銀桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       角 桂
S 
香 一 

        玉 二 

      歩 歩  三 

         四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金金金  
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 上部に逃走されてはいけないので初手13金

は絶対。同桂の一手に22角成が好手。同桂に

よって23歩を桂の動きにするのが大きい。そ

して再度の13金から金の連打で詰め上げる。 

詰手順＝13金 同桂 22角成 同桂 13金 同玉 

24金 同玉 35金迄。 

３手目を同角成とした場合、正解よりも持

駒は多く残っているが、22桂がないので24金

を同歩ととられてしまう。 

尚、33歩は、最終手35金が23歩で取られる

のを二歩禁により防ぐ配置です。 

本作は好形好手順ということもあって『お

もしろゲーム将棋』の中でも紹介された。 
 
✽『おもしろゲーム将棋』は84ページに掲載。 

 

No.081 小石広志     余詰 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1990年11月号 
 
登場58回 

今月の問題Ａ 
 
 

 

 
 
22飛 13玉 25桂 同歩！ 24銀 14玉 23飛成 

同銀 13角成 同桂 15銀迄11手詰。 
 
[担当：安永 玲] 

よくまあ後から後からタネの尽きないこと。

本局は例の詰上りだが、連捨てが爽快。 
 
【詰将棋パラダイス 1991(H3)年１月号】 

駒井信久－２手目同歩で不詰と思う。 

弘光弘－余詰。初手より、24桂 同歩 22飛 13

玉 21飛成 31金 25桂 同歩 24銀迄9手。 
 
✽２手目同歩は24桂 13玉 25銀 12玉 14銀 

11玉 23歩 同銀 同銀迄同手数駒余り。 

（不詰ではない。失礼ながら氏の貴重な誤り。） 

 

No.082 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1990年11月号 
 
登場59回 

懸賞４ 
 
作品集 

第４番 

 
 
23飛 同角 12飛 同角 23と 31玉 22と 同角 

23桂迄９手詰。 
 
誤２ 無４ Ａ９ Ｂ６ Ｃ１ 平均2.50 
 
[担当：安永 玲] 

堀内真－うまいとしか言いようがない。Ａ 

葵九十丸－飛の連捨てからと金を捨てての収

束なんてできすぎている。Ａ 

岩本修－安南詰では使いにくい？大駒を見事

に操る。Ａ 

駒井信久－飛の連捨が鮮やか。Ｂ 

▽３手目より25桂 12玉 22飛迄５手早詰の

指摘が数人の方よりあったが、25桂は王手で

はありません。 
 
作品集：序の飛捨連打がメイン。最后（仕上

げ）は如何にも安南。発表時好評。 

 

No.083 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1991年2月号 
 
登場60回 

懸賞６ 
 
作品集 

第55番 

 
 
24桂 22玉！ 12桂成!! 14玉 13成桂 24玉 35

銀 33玉 34銀迄９手詰。 
 
誤14 無８ Ａ４ Ｂ９ Ｃ２ 平均2.13 
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金 角 桂  一 

      銀  玉 二 

      歩   三 

        歩 四 

     銀    五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛銀桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金  桂 香 一 

         二 

     銀 と  玉 三 

     角  歩 歩 四 

     角    五 

       歩  六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛飛桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

      桂  玉 二 

      飛   三 

         四 

       歩 飛 五 

         六 

      と   七 

         八 

         九 
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[担当：安永 玲] 

佐藤善起－小石氏にしては平凡だが、誤解

か？ 

▽こんな感想が多かったが、不安が的中。 

中道哲司－頭がこんがらかりそうでしたが、

短手数なのでまだなんとか解けました。 

▽２手目自ら桂になる22玉が盲点で、11玉や

同桂の７手の変化で落馬した犠牲者が続出。

ご冥福を祈る。 

11玉は23飛成 22玉 12桂成迄。 

駒中里穂－いつもの鋭さがない。と思ったら

変化だった。教えてくれたＩ本さん、あり

がとう。Ａ 

村井謙二－ばか詰でないとすぐ成捨てるのは

気づきにくい。Ｂ 
 
作品集：３七と

・

は変同防ぎ。取れる駒を取ら

ずに虚々実々のやり取り。 

 

No.084 小石広志 
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1991年7月号 
 
登場61回 

今月の問題Ｂ 
 
作品集 

第47番 

 
 
31角成 23玉 32銀生 13玉 12飛 24玉 16金 

15歩 23銀成 同玉 13馬 32玉 14馬 21玉 32

飛成迄15手詰。 
 
[担当：菊田裕司] 

あっけない。 
 
作品集：苦労の割りに、重い内容。 

 

No.085 小石広志 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1991年7月号 
 
登場62回 

今月の問題Ｃ 
 
作品集 

第31番 

 
 
22角 23玉 34銀 12玉 44角成 32金 22馬 同

玉 23銀生 同桂 11角 34玉 44角成迄13手詰。 
 
[担当：菊田裕司] 

銀の再活用がポイントか。 
 
作品集：まとめで苦労。４三歩の配置と２三

銀捨てのお
・

マ
・

ケ
・

でまづまづ。 

 

No.086 小石広志 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1991年7月号 
 
登場63回 

今月の問題Ｄ 
 
作品集 

第８番 

 
 
37馬 39玉 49金 同玉 59金 39玉 48馬 28玉 

37馬 39玉 38金 29玉 28金 19玉 27金 18玉 

28馬迄17手詰。 
 
[担当：菊田裕司] 

小石氏の入玉図は珍しい。何となく詰まし難

い。47香を歩にすると、８手目29玉！で不詰。 

安南は日本最古(？)のフェアリーの割に、

あまり掘り下げられていない分野。諸氏の御

研究を期待。 
 
作品集：２八歩の邪魔駒が嬉しい置駒。 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  
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       玉  二 
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         九 

 持駒 飛金  
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         八 
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No.087 小石広志 
 
安南詰 

21手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1991年7月号 
 
登場64回 

懸賞３ 
 
 

 

 
 
13金 同玉 25桂 14玉 26金 13玉 15金 12玉 

13桂成 同玉 14桂 12玉 24桂打 同歩 13桂

成 同玉 14金 12玉 13桂 同馬 21馬迄21手

詰。 
 
誤３ 無５ Ａ６ Ｂ９ Ｃ１ 平均2.31 
 
[担当：菊田裕司] 

岩本修－金と桂のダンスが趣向っぽくて楽し

い。 

加賀孝志－易しいがリズムがある。解後感も

良い。Ｂ 

東野徹男－流れるように詰む。 

喜多真一－金と桂のコンビによる攻めはよく

見る筋ですが、桂の打ち換えが新鮮味があ

り、よいですね。Ｂ 

☆と、好評でしたが、 

河村施っ子－新味のない手順。 

☆というのも一理あります。まあ、個々の手

よりも流れを楽しむ作品でしょうか。 

 

No.088 小石広志 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1991年7月号 
 
登場65回 

懸賞４ 
 
作品集 

第50番 

 
 
32角 31玉 22歩成 同金 43角成 42玉 31馬 

33玉 45金 23玉 32馬 13玉 14香 同金 22馬 

同玉 34桂迄17手詰。 
 
誤３ 無17 Ａ２ Ｂ４ Ｃ０ 平均2.33 
 
[担当：菊田裕司]  

岩本修－軽い伏線の22歩成や、余詰をうまく

防いでいる52桂の配置に感心。 

佐藤善起－31馬が盲点になって超難解であっ

た。 

桝田隆行－手順は良いが、もう少し形がなん

とかならないものか。Ｂ 

☆前半は変化紛れ多く、ごつい。主眼は22歩

成でしょうが、その後の43角成～31馬も味良

く、収束は軽快。本作の問題点は形の悪さ。

特に余詰消しのためだけの52桂は、やむを得

ない配置かもしれませんが、相当なマイナス

ポイント。しかし、それを差し引いてもまず

まずの作品と思います。 
 
作品集：伏線手の２二歩成捨が效いて后半旨

くまとまる。 

 

No.089 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1992年5月号 
 
登場66回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
22銀生 同馬 14金 12玉 13桂 同桂 22馬 同

桂 13角 14桂 22角成迄11手詰。 
 
誤２ 無12 

⑥２⑤５④５③６②２①０ 平均3.95 
 
[担当：菊田裕司] 

岩本修－46桂は一寸効率の悪い配置だけど、

13角に14桂と根元を取る手に少し新味を感

じます。 

雲虚空－13角迄としたくなる。46桂が残るの

が残念。４ 

石黒誠一－46桂をなんとかしたい。３ 

☆46桂は４手目同馬の変化（22馬 同玉 34桂

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金 馬  香 一 

      馬  玉 二 

      金 歩  三 

         四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金桂桂桂桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     金  と 桂 金 一 

   歩 桂 玉    二 

       歩  三 

   馬  桂  銀  四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角金香  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       桂 桂 香 一 

      馬   二 

      銀  玉 三 

     馬  歩  四 

         五 

     桂  と  六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金桂  

投稿掲載作 



30 
 

打迄）のためですが、惜しい配置です。 

佐藤善起－流石に小石氏の安南は多彩で、変

化も面白い。 

須川卓二－すばらしい応酬です。初手14金が

打てると思っていた。５ 

村田秀作－桂がちょろちょろ動き廻る。６ 

中山美保－思ったより手が続くが、冗長では

ない。４ 

☆初手絶対で、その後もほぼ一本道ですが、

味の良い手順です。 

 

Ｎo.090 小石広志 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1992年6月号 
 
登場67回 

懸賞⑥ 
 
作品集 

第49番 

 
 
33金 41玉 34桂 32玉 22桂成 41玉 31成桂

同龍 53桂 同金 31角成 ㋑52玉 41馬 同玉 

42飛 51玉 62香成迄17手詰。 
 
誤０ 無24 

⑥０⑤３④11③４②２①０ 平均3.15 
 
[担当：菊田裕司] 

☆小石氏は安南一筋の作家であるが、作品の

出来には非常にバラツキがあると思う。これ

は形から手順を模索する創作法の宿命かもし

れない。本作は収束があまりに平凡で、あま

り良い出来ではないように思う。 

岩本修－10手目同馬の変化も少し考えさせら

れる。 

☆31角成 51玉 71飛 61合 42金 同金 61飛

成迄。 

加賀孝志－収束が平凡。序は安南らしさがよ 

く出ているのだが…。３ 

ＫＯＧ－安南詰らしくなくて、解けたという

満足感がない。 

佐藤伸夫－手順前後不成立と、馬の無力化が

ポイント。41馬の味がいい。５ 

中山美保－最後の乱れは気になるが、流石に

上手い。 
 
作品集：重苦しい捌きになったが、多少の難

解さが救い。 
 
✽作品集は㋑51玉。41飛 52玉 61飛成がある。 

 

No.091 小石広志 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1992年12月号 
 
登場68回 

今月の問題Ｃ 
 
 

 

 
 
14飛 35玉 47角 46桂 15飛 同角 14角 24合 

47桂迄９手詰。 
 
[担当：菊田裕司] 

一本道。 

 

No.092 小石広志     余詰 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1992年12月号 
 
登場69回 

今月の問題Ｄ 
 
作品集 

第41番 

 
 
41飛 43玉 53飛 同歩 51角成 32玉 Ⓐ42馬 

22玉 31飛成 13玉 22龍 同金 24馬迄13手詰。 
 
[担当：菊田裕司] 

散漫な印象。 
 
作品集：５三飛捨てが妙手。以下追いつめて、

２二竜捨てがきめ手。 
 
✽余詰 Ⓐ42飛成 21玉 41馬まで。 
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    修正図 

 

安南詰 

11手 

 

刊行後検討 

修正図 

佐藤 達也 

 

 

 
 

41飛 43玉 53飛 同歩 51角成 32玉 42飛成 

23玉 12龍 同玉 24桂迄11手詰。 

 

No.093 小石広志     余詰 
 
安南詰 

23手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1992年12月号 
 
登場70回 

懸賞⑤ 
 
作品集 

第48番 

 
 
35角 24飛 22銀 12玉 34と 23桂 21銀生 13

玉 24角 22玉 33角成 同桂 35桂 21玉 22飛 

31玉 23桂成 42玉 33成桂 53玉 62飛成 同

玉 74桂迄23手詰。 
 
誤２ 無25 

⑥０⑤０④２③１②１①０ 平均3.25 
 
[担当：菊田裕司] 

☆本作はコーヘーちんの創作教室用に作られ

たものかもしれません。収束に苦労したあと

が伺えます。 

★余詰がありました。11手目35桂（33桂） 34

桂 25飛 33玉 22角成 42玉 23飛成以下。 

また11手目32飛以下。 

駒井信久－形のわりには地味といった感じ。

４ 
 
作品集：前半の応酬のみ。 

后半のまとめは如何にも不様。 
 

    修正図 

 

安南詰 

23手 

 

刊行後検討 

修正図 

佐藤 達也 

41金⇒銀 

 

 
 

 

No.094 小石広志 
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1993年3月号 
 
登場71回 

懸賞⑥ 
 
作品集 

第53番 

 
 
23銀生 24玉 36金 33玉 45桂 23玉 22角成 

14玉 23銀 24玉 34銀成 同玉 33桂成 同桂 

23馬迄15手詰。 
 
誤０ 無22 

⑥２⑤６④８③５②１①０ 平均4.13 
 
[担当：菊田裕司] 

駒井信久－邪魔になった桂を動かす45桂が好

手。４ 

村田秀作－45桂にはマイッタ。その上最後に

その桂が生きた。６ 

石山知人－変化の二歩禁のための配置ですか。

４ 

☆５手目いきなり34銀打とするのは王手にな

らないので、45桂と捨てにいきます。対して

43玉は53角成で二歩のため同歩と取れません

（55歩の意味）。この部分がやや面白いと感じ

ました。 

今泉桂子－あまり狙いの感じられない渋い手

順。２ 

雲虚空－初手両王手をかけたくなる。11との
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意味は？ 

☆６手目24玉の変化のため(25銀 23玉 22角 

成以下）。 
 
作品集 

狙いは４五桂。后半奇麗に仕上がった。 

 

No.095 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1993年10月号 
 
登場72回 

懸賞② 
 
作品集 

第25番 

 
 
23桂 22玉 31銀 同馬 33馬 同桂 24銀 21玉 

32銀 同馬 13銀成迄11手詰。 
 
誤０ 無10 

⑥１⑤５④４③９②３①０ 平均3.63 
 
[担当：菊田裕司] 

水野亜美－奇妙な味の初手。 

☆22銀が第一感ですが、同玉で詰まず、23桂

から入ります。同馬なら今度こそ22銀以下。 

岩本修－奇手33馬。収束もオツな32銀捨て。 

☆しかしいずれも軽い手のため、全体的に弱 

い感じはします。 

雲虚空－最終手非限定は味が悪い。２ 

やすへい－普通詰棋の面白くないところを持

ってきた感じ。２ 

中山美保－これという手がない。３ 

今泉桂子－実戦形だけに12桂が汚い。３ 
 
作品集 

３手目が好着。１二桂に抵抗を感じるが…。 

 

No.096 小石広志     余詰 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1993年10月号 
 
登場73回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
17角 15玉 35角 14玉 15歩 同玉 16飛 25玉 

17角 15玉 26角 25玉 15角迄13手詰。 
 
誤１ 無９ 

⑥０⑤５④４③２②０①０ 平均4.27 
 
[担当：菊田裕司] 

☆軽趣向的な手順で、まずまずの出来と思い

ましたが、余詰がありました。 

★11手目44角 25玉 15桂(43角成以下もある）

迄。 

☆余詰消しの45歩が全く役に立っていません

でした。 

 

No.097 小石広志 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1994年1月号 
 
登場74回 

今月の問題Ｂ 
 
作品集 

第39番 

 
 
14金 22玉 32と 同龍 13金 同香 12角成 14

玉 23馬 同桂 25銀迄11手詰。 
 
[担当：菊田裕司] 

玉を弱い駒の上に乗せるのが基本。 
 
作品集：取れる竜を逆用。銀一枚でしっかり

まとまった。 
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No.098 小石広志 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1994年8月号 
 
登場75回 

今月の問題Ｂ 
 
 

 

 
 
22飛成 同歩 24桂 13玉 25銀 12玉 36銀 13

玉 25桂 23玉 13桂成 同香 25銀迄13手詰。 
 
[担当：筒井浩実] 

初手が英断。 

 

No.099 小石広志 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1994年8月号 
 
登場76回 

今月の問題Ｃ 
 
 

 

 
 
14金 12玉 23金 同角 同と 14玉 24角打 23

玉 32と 33桂 同角成 13玉 23と 14玉 26桂 

同銀 24馬迄17手詰。 
 
[担当：筒井浩実] 

ごく普通の作品。 

 

No.100 小石広志 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1994年8月号 
 
登場77回 

懸賞③ 
 
✽関連図 

No.126 

 
 
22飛 33玉 34銀 44玉 33銀生 同桂 24飛成 

34金 33龍 同金 37桂 36桂 35角迄13手詰。 
 
誤０ 無15 

⑥４⑤７④９③６②０①０ 平均4.35 
 
[担当：筒井浩実] 

☆形も手順も綺麗で、ベテランの面目躍如と

いった感じです。 

菊田裕司－合駒限定と11手目55角以下の余詰

消しの52飛のおかげで、初手に味が出た。 

駒井信久－22飛や打って即捨てる33銀に安南

らしさがよく出ている。 

原岡望－初手が分かると展望が開ける。大妙

手はないがコツコツと積み上げる感じで、

好感もてる。 

 

No.101  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1999年9月号 
 
初登場 

懸賞④ 
 
作品集 

第58番 

 
 
22金 同玉 13金 同桂 33金 同玉 34角成迄

７手詰。 
 
誤１ 無８ 

⑥３⑤６④７③１②０①０ 平均3.85 
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[解説担当：石黒太平楽] 

☆多分３手目の13金がメインなのでしょう。

打ち捨てで同玉と取らせた直後に玉が元居た

地点に再び打ち捨てる、ということですが、

これは伝統ルールでは実現しない手順であり、

変身物らしさが出ていると言えましょうか。 

☆新人の出現は嬉しいことです。すっきりし

た初形といい手順といい、新人離れしたもの

があります。安南かしこは小石広志氏の独壇

場でしたが、新風を吹き込んでくれることを

期待します。 

佐藤宣多－３連続金捨ては気持ちがいいです

（私は浪費家？）。 

高橋耕之介－13金は王様の力を強めるだけに

ちょっとした盲点。 
 
作品集：金それぞれに思惑がある。 

 

No.102  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

1999年10月号 
 
登場２回 

懸賞③ 
 
作品集 

第59番 

 
 
23香成 同玉 32角 同玉 24桂 33玉 25金 43

玉 33桂成 同桂 34金迄11手詰。 
 
誤２ 無６ 

⑥５⑤５④７③２②０①０ 平均4.68 
 
[担当：筒井浩実] 

☆23香成で玉を呼んでからの32角が気持ちの

よい手。同金に対しては15桂というこれまた

気持ちのよい手が待っています。 

☆24桂と据えたあとは淡々と流れますが、最

後に桂にもうひと働きさせることによって解

後感が随分よくなっています。 

神品和男－32角が見えにくい。安南の面白さ

を存分に味わえる作。 

加賀孝志－駒が変化していく手順は味わいが

ある。 

大野孝－最後の３手がちょっとなやみました

が、わたしも何回か使った手筋でした。 

永遠旅人－33桂成では金は成る事はしないか

ら不成立だったらどうしよう。 
 
作品集：序の畳み掛けと、仕上げとがバラン

ス良く…。 

 

No.103  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年2月号 
 
登場３回 

懸賞④ 
 
作品集 

第61番 

 
 
23金 32玉 54飛 ㋑31玉 43桂生 41玉 51桂

成 ㋺同桂 52飛成 同玉 53銀生迄11手詰。 
 
㋑41玉は51桂成で２手短い。 

㋺31玉は52飛成迄。 

誤２ 無16 正24 
 
[担当：筒井浩実] 

☆飛が浮いているので初手23金は当然として、

次の54飛が金を元に戻しながらヒモを付ける

安南特有の手筋。一段目に落として、攻め方

が難しいようですが、玉と桂をうまく操って、

結局最後は玉を桂にして銀生で収束します。

特に手広いという訳ではないですが、詰め難

い味があると思います。 

山本強志－収束ちょっとした驚き。本作が解

けた時は何故か嬉しかった。 

加賀孝志－安南らしさがでてる。収束も味が

よい。 

永遠旅人－一石二鳥の54飛。 

大野孝－作者としては54飛がねらいなのでし

ょうか。最後はチョット流れてしまった。

ところでＳｕｂさんてダレ？ 

佐々木寛次郎－７手目51桂成の変化手順31玉

で、一瞬ヒヤリとする。 
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作品集 

５四飛寄りがまずまずだが、終わりは凡調。 

 

No.104  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年4月号 
 
登場４回 

懸賞① 
 
 

 

 
 
24桂 ㋑同歩 Ⓐ22飛 ㋺33玉 42飛成 ㋩同玉 

34桂 31玉 22角成迄９手詰。 
 
㋑31玉は43桂 21玉 22飛 11玉 12飛成迄。 

㋺43玉も可。 

㋩34玉は44角成 25玉 37桂迄。 

誤０ 無2 正17 
 
[担当：筒井浩実] 

☆以上が作意でしたが、Ⓐ42飛 同玉以下作意

同様で余詰。またⒶ33飛 21玉 34桂 32玉（11

玉は41飛成～22角）22角成 43玉 41飛成以下

でも詰むようです。 

☆作者以外の作意解は双方解をのぞけば１名

のみ。 

粗検陳謝。作意＋余詰指摘は神無太郎、駒井

信久の両氏。余詰２つ指摘は20歳浪人氏。 

☆最後に作意解答者の評を。 

佐藤善起－変化にも安南が豊富で良い。 

 

No.105  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年5月号 
 
登場５回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 

Ⓐ23と 43玉 33と ㋑同桂 34馬 54玉 45馬 

同桂 65銀迄９手詰。 
 
誤１ 無10 正18 
 
[担当：筒井浩実] 

佐々木寛次郎－肝心の９手詰の方がどうして

も分からない。となると、この解答の自信

もグラグラと…。「本当に早詰なの、ササキ

さん！」 

☆余詰がありました。 

Ⓐ23馬 43玉 44銀 42玉 31角成 同金 43銀

打迄。 

☆他にもあります。粗検陳謝。 

☆作意解者の短評を掲げる。 

上田安夫－一段目実戦「っぽい」。 

高橋耕之介－守備桂の二段活用で安南の特色

がよくでていると思う。 

千々岩倫太郎－桂の二枚ハネ。よくできてい

る。 

山本強志－月に一度のお楽しみ。Ｓｕｂさん

の安南詰は解後感すっきりしていて好きで

す。 

永遠旅人－52玉と逃げられ袋小路に陥る。 

☆㋑52玉は61銀迄。 

 

No.106  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年7月号 
 
登場６回 

懸賞③ 
 
[出題] 非限定

があります。 

 
 
Ⓐ22金 ㋑同金 23金 同歩 42金 33玉 43金 

32玉 Ⓑ45飛 ㋺31玉 42金迄11手詰。 
 
㋑同歩は23金 同玉 24金迄。 

誤０ 無10 正24 
 
[担当：筒井浩実] 

☆初手は３枚の焦点の捨駒ですが、安南詰に

おける桂頭への捨駒はまさしく手筋という気

がします。続いて、玉で取れないことを見越

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      角   角 一 
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して、２回目の焦点の捨駒の23金で壁を作り

ます。以下は収束ですが、やや間延びしてし

まいました。とはいえ、安南らしさはありま

す。 

天六辰年－33歩が玉の動きだという感覚がな

かったのでとまどう。 

石井秀幸－斜め後ろに下がれないことを見越

した３手目がうまい。 

佐々木寛次郎－本当は盤面の12歩の存在理由

が分からなければ、「真の正解」とは言えな

い？だろうが、今もって分からない。私の

は1/2正解か…。 

☆12歩はⒶ23金 同歩（同玉は22金以下）22

金 同玉 12金 同歩 24飛の防ぎ。 

☆選題文の中で触れた非限定はⒷと㋺の箇所

ですが、それに対する短評を掲げます。 

原岡望－飛引は盲点だが非限定が痛い。 

加賀孝志－収束の非限定はこの場合苦になら

ない。安南の味がよくでています。 

守護主天－かしこなので非限定はあまり気に

なりません。 

忍者うどん－このキズは消すべきでしょうが、

易しいのでボツでないのは正解、と思う。

もっとガンバッて欲しい作者です。 

 

No.107  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年9月号 
 
登場７回 

懸賞⑤ 
 
作品集 

第69番 

 
 
33角 同桂 24金 21玉 22桂成 同玉 23香 21

玉 13金 32玉 22香成 同桂 23金迄13手詰。 
 
誤２ 無14 正20 
 
[担当：筒井浩実] 

☆いきなり24金では23角でどうしようもなく

なるので、妙手一閃、33角と叩き込みます。

玉を桂にしたまま詰ましたい心理があってや

りにくいと思います。以下安南ならではの打

ち換えもありうまくまとまりました。 

佐々木寛次郎－安南のルールには不慣れだと

云いながら、第一感の33角にはニンマリし

た。しかし22桂成と22香成は不慣れからウ

ッカリし、最後の23金ではルールが分かっ

たのか、チョッピリ感動した。 

永遠旅人－角の無力化が最後まで要注意。 

大野孝－４手目まではこんなもの。ポイントの

５手目がわかればあとはスイスイ。 
 
作品集：仕上げが既成手筋で興醒め。 

桂成捨ても一目だけに…。 

 

No.108  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年10月号 
 
登場８回 

今月の問題Ⓓ 
 
作品集 

第62番 

 
 
15馬 同玉 24銀生 同玉 36桂 33玉 32龍 同

玉 42歩成迄９手詰。 
 
[担当：筒井浩実] 
 
作品集：一本道。63と姉妹局。 
 
✽第63番：No.109（次作） 

 

No.109  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年10月号 
 
登場９回 

今月の問題Ⓔ 
 
作品集 

第63番 

 
 
24銀成 同玉 16桂 33玉 55馬 44龍 32龍 同
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玉 42と 同龍 22馬迄11手詰。 
 
[担当：筒井浩実] 

☆姉妹作。両王手が見えているところなので、

Ⓓの15馬はやりにくい。結局最後は桂の上に

玉を乗せて詰ます。 
 
作品集：内容から云えば数段上。 

 

No.110  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

21手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年10月号 
 
登場10回 

懸賞② 
 
作品集 

第71番 

 
 
58金 49玉 48金 39玉 Ⓐ47金 ㋑28玉 38金

同玉 48馬 ㋺28玉 Ⓑ38金 17玉 27金打 18

玉 28金引 19玉 29金 同玉 39馬 18玉 28馬

迄21手詰。 
 
㋑29玉は39金以下早い。 

㋺27玉は37馬以下早い。 

Ⓐ37金は48金以下逃れ。 

Ⓑ37馬は39玉 48馬 28玉で千日手。 

誤１ 無５ 正16 
 
[担当：筒井浩実] 

☆このような簡単な形だと、どうしても作者

の関与する部分が限られてしまいます。そん

な中、特に大きな乱れもなくまとまったこと

は素晴らしいと思います。 

滝本幹夫－７手めの38金は少し考えたが、あ

とは楽しい作品。 

藤岡靖朝－簡素にみえて細かい変化がしたた

か。けっこう誤無解者が出るのでは。 

佐藤宣多－安南とは思えないような、流れる

手順。 

佐藤司－通常ルールなら金一枚で３手で詰む

のに、安南だとこうまで手がかかる。 

☆特に収束９手はほとんど普通かしこですが、

普通なら３手のところが21手も掛かるという

のも一つの主張たりうると思います。他のル

ールだとどうなるのか考えてみるのも楽しい

のではないでしょうか。 
 
作品集 

No.８とは一味も二味も違う。一般かしこなら

３手詰だが、安南となると金２枚余分に要っ

て21手詰。恐れ入ったか。 
 
✽第８番：No.086（1991/7） 

 

No.111  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2000年11月号 
 
登場11回 

懸賞② 
 
作品集 

第70番 

 
 
16銀 同桂 26馬 同桂上 33角 25玉 24角成 

36玉 46馬 25玉 34銀 15玉 24馬 同玉 25銀

迄15手詰。 
 
誤３ 無７ 正16 
 
[担当：筒井浩実] 

☆特に紛れがあるというわけではありません

が、26馬と捨てて玉を元の動きにするのは若

干の不利感を伴います。そして、一旦は本来

の動きに戻った玉を再度桂の上に呼んで銀で

詰まします。 

原岡望－難しそうだがやってみれば易しい。 

上田安夫－３桂あって詰まされ
・ ・

ぬことなし？ 

工藤聡明－上があいているようだがうまくつ

かまる。 

佐藤司－玉の側近が桂ばかりで持駒が角と銀、

解答し易い構図です。 

作者－後半の既成手筋が長すぎるのが…。 

☆初めて見る人も多いと思うので問題ないと 

思います。 
 
作品集 

后半は例の筋。馬捨てに得点が入るかな。 
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No.112  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年1月号 
 
登場12回 

懸賞③ 
 
作品集 

第20番 

 
 
Ⓐ21金 同玉 22金 同玉 33金 ㋑11玉 21金

同桂 22金 同玉 23銀迄11手詰。 
 
㋑31玉は42銀 同桂 32金打。 

Ⓐ22金は同桂以下逃れ。 

誤０ 無９ 正29 
 
[担当：筒井浩実] 

忍者うどん－再度の21金と22金の滑り込みは

いい感触でした。 

☆無仕掛図式ですが、安南ならば金銀だけの

持駒でも詰められます。そのためには桂の上

に玉を乗せるように攻めていくのが重要で、

桂の上に乗った時のために銀は残すことにな 

ります。 

☆初手でいきなり22金は同桂で手が続かなく

なるので21金ですが、以下33金を据えること

によって次の21金には同桂を強要し、無事桂 

の上に乗せることができます。 

高橋耕之介－金４枚でいかに桂の上に玉を乗

せるか。それも桂２枚を横に並べずに。 

千葉肇－22金で簡単と思ったら、同桂と取ら

れるのをうっかり。 

原田清実－とどめは銀。これさえ守れば。 

滝本幹夫－桂の上に玉を動かしたいので銀を

残しておく。 

原岡望－金を先に捨てるのがミソ。 

加賀孝志－小駒的キメの細かさがある。誰で

も考えてみたくなる佳作。 
 
作品集：好みの一局。これだけ一本道で、内

容のあるのは少ない。 

 

No.113  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年4月号 
 
登場13回 

懸賞② 
 
作品集 

第46番(原図) 

 
 
Ⓐ23桂 同銀 12飛 同玉 23角成 同玉 32角 

33玉 43角成 同玉 44銀迄11手詰。 
 
Ⓐ12角成 同玉 23角 同玉 43飛 33歩引以下

逃れ。 

原稿誤記（✽発表時、持駒角⇒銀） 
 
[担当：筒井浩実] 

☆引きずり出して詰ますのですが、23玉の時

に持駒が飛角桂でも飛銀桂でも詰まず、角銀

ならば詰むという不思議。この論理によって

１、３、５手目のコンビネーションが生まれ

ます。収束定型になってしまいましたが、無

難なまとめというべきか。 

松田圭市－12飛が同玉の一手とは！  

高橋耕之介－やっぱり桂に乗せて頭銀だった。

金は角に弱く、桂は銀に弱い。 

伊東史郎－銀→角がヒントになりました。 

原田清実－「どいつもこいつも役に立たねえ

なあ」という玉の嘆きが聞こえてきそう。 
 
  作品集 第46番 

 

安南詰 

11手 

 

2004/11(手書) 

2016/6 (刊行) 

 

✽45歩は不要 

 

 
 

 
作品集：出だしが新機軸だが、終りはどうも

どうもの桂頭銀。 
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No.114  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年8月号 
 
登場14回 

今月の問題Ａ 
 
作品集 

第76番 

 
 
43銀 同龍 63桂 同龍 43角迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆玉が飛の動きになっているのでコビンから

攻める。角筋を通して龍を無力化してトドメ

を刺す序破急の流れ。63桂が安南らしい手で、

この時桂は角の動きになっている。初手53角

成の紛れが面白く、以下同玉 76角 44玉（64

合は43飛以下容易）42飛 35玉 32飛成と続く

が詰まないようだ。熱心家は研究されたし。 
 
作品集：竜の往復だけ。 

 

No.115  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年8月号 
 
登場15回 

懸賞② 
 
作品集 

第73番 

 
 
38角 27と 29桂 26玉 25飛 ㋑同香 Ⓐ16金

同と 37桂迄９手詰。 
 
㋑同玉は16金迄。 

Ⓐ37桂は38と以下逃れ。 

誤１ 無13 正21 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手38角は限定打。対する27との移動合は

退路をあける意味です。５手目の飛捨てが玉

を香の動きにする手で、安南の常套手段です。

以下金捨てでと金の守備を外し、最後は初手

の角が存分に活きる詰上りとなりました。 

八尋久晴－玉を香の動きにする５手目が好手。 

忍者うどん－すばらしい完成品。こういうの

を一度で良いから作ってみたい。 

大橋雅道－詰上りに感動。手順も安南特有の

手順で面白い。 

加賀孝志－少ない駒で効率よく旨く作ってあ

る。 

佐々木光正－収束のタタキ込みが凄い。 

高橋耕之介－25飛がいかにも安南の一手。詰

上りもかっこうのいい形です。 

滝本幹夫－安南の味が随所にでている。 

藤岡靖朝－25飛で玉を香化する狙いを見抜け

るかどうか。初手も打ちにくい所。 
 
作品集：小さくまとまった。捌き主体。 

 

No.116  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年10月号 
 
登場16回 

懸賞① 
 
作品集 

第74番 

 
 
11飛 ㋑31玉 Ⓐ23角成 ㋺42玉 53金 同桂 

41飛成迄７手詰。 
 
㋑13玉は34角成 11馬 23金 14玉 24馬迄 

同手数駒余り。 

㋑12歩は21飛成 13玉 24金 同馬 同龍迄 

同手数駒余り。 

㋺11馬は41歩成以下。✽32金。21合は41歩成。 

原稿誤記（✽持駒金脱落､結果稿も） 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆原稿誤記でご迷惑をお掛けしました。過去

の解答者のうち住所の分かる方には葉書を発

送したのですが、それ以外の方には大変悩ま

れたことと思い、深くお詫び申し上げます。 

☆採点して驚いたのは、㋑13玉 23
・

角
・

成
・

 同玉 

14金 22玉 21飛成迄と㋑12歩 21飛成 13玉 
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22
・

龍
・

 同馬 24金迄の変化別詰を書かれた人が

半分位いたことです。前記のように同手数駒

余りで割り切れています。Ⓐ21角成 42玉 52

金迄の詰みと勘違いされたのでしょうか？ 

（同歩で逃れ）。 

佐々木寛次郎－11飛と42玉は第一感なのに、

最後まで感動の連続である。 

高橋耕之介－安南だけにこの詰上りは気づき

にくかった。 
 
作品集：５三金が狙いすました一撃。 

 

No.117  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

19手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年10月号 
 
登場17回 

懸賞④ 
 
作品集 

第64番 

 
 
53桂 ㋑同桂 52角成 31玉 53馬 ㋺42金 43

桂 41玉 52桂成 32玉 31桂成 33玉 32成桂 

同金 22銀生 同金 43成桂 34玉 26馬迄19手

詰。 
 
㋑31玉は22銀 同玉 23角成。 

㋺42飛は作意同様に進んで22銀が省略できて

２手早い。 

誤１ 無９ 正16 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆軽快な捌きの手順。普通ならば、52桂成、

32玉には42馬迄となってしまうのですが、43

桂があるために王手になりません。そこで桂

を消しにいきます。安南ならではの小味な手

がところどころに出てきますが、全体的に軽

快手順が見どころのように思います。 

某氏－９手目が成生非限定？ 手順は良い。 

☆生だと53金と根元を取られてダメ。 

天六辰年－22銀不成は同玉と取られそうな錯

覚。最終手は気持ちのいい手。 

大野孝－合駒を読まされました。11手目42馬

といけないのがしゃくですね。 

藤岡靖朝－まさかＦＬで合駒調べをするとは

思わなかった。52角成 31玉 43桂迄とした

人は？ 

☆さすがに一人もいませんでした。 
 
作品集：３六歩は不詰防ぎ。（６手目の４二飛

合を防ぐ）流れる様に進んで、成桂・銀捨

ての２手が圧巻。 

 

No.118  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年11月号 
 
登場18回 

今月の問題Ⓐ 
 
作品集 

第80番(原図) 

 
 
23銀 同金 13飛 同桂 25馬 同銀 15銀迄７

手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

作者－狭い構図で、初歩的な手筋ものです。 

☆まず目につく手は13飛（何で取っても玉が

桂か香の動きになる）ですが、いきなりやる

と同玉で後が続きません。そこで23銀と捨て

て金を取れるようにしてから13飛を決行しま

す。13飛に対しては同桂が正しい（その他の

応手は１手詰、確認されたし）のですが、馬

捨てから銀の単騎詰できれいにまとめました。 
 
  作品集 第80番 

 

安南詰 

7手 

 

2004/11(手書) 

2016/6 (刊行) 
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投稿掲載作 
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作品集 

最終２五馬の強烈パンチは、正にＯ.Ｋ牧場。 

 

No.119  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年11月号 
 
登場19回 

今月の問題Ⓑ 
 
No.060改 

 

 
 
14金 同銀 25金 同銀 23金 12玉 13金打 同

桂 14飛迄９手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

作者－（前略）何と云っても、此の詰上りは

憎い…と思いませんか。 

☆このまま飛を取られてしまうと絶望的なの

で、飛を守りながらの攻めが必要となり、着

手は限られてきます。金の連続捨駒で銀を移

動させてから23金とすれば12玉の一手。香の

動きになった玉の頭を三枚目の金捨てで埋め

て、取れる駒を取らずにじっと１マス寄って

ピンメイトにするのがとぼけた味です。 
 
【詰将棋パラダイス 2002(H14)年２月号】 

忍者うどん－正式な発表年月を調べていない

ので聞き流してもらって結構なのですが、

今月の問題Ⓑは初出ではありません。小石

広志名義で15年以上前？に発表済でしたね。

その時は余詰があって後日修正されました。

（中略）私の尊敬する安南の先達なので覚

えていたのでしょうかね。（たまたま） 

☆調べてみたところ、85年１月号に☖13玉 

14銀 11香 21桂☗24飛 持駒金３（86年５月

号で☖26歩を追加して修正）の図が発表され

ています。         ✽No.060 

 

No.120  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年11月号 
 
登場20回 

今月の問題Ⓒ 
 
作品集 

第79番 

 
 
44角 ㋑23玉 22角成 同金 32飛成 13玉 12

金 同角 23龍迄９手詰。 
 
㋑同玉は34飛 同角 55金迄。 
 
[担当：片岩裕貴] 

作者－構図の美しさと、仕上げが気に入って

います。 

☆１、３、５手目は、よくある筋とはいえ、

気分の良い捌きの手順。金の無力化と飛の成

り込みに成功しました。対する13玉に12金が

決め手で、やむを得ない同角（他は22龍で駒

余り）で玉方の23へのききがなくなり収束し

ます。 
 
作品集：此の終盤の仕上げは安南の得意技。 

 

No.121  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年11月号 
 
登場21回 

今月の問題Ⓓ 
 
作品集 

第84番 

 
 
24銀 ㋑同玉 34金 同歩 23飛成 ㋺同玉 22

飛成 同角 24銀 12玉 23銀成迄11手詰。 
 
㋑同銀は12飛成 同香 23金迄。 
 
[担当：片岩裕貴] 

作者－釣って戻す。普通詰将棋の感覚。 

（構図も…） 
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       歩  五 

        歩 六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀  
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☆初手から23飛成では玉が広すぎてどうにも

なりませんが、金銀を使って34を埋めると一

気に玉が狭くなります。上部への脱出も、㋺

35玉は26龍迄と止まっています。作意22同角

で34を埋めた効果が如実にあらわれます。 
 
作品集：一度引きずり出して、また引き戻す。 

 

No.122  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年11月号 
 
登場22回 

今月の問題Ⓔ 
 
 

 

 
 
11飛 23玉 12飛成 ㋑33玉 22龍 44玉 33銀

㋺同金 同龍 同桂 34金 同龍 55金迄13手詰。 
 
㋑同玉は22金 13玉 23銀迄。 
 
[担当：片岩裕貴] 

作者－型の良さだけ…。 

☆14から逃がしては苦しいので、背後から飛

を打って防ぐのは仕方がないのですが、12玉

型になった時の対策を押さえておかないと決

行しにくいかもしれません。龍を取れない玉

は44に逃げますが、俗に33銀と打ち込めば解

決です。㋺同桂も同手数（但し別詰あり）の

ようですが、仕方のないところでしょうか。 
 
【詰将棋パラダイス 2002(H14)年２月号】 

駒井信久－今月の問題Ⓔは、５手目より42銀 

44玉 53銀生までの早詰と思います。 

☆粗検陳謝。53歩→攻方54歩くらいで直らな 

いものでしょうか。 

 

No.123  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2001年11月号 
 
登場23回 

懸賞② 
 
作品集 

第81番 

 
 
34角成 32玉 22銀成 同桂 33銀 ㋑21玉 Ⓐ

12馬 同玉 23金 同玉 24銀生迄11手詰。 
 
㋑41玉は32金迄。 

Ⓐ22銀成は同玉 33金 13玉で逃れ。 

 以下23金や24金は同歩。 

 25桂は王手にならない（26歩の意味）。 

誤３ 無３ 正16 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆桂頭玉を目指して初手34角成は自然な一手。

是非ない32玉には持駒の力を生かすべく22銀

成の追撃。同玉では並べ詰みなので同桂です

が、調子に乗って23馬などとしては、どう見

ても左辺がガラ空きなので、じっと33銀と頭

から押さえます。これには21玉と逃げますが、

そこで12馬の焦点の捨駒が見事な決め手。同

桂には22金を用意し、同玉にも23金とトドメ

の好手が出て、予定通りの銀生で締めます。 

原岡望－桂先玉をしつこくねらう。 

高橋耕之介－桂頭玉用に銀を置いておきたい

のを我慢して33銀。 

藤岡靖朝－初手は絶対的としても、その後の

攻防にアヤがあって結構面白い。最後はお

約束通りの桂頭玉に銀という安南詰の収束

ですが。 

今川健一－ある時は桂、ある時は玉、その変

わり身に悩まされる。 

忍者うどん－この形で12馬が入るのに驚く。

あと１、２枚駒が少なければ…。 

☆不要駒については作者も気にしていますが、

重苦しさを感じさせる駒配置ではないので、 

成功の部類に入るのではないでしょうか。 
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作品集 

１二馬捨て発見が鍵。久し振りの大業。 

 

No.124  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2002年3月号 
 
登場24回 

懸賞② 
 
作品集 

第66番 

 
 
14香 ㋑13角打 24桂 ㋺21玉 32と 11玉 13

香生 同角 Ⓐ33角 ㋩22歩 23と 21玉 12桂

成 同歩 22と迄15手詰。 
 
㋑13歩は24桂 21玉 32と 11玉 13香生 同角 

23歩 24角 22歩成迄。 

㋑13桂は上記手順中23歩のところ23桂迄。 

㋺11玉は13香生 同角 34角 21玉 12角成 

 以下。 

㋩他合は同角成 同角に取った駒を23に打っ

て詰み。 

Ⓐ44角は22歩 同と 同角 23歩 21玉 12桂 

 同玉 22歩成（22角成は王手ではない） 

 13玉以下逃れ。 

誤３ 無６ 正14 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆簡素象形に心許ない持駒で攻駒不足に見え

る初形ですが、何はともあれ14香と打ってみ

ます。21玉には32桂迄なので合駒ですが、前

に利く駒や桂は前述のように早いので角合と

決まります。 

☆玉を下段に落として角を補充した後に33角

で再度の合駒調べですが、同角と取られた時

に打歩詰で逃れようという意図で歩に限定さ

れます。歩合には取らずに23とと引いて12桂

成がトドメの好手となります。 

☆このような何気ない形から限定合が出てく

るというのは、詰将棋の醍醐味の一つと言え

るのではないでしょうか（ゼッターランド風）。 
 
✽すみません。編者には不明でした。↑ 

市村道生－ごく普通のスタートだが、徐々に

安南の本領を発揮。好作。 

今川健一－最後の一手まで弛まない好作。特

別な局面で飛び出す打歩詰は面白い。 

藤岡靖朝－初形は好形、手順は合と逃げの絡

みがややこしい。 

佐藤善起－安南の面白さたっぷりの変化、紛

れがある。 
 
作品集：角打合がまずまず。仕上げも許容範

囲かな。 

 

No.125  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2002年9月号 
 
登場25回 

懸賞④ 
 
作品集 

第86番 

 
 
33桂生 ㋑32玉 21桂生 ㋺42玉 54桂生 43玉 

55角成 42玉 33馬迄９手詰。 
 
㋑同とは同角成以下。 

㋺同玉は23香成迄。 

誤４ 無24 正19 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆手順を見ていただければわかるとおり、桂

の３連続不成がテーマの作品です。意味付け

は、42に逃げられた時に54から王手をしたい

という単純なものですが、実際作るとなると

案外難しそうです。最後両王手で締めたのは

さすがですね。 

弘光弘－桂の動きが楽しい。 

永遠旅人－無意識に21桂成として立往生。 

天六辰年－不成の三連発はあい変わらず旨い。 

柿久桂古－21桂生は安南の面白さ。 

佐藤善起－三連不成で鮮やかな詰上り。 
 
作品集：一応不成３回。ぴょんぴょん角・桂

がとび廻る。 
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No.126  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2002年10月号 
 
登場26回 

懸賞④ 
 
作品集 

第82番 

 
 
22飛 33玉 Ⓐ24銀 ㋑44玉 33銀生 同桂 24

飛成 34金 33龍 同金 37桂 36銀 35角迄13

手詰。 
 
Ⓐ24角は22玉以下逃れ。 

（次に23銀が王手にならない） 

㋑34玉は23飛成 25玉 13銀成以下。 

誤５ 無18 正14 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手22飛が強烈。同玉でも同飛でも頭銀の

一発で詰んでしまいます。やむなく上に逃げ

るのですが、銀を打って歩の上に誘導します。

歩の上に誘導したあとは、桂を取ってからの

37桂が好手で、36歩を取らせることによって

35からの王手が有効になります。 

☆気分のいい初手に始まり、途中限定合を挿

入してうまく出来ています。歩になってから

が意外に長い。 

森美憲－攻め駒が歩越しにならないようにす

るための収束が絶妙。 

市村道生－初手から最終手まで緊迫感がある。

収束の手筋が面白い。 

佐々木寛次郎－初手の22飛は第一感だが、最

終手は36に歩が有るだけに。66角を考えて

随分と遠回りした。 

あーくん－初手はひとめ。あとはとりまきを

どう避けて攻めるか。 
 
作品集：No.16からの発展。終わり良ければ…

と思ったが、逆に厭味っぽい。 
 
✽第16番：No.005（1968/6） 

 関連図：No.100 

No.127  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2003年3月号 
 
登場27回 

懸賞② 
 
作品集 

第90番 

 
 
32金 同金 22龍 同金 32金迄５手詰。 
 
誤３ 無16 正35 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆34歩が玉の動きになっているので上からの

攻めは効きません。また、22龍と桂の上に玉

を乗せようとするのも安南の手筋ではあるの

ですが、14から逃げる筋が防げません。手に

窮したようですが、32金から22龍が妙手順。

これで、32へのききをなくすことに成功しま

した。以下は尻金の詰みです。 

ｋｚ－実戦型。金を呼び寄せる大胆な手順。 

林八江子－金を呼び込んで22龍。安南ならで

はの不可思議詰物。 

鈴木豪－ころころ変わる玉虫色の金。 

今川健一－駒の性能が次々に変化する。よう

やく安南にも慣れてきた。 
 
作品集：これはもう如何にも安南！ 

 

No.128  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2003年7月号 
 
登場28回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
24銀 ㋑14玉 Ⓐ13飛 ㋺同香 23銀生 ㋩同歩 

25馬迄７手詰。 
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㋑同歩は12飛 同香 24馬迄。 

㋑22玉は23飛以下駒余り。 

㋺同桂は15銀迄。 

㋩同金は同馬迄。 

誤７ 無21 正22 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆手順を見れば普通の手筋物なのですが、最

後の二歩禁を利用した詰上りが見えにくかっ

たようで、Ⓐ15銀 13玉 12飛 同香 14歩とい

う打歩詰の解答が何通かありました。 

☆安南では玉を弱い駒の上に乗っけるのが鉄

則で、作意と変化で桂と香の上に乗せるもの

がそれぞれ２通りずつあります。そして、そ

のうちの桂にして詰ます変化の、一方は23飛

という力攻めでもう一方は15銀と軽快に詰ま

す対比が面白いと感じました。 

佐藤宣多－いかに二歩禁に持ち込むかの駆け

引きが面白い。 

山口勇－簡単そうで難しかったです。 

ｋｚ－「かしこ」らしい緊張感。手強い歩２

枚を逆用する収束は快感。 

永遠旅人－二歩禁に追い込むなんて想像外。 

伊東史郎－玉方の二歩禁を利用したうまい詰

め方。 
 
✽余詰：Ⓐ15銀 13玉 14歩 22玉 25飛以下。 

 

No.129  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2003年10月号 
 
登場29回 

今月の問題Ⓒ 
 
作品集 

第89番 

 
 
29金 同玉 19飛 38玉 28角 27玉 37角 36角

成 29飛迄９手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆安南では弱い駒の上に玉を乗せるのが常道

ですが、この図では48玉から角になる手を見

せられています。しかし、48玉には39角で捕

まえる手があるので39角とできるような手を

選びます。最終手以下合駒は同角で無駄合と

いう判断です。 
 
作品集：角桂が結構な足かせ

・ ・

。最終合は不要。 

 

No.130  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2003年10月号 
 
登場30回 

懸賞① 
 
作品集 

第87番 

 
 
12銀 同玉 14飛 ㋑21玉 11飛打 ㋺32玉 34

飛 ㋩同桂 22角成迄９手詰。 
 
㋑13合は11飛 同玉 13飛成以下。 

㋺同桂は同飛成 32玉 22龍。 

㋩33金は21飛成。 

誤１ 無１ 正25 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手13飛では12合とされてうまくいかない

ので、12銀と打ち捨ててから飛を打ちます。

こうすると合駒には変化㋑のように、いわゆ

る「飛バサミ」の手筋で詰みます。このあと

は11飛打の力ずくの攻めから一転して34飛の

鮮やかな手と緩急自在の動きです。 

☆㋩は変同ですが、変同そのものよりも、ど

ちらの変化でも大駒が一枚詰上りに参加して

いないのがちょっと味悪です。スパッと終わ

らせたい気持ちもわかるので、なんとも言え

ないところですが。 

原岡望－サンドイッチに気づけば容易。 

桑田倫彦－何気なく打った14飛が限定でした。 

砂川順一－初めて安南に取りくみました。解

けてよかった。34飛が好手。 

佐藤善起－普通ルールのような出だしから、

安南特有の34飛。 

☆そうですね、この導入は決まっている手順

ではありますが、安南らしさがないですね。 

☆それでは、最後に今月の全部言わせての原
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田清実さん、よろしくお願いします。 

原田清実－14飛と打って34に回せることに気

づいてようやく解けました。 
 
作品集：もう一枚の飛が捌けず残念。 

 

No.131  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2003年10月号 
 
登場31回 

懸賞② 
 
作品集 

第65番 

 
 
31銀 同玉 41角成 同玉 53銀 31玉 41香成 

22玉 32桂成 34玉 46銀 45歩 44銀成迄13手

詰。 
 
誤０ 無４ 正23 
 
[担当：片岩裕貴] 

作者－たんたんと進む。狙いもあるようなな

いような。構図の方でどうかな…と思うん

ですが。 

☆きれいな実戦型です。左辺に逃がしてはい

けないので、31銀としてこちらに引き込みま

す。そのあとは、作者の言にもあるようにた

んたんと進みます。５手目に何気なく打った

銀でとどめを刺すのはちょっと意外かもしれ

ません。 

☆詰上りで成桂と成香が取り残されてしまっ

た感はありますが、形重視の正算創作ゆえに、

やむをえないのでしょうか。 

佐々木寛次郎－10手目の34玉からの攻防は、

その妙技に酔いました…流石ですネ。 

井上道宣－41香成がいい。 

今川健一－最後まで好手続出。後方から援助

が面白い。 

加賀孝志－すべての駒が生きた佳作。詰上り

も洒落ている。 

佐藤善起－一本道なので難しくはないが、収

束は面白い。 

原田清実－安南を解いたという気にさせてく

れます。 
 
作品集 

打ち直しの５三銀が最終のおつとめ
・ ・ ・

に一役。 

 

No.132  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2003年11月号 
 
登場32回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
26桂 同銀 Ⓐ24飛 15玉 25銀 24歩 14金 同

歩 24馬 同馬 16歩 同馬 24銀迄13手詰。 
 
誤０ 無22 正16 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆上が作意でしたが、Ⓐのところ25銀 同歩

（同馬は24馬 同馬 25金迄）24飛 15玉 14飛 

同玉 15金迄の余詰がありました。粗検深謝い

たします。 

余詰解14名、作意解２名（作者含む）。 

☆作意解者少数のため、短評は割愛いたしま 

す。 

 

No.133  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2004年3月号 
 
登場33回 

懸賞④ 
 
作品集 

第91番 

 
 
31飛 ㋑43玉 44銀 23玉 34飛成 同玉 33角

成 同桂 35銀迄９手詰。 
 
㋑23玉は15銀 12玉 24銀 13合 同香成以下。 

誤１ 無19 正24 
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[担当：片岩裕貴] 

☆飛の上に玉が乗っても、63歩が邪魔をして

行動範囲が狭いことに気づけば、31飛～44銀

の順はすらすらと進むのではないでしょうか。

玉を23に追いやったあとは、飛角を豪快に捨

てておなじみの桂頭玉に銀の詰上り。爽快感

あふれる作品といえるでしょう。 

須川卓二－思ったより手が狭くて助かりまし

た。 

伊東史郎－34飛成、33角成の２手で決まり。 

井上道宣－半ばあきらめヤケ気味の33角成で

オッ。 

市村道生－変化順も安南の味が楽しめる。好

作。 

今川健一－２手目23玉の変化が難しい。 

佐藤善起－たたみかける収束６手が美しい。 

岩本修－大駒の連続捨ては、どんなルールで

も気持ちいいですね。 

名越健将－解答３年目ではじめて解けた安南。

万歳！ 

☆万歳！ 
 
作品集 

まあ無理矢理桂頭玉に持っていったと云う事。 

 

No.134  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2004年8月号 
 
登場34回 

今月の問題 
 
 

 

 
 
22飛 同馬 13角 同桂 22銀成 同桂 13角 14

桂 22角成迄９手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初形で玉が香の動きになっているので14玉

と逃げ出されないように攻めなければなりま

せん。初手は14玉には24飛成を見た22飛。同

馬と取らせて馬を質にしておきます。以下は

安南らしい軽快な手順で、攻方一枚の詰上り

となります。作者は既成手筋と謙遜されてい

ますが、コンパクトなまとまりは好感が持て

ます。 

 

No.135  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2004年8月号 
 
登場35回 

懸賞② 
 
作品集 

第94番 

 
 
32飛 13玉 22飛成 24玉 13龍 同桂 16角迄

７手詰。 
 
誤０ 無７ 正30 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆玉を桂の上に乗せることができれば23角成

までなので、３手目22飛成までは妥当なとこ

ろでしょうか。対して24玉と逃げたときに13

龍とするのが妙手。玉は歩になっていて同玉

とは取れないので同桂の一手なのですが、こ

れで14歩が桂の動きになったので16角が決ま

るという寸法です。 

☆ここには軽めの問題を持ってきたかったの

で、初手の非限定には目をつぶって出題した

のですが、短編だけに気にされた方もいまし

た。43歩を置くなりすべきでしたか。 

中村増一－玉方の桂を終始一貫して利用する

のが見事です。 

原岡望－鮮やかの一語。 

柿久桂古－16角に味がある。 

脇舞光－13龍を玉で取れないのが痛い。 

保木本恵三－16角を見つけて感動、13龍でも

う一度感動。安南かしこに初めて解答でき

ました。 

☆なお、初手22飛は11玉なら23角成迄ですが、

13玉 14歩 24玉と打歩詰に逃げられて詰み

ません。 
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作品集 

同一の内容をもっと簡潔に。 

此れ以上何も足さない、何も引くものなし。 

 

No.136  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2004年9月号 
 
登場36回 

懸賞④ 
 
作品集 

第93番 

 
 
36角 ㋑23玉 Ⓐ22金 同玉 12金 34玉 18角

迄７手詰。 
 
㋑25合は13金 同桂 15香迄。 

Ⓐ14金は12玉 15香 13歩以下手は続くもの

の逃れ。 

誤５ 無15 正26 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆25からの逃げを許すことはできないので初

手36角はこの一手です。これによって35歩が

角の動きになったことも見逃せません。23玉

に22金が妙手。12に逃げられると困るので12

に行けなくする狙いです。同金には頭金まで

なので同玉ですが、12金で34に追い出しての

18角が35歩を元の動きに戻しつつ17香を角

にして35歩にヒモをつける鮮やかな決め手と

なります。17香が変化で働くのは巧い作り方

だと感心しました。 

佐藤宣多－捨駒は22金だけだが、インパクト

のある手。34玉が見えず、５手詰？と勘違

い。17香の配置も言うことなし。 

高橋耕之介－安南には珍しく離して打つ角。い

い作品です。 

上田安夫－角の活用を図る。 

駒井信久－歩詰の不思議な感触。 

今川健一－突き歩でもない。なんと云うのか

な？ 

☆名前はないと思います。 
 
作品集：詰上りが想定し難い。 

No.137  Ｓｕｂ      作意設定不可 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2004年10月号 
 
登場37回 

今月の問題 
 
作品集 

第97番 

 
 
42角成 同玉 52金 31玉 43桂 41玉 51桂成 

31玉 22金 ㋑同馬 52飛成迄11手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手の角成り捨ては22に玉が来たときの23

飛成が王手になるようにしたものです。42角

成から52金と据えてすぐに22金としてしまっ

ては、同馬で桂一枚では捕まえることができ

ないので、51成桂の形を作っておきます。決

め手の22金を玉で取るのは23飛成迄なので、

やむない同馬ですが52飛成で決まります。な

お、これはいわゆるすかし詰ですが、かしこ

詰系の場合は、すかし詰も詰みということに

なっています。 
 
作品集：割合旨く割り切れた。 
 
✽最長手順 

㋑42玉 52成桂 41玉 Ⓐ43飛成迄13手。 

Ⓐ23、63および５筋すべてでも可。 
 
    修正図 

 

安南詰 

11手 

 

刊行後検討 

修正図 

佐藤 達也 

 

✽怒られる１ 

 
 

42桂成 同玉 52金 31玉 43桂 41玉 51桂成 

31玉 22金 同飛 52飛成迄11手詰。 
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No.138  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2004年10月号 
 
登場38回 

懸賞② 
 
作品集 

第92番 

 
 
32飛成 13玉 22龍 14玉 23銀 24玉 34銀成

同玉 44銀 43銀 33龍 同桂 35銀迄13手詰。 
 
誤１ 無６ 正24 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆定跡どおり玉を桂の上に乗せようと22龍と

押し売りをするのですが、当然14玉とかわさ

れてしまいます。14にいられたままでは後続

がないので、23銀から34銀成と攻駒のある方

に誘い出します。34玉には44銀とするのが安

南らしい攻め方で、やむない43銀に33龍の捨

駒が決まって桂頭玉に銀の詰上りとなります。

44銀とせずに33龍としても玉を桂の上に乗せ

ることはできますが、後続がありません。こ

この一手の工夫が作品を引き締めています。

全体を通して見ると、起承転結のストーリー

がはっきり出ている作品で、好作だと思いま

す。 

岩本修－後半の銀を動きが印象的。 

佐藤善起－安南らしい美しい手順。 

井上道宣－名手44銀、しかし桂に乗った玉は

弱い。 

保木本恵三－33龍捨てが起死回生の一手。 

須川卓二－駒がよく働いている。さわやかな

感触。 
 
作品集 

同じ狙いだが、少なくとも此方が上かな。 
 
✽第91番：No.133（2004/3）との比較。 

 

No.139  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2004年11月号 
 
登場39回 

懸賞④ 
 
作品集 

第95番 

 
 
13銀 同玉 31角 22銀 12金 同角 22角成 同

玉 23銀迄９手詰。 
 
誤０ 無14 正30 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手22金では13玉 23金 同玉となって大

海に逃げ出されてしまうので、13銀からの手

順は妥当だといえるでしょう。31角に対する

合駒ですが、斜め後ろにきかない駒だと、安

南流の妙手12金に対して23角で取ることがで

きず、玉と香のどちらで取っても22角成迄の

詰みとなってしまいます。角が出払っている

ので銀合に決まりますが、それでも12金と打

って角で取らせて角を無力化します。そのあ

とで銀を取ればおなじみの桂化した玉に頭銀

の詰上りとなります。 

☆コンパクトな形から意表を衝く合駒でのフ

ェニックステーマで、途中にも鋭い手を挿入

していて、好作だと思います。 

保木本恵三－合の銀、23角を後見し、やがて

寝返り王様を討つ。 

いのてつ－安南らしさいっぱいのキレイな手

筋もの。 

桑田倫彦－銀合が奪えるとは虫がいい。 

弘光弘－形、手順共にキレイで良い。 
 
作品集：此れは亦あっさり。安南の入門用。 

 

 

✽作品集（手書き版）の製作が2004年11月。 

 No.140からは手書き版の製作以降に掲載

された作品となります。 
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No.140  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2005年1月号 
 
登場40回 

今月の問題 
 
作品集 

第96番 

 
 
13銀 同玉 24銀 同歩 22銀 同銀 23桂成 同

玉 35桂 12玉 23桂成迄11手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆玉が香の動きになっているので23桂成まで

で詰めたいところですが、すぐに実行するの

は32の歩で取られてしまいうまくいきません。

そこで、２筋に歩を残したまま23桂成を実現

すべく、23を吊り上げにいきます。 

☆24銀に同玉と取るのは、玉が歩の動きにな

ってしまうので、36銀と35の桂で王手して詰

みになります。また、12玉（22玉）と逃げる

のは、23の地点の数が勝っているので、23桂

成 同歩 同銀成（生）で詰みます。結局、24

同歩が最善なのですが、首尾よく歩を吊り上

げることに成功したところで、22銀がこれし

かないところとはいえ気分のよい継続手段で

す。同玉または12玉には23桂成とすれば、今

度は二歩のため、32の歩で同歩とは取れなく

なっていて詰みとなります。 

☆同銀には23桂成 同玉（銀は桂の動きになっ

ているので同銀と取れない）35桂とするのが

変身ものならではの攻めで、13に戻ることが

できず23桂成迄の詰みとなります。 

☆23の地点が一番目につくところですが、そ

れ以外の地点でもいろいろなところで二歩が

利用されているので、一本筋が通った感じの

作品になっていると思います。 
 
作品集：多少趣向気味。流れに委せて…。 

 

No.141  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2005年2月号 
 
登場41回 

懸賞⑤ 
 
 

 

 
 
24馬 ㋑12玉 25桂 14玉 Ⓐ13桂成 24玉 25

銀迄７手詰。 
 
㋑22玉は31銀 同金 23馬迄。 

Ⓐ13桂生または33桂成は24歩で逃れ。 

誤１ 無13 正39 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆持駒に銀があるので桂の上に玉を乗せてし

まえば、ということになります。その方針に

従って、初手は24馬と単刀直入に玉を誘い出

しにかかります。12玉はささやかな抵抗です

が、25桂として一旦馬を桂の動きにして、両

王手で馬に戻すのが決め手でこれには24玉と

するしかなく、当初の目的通り頭銀の詰上り

を得ることに成功します。 

市村道生－５手目は限定手、油断は禁物。 

☆５手目13桂生や33桂成では24歩！と取ら

れて詰みません。両王手ならば24歩と出来な

いので24玉を強要することが出来ます。 

柿久桂古－実践型。うまくまとめてある。 

佐藤善起－馬を桂にする巧い攻め。 

佐藤正－玉を24に導く。 

ｋｚ－初手と３手目とで手順前後して悩まし

かった。 
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No.142  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2005年3月号 
 
登場42回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 
24銀右成 12玉 13歩 同桂 Ⓐ23成銀 同桂 

13歩 同玉 14歩 12玉 22銀引成 14玉 24銀

成 ㋑同玉 25銀迄15手詰。 
 
誤０ 無17 正27 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆手が狭いので易しかったと思います。流れ

でなってしまったという印象は否めませんが、

21桂を23に動かしてその上に玉を誘うという

いわば定跡的な手順になっています。 

☆われながら情けない見落としがありました。

Ⓐ23歩 同桂 13成銀以下作意に戻って詰む。 

☆余詰解10名、双方解５名。 

粗検陳謝いたします。 

加賀孝志－㋑の尾岐れは痛い。 

☆そうでしょうか？ ㋑15玉も25銀という安

南らしい手で詰むのですが、むしろこの変同

が作品に面白みというか深みを加えていると

思います。 
 
【詰将棋パラダイス 2005(H17)年12月号】 

岩本修－少し古い話ですが、６月号の結果稿

④の余詰手順ですが、23歩に24桂としたら

どのように詰ますのでしょうか。 

☆確かに詰まないですね。作者にはご迷惑を

おかけして申し訳ありません。解答成績につ

いては担当の審査ミスなのでそのままとしま

す。 
 
✽関連図：142改（113ページ） 

 

No.143  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2005年4月号 
 
登場43回 

懸賞④ 
 
作品集（刊行版） 

番外 第101番 

 
 
Ⓐ34銀 ㋑32玉 43銀生 23玉 34馬 22玉 12

馬 同馬 34桂 同馬 32銀成迄11手詰。 
 
㋑12玉は22と 同馬 同馬 同玉 23銀生迄。 

㋑24玉は16桂 15玉 17馬迄。 

誤１ 無21 正20 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆Ⓐ33銀も指してみたい手ですが、同桂とさ

れて、次に同とでも同馬でも14歩が働く展開

になってしまい詰みません。そこで14歩に触

らぬように22玉まで追いますが、ここでの12

馬が鮮やかな決め手。確かに34馬がいなけれ

ば桂打迄の詰みですが、主力だった駒なので

妙手感が強いです。12同馬で34にきいてきま

すが、それでも34桂とすれば逃げ道がふさが

るので32銀成迄で攻方一枚の詰みとなります。

紛れでは守備の要だった馬と歩が、両方とも

最後は玉の逃げ道をふさぐ駒になってしまっ

たところに面白さを感じました。 

岩本修－収束が秀逸。 

大野孝－33桂、34玉の形の詰上りかなと思っ

たのですが、手なりの手順でした。 

今川健一－最後の一手まで、安南詰の面白さ

が一杯。 

久保茂－初手33銀にハマった。12馬が気持ち

いい手。 

佐藤宣多－12馬が強烈！ 
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No.144  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2005年5月号 
 
登場44回 

懸賞⑤ 
 
 

 

 
 
13飛 同桂 24桂 同歩 Ⓐ22と 同桂 14飛 同

桂 23角成迄９手詰。 
 
Ⓐ13とは同玉 31桂 32角以下逃れ。 

誤１ 無12 正31 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆玉＝香なのでこのまま手をこまねいて上部

に脱出されてはいけません。したがって、な

にはともあれ初手は13飛と脱出を防ぐよりあ

りません。同桂に24桂と捨てて角の後ろへの

利きを通します。以下はと飛と捨てての収束

となります。 

大野孝－全部同桂で作れたら面白かったです

ね。 

大橋雅道－22とが指し難かった。 

村田秀作－ダンスの桂。 

佐藤善起－適度な難解さで安南の好作である。 

滝本幹夫－香の上の玉は遠くに動けることを

頭に入れておかないといけない。 

 

No.145  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2005年9月号 
 
登場45回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
Ⓐ22金 13玉 21金 31角 25桂 12玉 22金 同

角 24銀迄９手詰。 

[担当：片岩裕貴] 

☆安南ルールなので８手目同金や最終手のあ

とに同歩とはできません。攻撃陣がバラバラ

で不安になりますが、玉が香なので捕まりま

す。最終手の成生非限定はかしこなので許容

範囲ですが、ちょっと味悪か。 
 
✽余詰 

Ⓐ22銀成 13玉 21成銀 31角 25桂 12玉 22

成銀 同角 24金迄。 

 

No.146  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2005年9月号 
 
登場46回 

懸賞⑥ 
 
作品集 

第99番 

 
 
55角 44金 同角 33桂 21金迄５手詰。 
 
誤１ 無８ 正28 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆作者には珍しい安南ばか詰。二枚の龍と角

の守りが強く、それをかいくぐる手順が必要

となります。55角 44合に同角と取ったときに、

43桂が角になって21の地点まできいてくるの

がミソで、33桂の移動合で21の地点を空けれ

ば21に駒を打って詰ますことができます。 

砂川順一－24桂の筋かと思ったが理論的に無

理。43桂をどう使うかというと44角。金合

が見えてくる。 

桑田倫彦－ばか詰にするために飛角図式に仕

上げたか。 

小五郎－桂を取って24桂までの詰みかだと予

想したのですが、15龍の利きが強力。横か

ら詰めるとは意外。 

佐藤善起－龍、角を避けて見事。 

須川卓二－もっと安南らしい筋を追ったので

苦戦。裏をかかれました。 

☆安南かしこが本来の守備範囲である作者。

ばか詰は作り慣れていないのかもしれません。
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それでも安南の経験は豊富なので、また後続

作を見せてほしいものです。 

 

No.147  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2005年10月号 
 
登場47回 

懸賞⑥ 
 
✽No.097と 

同一図 

 
 
14金 22玉 Ⓐ32と 同龍 13金 ㋑同香 12角

成 14玉 23馬 同桂 25銀迄11手詰。 
 
㋑同桂は32角成 同玉 42飛迄。 

Ⓐ13金は同桂 32角成 同龍 同と 23玉以下

逃れ（33飛は同歩！）。 

誤１ 無24 正23 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆すんなり23玉とされてはいけないので初手

は当然の一手。22玉に対しては32とで龍を角

で取れるようにしてからの13金が鮮烈な一撃

となります。同桂だと前記のように32と捨て

の効果で早く詰むので同香ですが、それには

上に追い出してからの23馬が最後の決め手で、

24歩を桂の動きにして25銀で仕留めます。 

☆32とで龍を移動させる意味付けがダブった

（角で取れるようにする、23からの利きを外

す）のがちょっと気になりますが、意味付け

のダブりを避けようとすると37くらいまで遠

ざけないといけなくなって構図が広がってし

まうので、出題図くらいが適当なのでしょう

ね。 

岩本修－13金捨てが全然見えなかった。収束

も秀逸。 

佐藤善起－安南ならではの詰上り。 

須川卓二－紛れは少ないが手順は一級品。 

ほの字－二歩禁にやっと気づく。32とと13金

の手順前後要注意。 

柿久桂古－最後の25銀、安南らしい気持の良

い手。 

No.148  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2006年4月号 
 
登場48回 

今月の問題 
 
作品集（刊行版） 

番外 第102番 

 
 
23角 31玉 22桂 同玉 32角成 34玉 23馬 43

玉 32馬迄９手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆43玉と飛を取られてしまいそうですが、43

玉となった局面は玉が歩の動きになるので、

むしろその形を目指すことになります。そこ

で、初手は23角と打ちます。43玉には32角成

なので31玉と逃げますが、22桂と桂の上に誘

い出します。安南ではこのように桂香歩など

の弱い駒の上に玉を乗せる狙いの手が頻繁に

出てきます。22同玉に12角成は14玉から逃げ

られてしまうので、32角成から23馬とすれば

当初の目的通り43玉を強要することができて

32馬迄の詰みとなります。手順を整理すると、

（✽手順略）迄９手となります。 
 
作品集（刊行版：大野孝） ✽手紙より 

詰上り同型⇒云われて気が付きました。 

 

No.149  Ｓｕｂ      余詰･変長 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2006年4月号 
 
登場49回 

懸賞⑤ 
 
作品集 第75番 

手書き版原図 

 
 
44馬 33桂 32角 12玉 Ⓐ24桂 同歩 34馬 ㋑

23銀 13と 同歩 21角成迄11手詰。 
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誤１ 無25 正30 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆このままだと34玉と馬を取られてしまうの

で、44馬はこの一手といえます。それに対し

て、33桂の移動合で玉をフリーにするのが妙

防です。32角で端に追い込んで24桂から手の

継続を図りますが、23銀で遁走を見せられた

ときの13とが妙手で脱出を阻止することがで

きます。 

☆ただし、ちょっと問題があって㋑23合で以

下22と 13玉 23と 同銀 同馬迄２手長駒余

り。さらにⒶ22と 13玉 25桂 同桂 12と 同

香 22馬迄余詰。粗検深謝いたします。 

余詰解12名、作意と余詰の双方解はなし。 

☆以下は作意解者の短評です。 

村田秀作－新しい発見。珍しい作品を見まし

た。 

山口勇－23銀でダメ（玉が香になってしまう）

かと思ったが、13とがあった。 

西村恒雄－23銀と動かすと12玉が香なので…

と考えていたら13とがありました。 

天六辰年－初手は馬を逃げる一手。34馬に23

銀が強防も、その上を行く13と。 
 
作品集 

玉方の応手が安南らしさを出している。 
 
✽作品集（手書き版）製作時点では未発表作

でした。 
 
  作品集 第75番 

 

安南詰 

11手 

 

作品集（刊行版） 

2016年６月 

 

修正図 

大野 孝 

 
 

 
✽２手変長は残ります。 

 

No.150  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2006年5月号 
 
登場50回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
23飛 同銀 12飛 同銀 23馬迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆安南では玉を桂香歩などの弱い駒の上に乗

せて詰めることを目指すのが一般的ですが、

本作で初手から12飛とするのは、同香ならば

23飛で詰むのですが、同玉とされると42飛に

は32歩の妙防があって詰みません。12飛を玉

で取られたときに14銀が23にいれば23馬で

詰むので、12飛の前に23飛 同銀と移動させて

おくのが好手です。こうしておけば、12飛を

玉と香のどちらで取られても23馬迄の駒余り

で詰みます。しかし、23に銀を呼んだことで、

12飛を同銀で取られる手が生じますが、これ

にも23馬とすれば、銀は香の動きに、玉は銀

の動きになっているのでぴったり詰んでいま

す。 

 

No.151  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2006年5月号 
 
登場51回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
35金 14玉 13金 同香 Ⓐ23銀 同歩 25金迄

７手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆出題図で34歩は角の動きになっているので、
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35金としてその上に誘おうととするのは自然

な一手です。同玉には46金迄、16玉には28金

迄の詰みなので14玉と逃げますが、更に13金

と力ずくで香の上に誘い込みます。同玉には

24銀以下で詰むので、同香として15歩の守備

力を活かそうとするのですが、23銀と捨てる

手がうまい手です。23同歩と取らせることで、

次の25金を同歩と取れなくさせています。す

なわち、25金を同歩と取った瞬間に二歩を生

じてしまうのです。25銀と強引に攻めたので

は二枚の歩の守りが強力ですが、23銀として

二歩禁を利用するのが、詰将棋らしい気持ち

のいい手順です。 
 
✽余詰 Ⓐ24金 同角(同歩 15銀) 23銀迄。 

 

No.152  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2006年5月号 
 
登場52回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 
32飛成 22歩引 13桂成 同玉 23龍 同玉 35

銀迄７手詰。 
 
誤７ 無11 正30 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆34角の両王手が見えているので邪魔な34飛

を32飛成と捨てます。これに対して同銀や22

に合駒を打つのは34角で決まります。応手に

窮したようですが、上への脱出を目指す22歩

の移動合があります。今度34角には18玉くら

いで逃れるので、13桂成と捨てるのが好手に

なります。13同玉に23龍が22歩が桂の動きに

なっている欠陥を突いた決め手で、同玉に35

銀までの詰みになります。 

☆誤解は、最後に34角としてしまったうっか

りさんで、これは22の歩で取られてしまいま

す。 

弘光弘－両王手を狙って飛を成り捨てるのだ

が歩の移動合で頑張る。このかけ引きがお

もしろい。 

佐藤宣多－珍しい「駒を移動させたあとに捨

てる」手筋をおりこんだ実戦型(？)の好作

だと思います。 

大野孝－詰上りではなんとか角は消したいで

すね。 

☆作者も投稿用紙で言及していましたが、角

が残るのはちょっと痛いですね。 

 

No.153  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2006年5月号 
 
登場53回 

懸賞⑤ 
 
作品集（刊行版） 

番外 第103番 

 
 
16銀 38玉 48金 39玉 49角 29玉 38角 18玉 

27銀 17玉 26角 28玉 37金 39玉 17角迄15

手詰。 
 
誤２ 無20 正26 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆簡素形で手を出してみたくなります。38へ

の逃げ道が見えているので、16角としたいの

ですが、16角では銀の動きになってしまうの

で詰みません。ここは持駒を温存して16銀か

ら入るのが正解。38玉と逃げられて困るよう

ですが、48金と打っていけば心細い攻めです

がなんとか捕まります。手数は15手ですが、

攻方の手は必然手に近いものが多いので、あ

っけなく詰んだように思えるかもしれません。 

岩本修－無防備だけど、49角や37金が安南ら

しい一手。 

小原義孝－37金がやりにくい。王手になるよ

うな感じがしないので。 

佐藤宣多－ちょっとさばけないなあと思った

ら曲詰ですか。 

土沢芳信－④の７手詰めよりもこちらの方が

易しい。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       銀 桂 香 一 

        玉 二 

        歩 三 

      飛 桂  四 

       角  五 

     銀 桂   六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

         四 

         五 

         六 

      角 玉 銀 七 

         八 

       桂  九 

 持駒 角金  

投稿掲載作 
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☆38金 18玉 63角 29玉 18角成迄という解

答が複数あって、最初は誤解の理由がわから

なかったのですが、この状態だと17銀は馬の

動きで37角は金の動きなので18玉とも38玉

とも取れないと思ったのでしょうか。しかし、

これは馬（金）を取ったときに銀（角）が元

の動きに戻るので、18玉（38玉）の指し手が

可能です。逆に、作意13手目の37金は角の動

きなので38には利きがないように見えるかも

しれませんが、角を取ると37金は元の金の動

きに戻るので38玉とはできません。 

☆あと、すかし詰について言及した評が散見

されましたが、かしこ詰系ではすかし詰もＯ

Ｋです。ばか詰系では手順中の合駒は全て有

効なので、詰上りにだけ無駄合の概念を持ち

出すのは、むしろ不自然です。ただ、すかし

ＯＫに触れなかったのは私の落ち度でした。 

 

No.154  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2006年9月号 
 
登場53回(重複) 

懸賞⑥ 
 
作品集（刊行版） 

番外 第104番 

 
 
22銀 同銀 43桂 32玉 44角成 23玉 34桂成 

㋑同銀 22馬 同玉 12と迄11手詰。 
 
㋑同歩は22馬 同玉 12と迄銀余り。 

㋑32玉は43馬 31玉 21と迄桂余り。 

誤５ 無25 正21 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆銀桂の打ち場所は色々ありますが、32銀が

移動したあとに32玉とされる手への対策が必

要です。その手段は22銀から43桂で、32玉に

対しては44角成で手が続きます。しかし、23

玉とされて後続がなさそうですが、そこで34

桂成が好手で、34の地点を塞ぐことで22馬が

決め手となります。 

☆誤解は㋑同歩に22馬 同玉 23銀迄としたも

のと、㋑13玉と逃げたものです。前者は桂 

の上に誘う形ができて喜んでしまったのでし

ょうか。後者は安南に慣れていないとうっか

りしてしまうのかもしれません。 

西村恒雄－７手目の応手に考え込みました。 

浜崎歩－うまい。うますぎる。配置の難を補

って余りある好手順。 

砂川順一－収束、22の銀で取らせて22馬は気

持ちよい。いつもより少し易しかった。 

岩本修－安南独特の44角成が見えず苦労する。

収束が秀逸。 
 
✽小石広志も登場53回が重複。（No.076） 

 

No.155  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2006年10月号 
 
登場54回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 
23金 同金 12金 同玉 22金 同金 24桂 13玉 

25銀 12玉 14銀 11玉 23銀成迄13手詰。 
 
誤１ 無15 正31 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆まず、簡素な棋形が目を引きます。12金～

22金と桂の上に誘導するのが筋ですが、すぐ

にやるのは24玉と上がられたときに捕まらな

い形なので、23金で金を動かしてからその筋

に持ち込みます。今度は23に金が動いたので

22金を同金と取りますが、これで金の守備力

がなくなったので24桂から銀の一回転で収束

します。最終手は成生非限定ですが、この程

度は大目に見ていただけないでしょうか。 

佐藤善起－玉の動きで強い金を桂の動きに。 

西村恒雄－25銀でロック！ 14銀で解除、23

銀で再ロック！ 面白い動きですね。 

ほの字－先発金、中継ぎ桂、抑え銀。 

砂川順一－申し分ない美しい手順。初形の美

しさといい秀作。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金 玉 桂 と 一 

      銀   二 

      角   三 

       歩 歩 四 

       歩  五 

         六 

       と  七 

         八 

         九 

 持駒 銀桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

         二 

        玉 三 

      銀  金 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金金桂  

投稿掲載作 
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小五郎－初手から３連金捨て、銀の繰り替え、

詰上り。なんて楽しい順なんでしょう！ 

大橋雅道－安南の楽しさを充分に発揮した作

品です。好作。 

 

No.156  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年2月号 
 
登場55回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
Ⓐ42銀生 ㋑41玉 53銀成 31玉 42桂生 22玉 

15桂生 14銀 23桂成迄９手詰。 
 
㋑22玉は31銀生迄。 

Ⓐ42銀成は22玉 32成銀 同銀 同角成 34玉

以下逃れ。（✽32成銀とはできない…） 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆銀桂の不成が狙いでしょうか。３手目は非

限定ですが、かしこなので一応許容範囲内と

思います。ただ、不成がテーマなのでちょっ

と味が悪いかもしれません。５手目は二段目

への桂生ですが、行き所のない駒には当たら

ないので、このような指し手も可能です。 
 
【詰将棋パラダイス 2007(H19)年５月号】 

秋元節三－例題Ⓑの変化㋑31銀生のあと14玉

とは上がることはできないのですか？ 

☆あわわ。これは失礼いたしました。正しく

は、31銀生迄ではなく、31銀生 14玉 25角成

迄ですね。お詫びして訂正いたします。 

 

No.157  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年2月号 
 
登場56回 

懸賞⑤ 
 
 

 

 
 
42金 同銀 31角成 同金 41飛成 同金 22金

迄７手詰。 
 
誤１ 無13 正40 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆守備が堅そうですが、安南ならではの弱点

があって、そこをうまく衝いていくと陥落せ

しめることができます。 

☆まずは42金と放り込みます。玉が銀の動き

になっているので、同玉とは取れません。同

金は31飛成迄なので、同銀ですが、31角成が

鋭い一手です。同銀と取りたいところですが、

あいにく金の動きになっていて取れません。

そこで同金ですが、ここでも玉が金の動きに

なっていることを利用しての41飛成が決め手

になります。同金の一手に22金が打てて詰み

となります。 

☆金を動かしておいて、その跡にカラ成とい

うのが気持ちいいですね。 

太田啓好－二歩禁をうまく使っている。 

須川卓二－これは傑作。すばらしい手順です。 

かい賊－42に上がらされてから、銀は完全に

役立たず。安南って怖ろしい。 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     銀  玉 桂  一 

         二 

     角  銀 歩 三 

    桂    歩 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

   飛   金 銀 桂  一 

      玉 角  二 

     歩 歩 歩  三 

        桂 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金  

投稿掲載作 
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No.158  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年3月号 
 
登場57回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
64銀生 同桂 44香 45桂 66角迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆詰上り３×３の石垣になる。手が限られて

いるので易しい。 
 

 

 

詰上り図 

参考掲載 

 

 

 

No.159  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年3月号 
 
登場58回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
24桂 13玉 25角 ㋑12玉 43角成 ㋺11玉 12

桂成 同玉 22銀成 ㋩同玉 14桂 同玉 24歩

成 同玉 25馬迄15手詰。 
 
㋑24玉は16桂（36桂）迄。 

㋺13玉は25馬 12玉 14馬 11玉 23馬迄。 

㋩13玉は24歩成 22玉 32馬 同桂 34桂迄。 

 （ほかの詰め方もあり。） 

誤０ 無25 正32 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆安南らしい手が随所に出てくる気持ちの良

い手順です。流れるような駒捌きをご堪能下

さい。 

☆㋩13玉の変化が割り切れていないのですが、

色々な詰め方があって作意が判別しやすいの

で、特に問題にはならないと思います。 

安原嗣治－安南を楽しめる傑作。24歩成の感

触は味わい深い。 

滝本幹夫－13手目の24歩成が安南らしい。 

今川健一－思わぬ処？に駒が成れる。最後は

安南詰の定位置ですね。 

弘光弘－桂を成り捨ててからの22銀成がいい

味。 

河原林隆彦－24桂は邪魔駒と化す。 

砂川順一－６手目13玉は早詰。43角生だと12

手目同桂で困る。その辺もきちんとしてい

てゆるみない作。 

 

No.160  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年4月号 
 
登場59回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 
Ⓐ29桂 ㋑18玉 19香 同玉 37桂 ㋺18玉 28

馬 同玉 38角迄９手詰。 
 
㋑16玉は35角 25合（15には37香の利きあり）

19香迄。 

㋺28合は同馬 同玉 38角迄。 

Ⓐ28馬は16玉 35角 15玉以下逃れ。 

誤７ 無33 正19 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手で打った桂がいきなり邪魔駒になりま

すが、19香 同玉 37桂と駒を置き換えるのが

好手筋です。普通かしこならば同種の駒でな

いと使えない手筋ですが、安南だと異種の駒

でもできるのが面白いです。 

小島幸喜－打ちにくい29桂もすぐに活躍。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

    桂     二 

  銀  桂     三 

   香 香     四 

   歩 玉 角    五 

    歩 歩    六 

    角     七 

         八 

         九 

 持駒 なし  

 7 6 5 4 3   

                三 

  桂 香 香   四 

  歩 玉 桂   五 

  角 歩 歩   六 

       七 

        

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       銀 桂  一 

     歩   玉 二 

       桂  三 

         四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角桂桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

      歩  香 四 

         五 

         六 

      香 桂 玉 七 

      馬   八 

         九 

 持駒 角桂  

投稿掲載作 
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村田桂花－２手目16玉の変化に苦労した。香

を桂に置き換えるのが妙な感じ。 

駒井信久－29桂は邪魔駒になるのではないと

思った。９手詰に苦しむ。 

 

No.161  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年5月号 
 
登場60回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
64馬 ㋑同金 76飛 56玉 68銀迄５手詰。 
 
㋑56玉は58飛 57合 74馬迄。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆54に逃がしてしまうと右辺が広いので、そ

っちへの逃げを防いで56に玉を誘いたいとい

うのが解図の方針となります。76馬とするの

は銀の動きなので54玉と逃げられますし、87

馬を76歩と合駒をされてうまくいきません。

主力に見える馬を64馬と捨てるのがポイント

で、同金と取らせれば54への逃げがなくなる

ので、76飛と外して打って収束します。初手

64飛は鋭い手ですが、56玉で57玉からの脱出

が防げません。 

 

No.162  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年5月号 
 
登場61回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
22飛成 同角 32角 ㋑同歩 24金 12玉 25桂

同銀 23金迄９手詰。 

㋑同玉は23金 同銀 43歩成迄。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆安南では、玉を詰めやすい駒の動きにする、

というのが定跡なので、あっさりと22飛成と

捨ててしまいます。同玉には32金～31角なの

で、同角と取りますが、これで玉が角の動き

になりました。すぐに24金だと41玉と逃げら

れてしまうので、32角 同歩と塞いでおきます。

それから24金とすれば12玉の一手となり、25

桂で銀の守りを逸らして23金迄の詰みとなり

ます。 

 

No.163  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年5月号 
 
登場62回 

今月の問題Ⓒ 
 
✽関連図 

No.070 

 
 
22飛 13玉 23飛成 同玉 35銀 12玉 22馬 同

馬 23桂成迄９手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆紛れが多い図です。初手23銀は、同馬 22

桂成 13玉 23成桂 同玉で、持駒に飛角がある

ものの、ちょっと届きません。そこで、初手

22飛ですが、13玉のときにどう開き王手をす

るかが問題です。32飛成は王手になりません

し、21飛成は22歩と合駒されて、同龍には同

馬 同馬 24玉で、同馬には24玉で、それぞれ

大海に逃げ出されてしまいます。25飛成がう

まそうですが、歩の動きになってしまうので

合駒でダメです。23飛成と捨ててしまうのが

正解で、35銀と押さえることができて、馬捨

ての収束につなげることができます。 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

  金       四 

   玉 歩     五 

 馬   桂     六 

  銀       七 

         八 

         九 

 持駒 飛  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       歩 桂 香 一 

     飛    二 

      角 玉  三 

     歩 銀  歩 四 

         五 

         六 

        桂 七 

         八 

         九 

 持駒 角金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       馬 桂 香 一 

      馬  玉 二 

        桂 三 

      桂  歩 四 

         五 

       歩  六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛銀  

投稿掲載作 
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No.164  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年5月号 
 
登場63回 

今月の問題Ⓓ 
 
No.013改 

 

 
 
17角 16玉 28角 27玉 16角 28玉 38角 39玉 

48歩 28玉 37桂迄11手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆他の初手ではすぐに逃げられてしまうので、

17角はこう打つよりないところですが、16玉

にどうするかがポイントです。53角成などと

開き王手するのは17歩と捨合されて詰みませ

ん。捨合されないようにするためには28角（両

王手！）とするのが絶対で、そこから先は素

直な手順で追っていけば詰みます。 

 

No.165  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年5月号 
 
登場64回 

今月の問題Ⓔ 
 
 

 

 
 
Ⓐ15飛 23玉 35桂 24玉 42角成 34玉 44角

成 同玉 43桂成 54玉 75飛 64合 53成桂 44

玉 43馬迄15手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆古作物の構図を安南に移植したもの。74歩

なしでまとまったらよかったのだが。 
 
✽余詰 Ⓐ25桂 14玉(12玉は32飛以下) 26角

成以下。第54番：No.036(1981/6)の姉妹作

でしたが残念。 

No.166  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

15手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年5月号 
 
登場65回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 
45角 33桂 12銀 22玉 23角成 31玉 42香成 

同玉 52金 43玉 Ⓐ53金 44玉 34馬 同玉 23

銀生迄15手詰。 
 
Ⓐ34馬は32玉 23馬 同桂以下逃れ。 

誤０ 無19 正34 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手45角が12に角の利きを作りながら44

香で王手をかけるおいしい一手です。合駒を

打ってしまっては12銀～23銀生迄で詰んでし

まうので、33桂と移動合をするのが最大の抵

抗ですが、以下は自然な攻めで44まで追いか

けていき、そこでの34馬捨てが決め手となり

ます。移動合で桂上玉を避けたはずなのに、

結局乗せられてしまうのが皮肉です。 

原岡望－最後に銀で締めるとは見事。 

ほの字－初手がいかにも安南。後半52金から

上に追うのが好手。46歩、27歩が露骨にピ

ッタリ。 

佐藤宣多－後半安南らしくない手順が続き冗

長になった感がありますが、移動合した桂

の頭にのせて詰める構想はすばらしいと思

います。 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

         四 

       香  五 

        歩 六 

      歩 玉  七 

         八 

     銀  桂 香 九 

 持駒 角  
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         二 
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 持駒 飛桂  
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No.167  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年7月号 
 
登場66回 

懸賞⑤ 
 
作品集（刊行版） 

番外 第105番 

 
 
54飛 43金 24金 ㋑32玉 Ⓐ23桂 ㋺42玉 32

桂成 同金 44飛迄９手詰。 
 
㋑42玉は34桂 同金 44飛迄。 

㋺31玉は33金迄。 

誤20 無24 正16 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆採点をしていてあまりに誤解が多いのでび

っくりしました。どの辺が誤解を招いたので

しょうか。 

☆初手54飛は４段目に利きを作る意味で当然

の一着で、対して金の移動合以外は34金まで

となります。そして、この局面が手広いので

す。 

☆まず、25桂と打つ手には32玉と逃げます。

そこで22金と捨てますが同玉と取れば24飛が

王手にならないので詰みません。22金に42玉

と逃げると32金～44飛で気持ちよく詰むので、

この手順を書いた人が多かったです。 

☆それならばと45桂とするのは23玉とされる 

とはっきり届きません。 

☆24金～23桂～32桂成という手順は安南な

らではの手順ですが、地味な駒繰りなので意

外だったかも知れません。最後は華麗な両王

手で決まるので解後感はいいと思います。 

市村道生－３手目以降に紛れ順が多く、結構

楽しめる。力作。 

ほの字－広そうな玉も初手で急に狭くなり、

さらに安南流攻撃続出で逮捕。変化の詰め

方も安南流。 

弘光弘－見事な両王手の詰上り。 

山口勇－３手目が手広く悩んだ。 

浜崎歩－すっきりした初形からスキのない手

順、そして絶妙の詰上り。安南の名作です。 

佐藤宣多－玉方の桂を相手にしないこと。移

動合を当たり前のように入れてくるところ

はさすがです。 
 
✽余詰 

Ⓐ43と 同玉 55金 32玉 23桂 31玉 33金。 
 
    修正図 

 

安南詰 

9手 

 

刊行後検討 

修正図 

佐藤 達也 

 

 

 
 

 

No.168  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年9月号 
 
登場67回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
56銀 同飛 65飛 同飛 56銀迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆玉が桂の動きになっているので67に逃がさ

ないように攻めます。手順が回文になってい

ますが、作者が意図したものかどうかはわか

りません。 
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No.169  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年9月号 
 
登場68回 

今月の問題Ⓒ 
 
 

 

 
 
24金 同歩 25金 ㋑同歩 Ⓐ15金 23玉 24金 

32玉 34金 31玉 32角成 同玉 33歩 31玉 32

金 21玉 Ⓑ22歩成迄17手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆持駒趣向です。導入が安南らしい手順で、

㋑同玉には36金が用意されています。あとは

上から押していって最後は両王手で詰み。19

歩は余詰順を二歩で逃れるための配置です。

ご研究下さい。 
 
✽余詰 

Ⓐ32金 23金 15金 13玉 23金 同玉 24金  

以下作意に戻る。 

Ⓑ23歩成でも可。作意を41玉にすべき。 

 

No.170  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2007年9月号 
 
登場69回 

懸賞⑤ 
 
 

 

 
 
Ⓐ67金 76玉 Ⓑ88飛 67玉 13角 ㋑56桂 57

角成 59玉 89飛迄９手詰。 
 
Ⓐ67角は68玉で逃れ。 

Ⓑ78飛は87玉 77角 78桂成以下逃れ。 

㋑他合は68角成迄。 

誤８ 無21 正31 
 

[担当：片岩裕貴] 

☆作者にはやや珍しい入玉形の作品です。ぽ

つんと離れた12とが気になります。 

☆12とを使うには13角と打つよりないので、

その形を目指していくのが解図の近道だと思

います。そして13角を実現させたときの56桂

合が妙防。ただの悪あがきのようでもありま

すが、しっかり割り切れています。 

竹中歩美－12との配置でなんとなくわかる！ 

ほの字－12との用途は13角打しかないでしょ

う。 

原田清実－12とはなんなのさと考えたら13角

が見えた。 

大野孝－合駒でもう一山ですね。 

小島幸喜－桂合で抵抗するも、玉はかわいそ

うな所へ。 

大橋雅道－13角にしびれた。 

佐藤宣多－56桂に感心しきり。 

弘光弘－56桂はうまい合駒。 

☆すかし詰に関する疑問の評がいくつかあり

ました。ばか詰系ではすかし詰不可ですが、

かしこ詰系ではすかし詰もＯＫです。 

 

No.171  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2008年2月号 
 
登場70回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 
22金 同角 Ⓐ44桂 31玉 42金 同金 43金迄

７手詰。 
 
Ⓐ42金は同金 44桂 43玉 45金 同歩！以下

逃れ。 

誤７ 無18 正32 
 
[担当：片岩裕貴] 

普通かしこに割と近い感じの作品で、初手44

桂のような手が筋ですが、すぐに44桂だと玉

が角の動きなので大ジャンプを決められてし

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

         二 

      角   三 

      歩  玉 四 

        歩 五 

         六 

         七 

         八 

        歩 九 

 持駒 金金金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

        と 二 

         三 

         四 

  金       五 

 金  桂      六 

  玉       七 

   飛 歩     八 

香         九 

 持駒 角金  
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      桂 角 桂  一 

      玉   二 

     金  歩  三 

       角  四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金金桂  

投稿掲載作 
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まいます。そこで、まずは22金と捨てて角を

移動させ（玉は角の動きなので22同玉とは取

れない）、玉と角の働きを弱めてから44桂を決

行します。 

☆収束は42金で金も無力化して43金迄の桂吊

し（金吊し？）となります。安南らしい指し

手は最終手くらいですが、表に現れない安南

らしさがあります。 

国兼秀旗－手頃なレベルで楽しめた。この問

題を解くときに、正解とは関係ないんだけ

ど、普通の詰将棋ではありえない奇妙な手

筋を発見して、それもちょっと嬉しかった。 

（後略） 

和田裕之－跡地に打ち込む決め手が安南で爽

快。４筋に駒柱。というか角桂だけの詰上

りだ。「玉が角だから金を動かすと逃げられ

る」と思いつつ２手目に同玉をずっと考え

てた。 

中村増一－桂の上に乗るのが金だったので、

新鮮な驚きでした。 

草野翔吾－３手目42金が詰まないことに気付

いて良かったです。金を桂として詰ますの

は安南ならではですね。 

☆誤解のほとんどはⒶ42金としたものでした。

一見詰みそうですが、23歩がひそかに45に利

いています。 

 

No.172  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2008年5月号 
 
登場71回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
25金 同歩 15飛 23玉 Ⓐ22角成 24玉 13飛

成 同桂 33馬 14玉 15馬迄11手詰。 
 
Ⓐ25飛は32玉 22飛成 43玉 42龍 54玉 55角

成 63玉以下逃れ。 

 22飛成で44角成は43玉 23飛成 44玉で逃

れ（以下34龍は王手にならない）。 

誤２ 無17 正33 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手25金は一目こう指したいところで、同

玉には36飛迄の詰みを用意しています。やむ

ない同歩には15飛と上から押さえて、22角成

が気持ちのいい手です。同玉は12飛成迄なの

で24玉と逃げますが、13飛成が爽快な決め手

で、同桂 33馬で桂の上に玉を乗せることに成

功します。 

☆こぢんまりとした手順の割には配置が広が

ってしまったのが残念なところで、初手は諦

めて３手目から始める手もあったかもしれま

せん。 

小林巧－初手25金が発見できたので、割とス

ムーズに解けた。 

中嶋智志－初手がポイント。 

佐藤善起－安南独特の手順がスラスラ続く。 

小島幸喜－還元玉の詰上り。安南らしい手順。 

砂川順一－きれいな手順だが、安南らしい手

の連続ではないので薄い印象を持ってしま

う。 

☆人によって感じ方が違うのですね。 

草野翔吾－還元玉できれいな詰上りです。手

順も飛がさばけて気持ちがいいです。 

浜崎歩－安南に普通作のような捨て駒が出て

くると何か妙に新鮮です。 

 

No.173  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2008年9月号 
 
登場72回 

懸賞① 
 
 

 

 
 
Ⓐ42角 ㋑32玉 Ⓑ31金 23玉 14角 ㋺同玉 

15角成迄７手詰。 
 
㋑同玉は43角成迄。 

㋑同金は43角成以下。 

㋺34玉は24角成迄。 
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 持駒 飛金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      桂    一 

       金  二 

     金 玉  桂 三 

         四 

     歩  角  五 

      桂   六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角金  

投稿掲載作 



64 
 

Ⓐ51角は32玉 43角成 同玉 44金 32玉 42角

成 21玉以下逃れ。 

Ⓑ43角成は同玉 44金 32玉以下逃れ。 

誤８ 無９ 正39 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手が強烈な一打で、この角は変化㋑のよ

うに玉でも金でも取れません。やむなく32玉

と逃げますが、以下は割と平易な詰め手順と

なります。23玉と逃げられたときに、25角が

いなければ24角成迄なので、14角は桂の上に

誘うというよりは邪魔駒消去のような感覚で

す。 

☆最後、14同玉に24角成迄という解答が結構

多くありました。単なるケアレスミスだとは

思いますが、誤解をとらせていただきました。 

福元千誠－初手離して打たずにくっつけて打

つところがばか詰っぽいですね。最後は角

が邪魔駒になるので、消しての見事な収束。 

須川卓二－桂と金の上に玉を誘う。 

佐藤司－とにかく取れない初手、続く金のベ

タ打ち、対照的な２手です。 

 

No.174  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2008年10月号 
 
登場73回 

懸賞④ 
 
作品集（刊行版） 

番外 第106番 

 
 
53銀 31玉 Ⓐ41桂成 ㋑同玉 52角成 31玉 

41馬 同桂 42銀成 同玉 43銀迄11手詰。 
 
㋑同桂は42銀成 同玉 44銀迄。 

（32銀～23銀生も詰み） 

誤１ 無９ 正29 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆42に銀を打っていきたいところですが、あ

いにく43に角がいるため、すぐに42銀とする

のは王手になりません。よって、初手は53銀

ですが、31玉に対して趣向手順のような形で

桂角を捨てていきます。43角がいなくなった

ことで41馬には同桂とするよりなく、そこで

42銀成が安南らしい妙手で、取っても逃げて

も頭銀迄の詰みとなります。 

☆52桂はできれば避けたい配置ではあります

が、歩だと51歩成 31玉 42銀以下で詰んでし

まうので、致し方ないところでしょうか。 

増田智彬－邪魔駒消去とは見事。綺麗な詰上

りも良いです。 

千葉肇－桂頭玉vs銀の基本型。まず桂を消去

し、角を消去して42銀を王手にする。 

安原嗣治－初形が結末を暗示している。詰上

りに趣がある傑作。 

小林巧－玉方の３つの桂が大きなヒントにな

りました。 

原田清実－安南らしい手順で面白い詰上り。 

秋元節三－かなり理詰めで解けて、解後感も

良い。 

市村道生－22玉の対応を睨んで、左翼からの

鋭い攻め。 

須川卓二－異空間の攻防の如く…ですね。 

今川健一－玉の輿なら良いのだが、桂頭では

ね。 
 
作品集（刊行版：大野孝） 

安南ファンの友人の推薦の作品です。 
 
✽余詰 

Ⓐ54角成 42歩 同銀成 同玉 53歩 同桂 43

銀 41玉 53馬まで。 
 
    修正図 

 

安南詰 

11手 

 

刊行後検討 

修正図 

大野 孝 

 

 

 
 

 
✽変化にも味が出ました。 
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No.175  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年1月号 
 
登場74回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
44角 31玉 32歩成 同玉 43桂生 同玉 32角

迄７手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆31玉に33角成を用意して、５手目は不成で

いく。作意手順に関係ない駒が多いのが難点

か。 

 

No.176  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年1月号 
 
登場75回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
56金 同金 45金 36玉 46金 54玉 64飛 同桂 

45金迄９手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆いかにも安南という手順。とにかく弱い駒

の上に乗せてしまえば、あとは少ない駒でも

詰められる。初手の56金捨てが詰上りで効い

てくるところがうまくできている。 

 

No.177  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年1月号 
 
登場76回 

今月の問題Ⓒ 
 
No.052改 

 

 
 
13金 同桂 22金 同桂 同角成 14玉 13金 24

玉 14金 同角 13馬 同香 36桂迄13手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆単に22角成だと13金を同桂と取られて26

に遁走されてしまう。作意の13金を同香なら

ば23馬で詰み。 

 

No.178  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

3手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年1月号 
 
登場77回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
47角 45玉 65角迄３手詰。 
 
誤１ 無５ 正56 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆３手なので、これがサービス問題のつもり

でしたが、苦労した人もいたようです。64と

を取られてはいけないので、初手は必然だと

思いますが、３手目の65角が見えにくかった

のでしょうか。この手は46歩を歩の動きに戻

しつつ、64とを角の動きに変えて46に利かす

味のいい手です。 

☆作者が意図したものかどうかわかりません

が、詰上り『Ⅱ』です。１月１日と読んだ人

もいたのは嬉しい誤算でした。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

     桂 玉   二 

    桂 歩  金  三 

        銀 四 

    桂     五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角角  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

   歩 香     三 

    角     四 

    桂 金 角 歩  五 

     玉    六 

   飛   と   七 

    歩 銀    八 

         九 

 持駒 金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       角 桂 香 一 

        玉 二 

       歩  三 

      歩   四 

        歩 五 

      角 歩  六 

       と 歩 七 

         八 

         九 

 持駒 金金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

   と  歩    四 

    玉 飛    五 

   歩  歩    六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角  

投稿掲載作 



66 
 

かい賊－左右が逆だとアルプスのＫⅡ（ちと

苦しい？）になりますね。 

八尋久晴－この最終手には感動。 

広瀬和夫－素晴らしい角の動き。安南は楽し

い。 

市村道生－粋な詰上り。珠玉の名作。さて、

これは「？歩詰」？ 

今川健一－突き歩じゃないし、打ち歩でもな

い。この詰上りは何と言うの？ 

小岩象三－置き歩詰って初めて拝見しました。 

☆「変歩詰」とか？ 

 

詰将棋の世界  齋藤夏雄 
日本評論社 2021(令和3)年 3月25日 

 
[出題図] 安南詰、３手詰。６四のと金を取ら

れてはいけません。 
 

初手でいきなり王手がかかっているように

見えますが、本作は安南詰。４五の飛車は、

今は歩の利きしか持っていません。さしあた

り６四のと金を取られては捕まりそうにあり

ませんから、これを防ぐ王手は何かと考えれ

ば、初手は見えてくるでしょう。 

☗４七角、☖４五玉、☗６五角まで３手詰。 

☗４七角と打つと、４六の歩が角の利きに

変わるので、王手がかかります。これで王は

６四には逃げられません。しかし４六の駒が

角の動きになったので、玉方は☖４五玉と飛

車を取って逃げることができます。しかし、

ここで玉は歩の動きに変わってしまいました。

４七の角を動かせば４六の歩が本来の動きに

戻って王手がかかりますが、適当に動かした

のでは王手している歩を取られてしまいます。

そこで☗６五角が決め手。６四のと金を角の

動きに変えることにより、歩の支え駒を作り

出しているわけです。これで詰みです。打歩

詰は禁じ手ですが、本作の歩は最初から盤面

に置かれています。「置歩詰」とでもいうべき

不思議な詰みでした。 

安南詰の世界、楽しんでいただけたでしょ

うか？ 

 

No.179  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年2月号 
 
登場78回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
18飛 同馬 37馬 同玉 38銀迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆桂の上に玉を乗せて頭銀迄、というのは安

南における基本の詰み筋。その前に玉を馬に

する手を入れたのが工夫。 

 

No.180  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年2月号 
 
登場79回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
49飛 28玉 39飛 19玉 37桂迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆実戦型からの両王手だが、やや紛れ不足か。

手の続く王手をしていけば詰んでしまうきら

いがありそう。 
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 持駒 銀  
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 持駒 飛  

投稿掲載作 
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No.181  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年2月号 
 
登場80回 

今月の問題Ⓒ 
 
 

 

 
 
24桂 43玉 35桂 42玉 32桂成迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆こちらも両王手だが、初手で打った桂を最

後に跳ねる味が良い。手順に安南らしさがな

いので、アピール度に欠けるか。 

 

No.182  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

3手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年4月号 
 
登場81回 

懸賞④ 
 
1968/10の夢 

40年後の実現 

 
 
46馬 53玉 64馬迄３手詰。 
 
誤６ 無７ 正42 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆なんだこれは？と思う向きもあるかと思い

ますが、三重王手の詰上りです。三重王手の

詰上りだけならば、驚くほどのこともないで

すが、本作では初手も三重王手にしたのが工

夫で、連続三重王手の作品となっています。

三重、三重と書いたせいか、初形が重く感じ

られますが、28歩と73桂はなくても成立して

いるようなので、その辺りが原因といえるの

ではないでしょうか。 

☆結果的に詰上りで63歩も王手を掛けていま

すが、この歩の必要な利きは45への利きで、

玉の遁走をぴったり防いでいます。 

ワンダー－詰上りが詰んでいると気付くまで

時間がかかりました。 

古川剛士－最初はこれで詰んでいることに気

付かなかった。 

斉藤優希－64馬、71玉…ばかり考えて苦労し

ました。 

市村道生－スケールの大きな作。桂の豹変が

面白い。 

小島幸喜－狙いの連続三重王手が決まる。 

弘光弘－初手も３手目も三重王手。 

中沢照夫－玉を桂に乗せてしまえば良い。全

着手が安南らしい手。 

浜崎歩－安南入門編、一撃必殺の三重王手。 

清水大昌－安南らしい派手な手順。28歩と73

桂の意味は？ 

原岡望－跳躍の応酬。 

須川卓二－52桂と63歩が詰上りを暗示してま

すね。 
 
✽28歩と73桂は不要駒。なくても成立します。 

 

No.183  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年4月号 
 
登場82回 

懸賞⑤ 
 
 

 

 
 
23桂 同香 12銀 同玉 11金 13玉 12金 同香 

26桂迄９手詰。 
 
誤２ 無10 正43 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆安南でどうやって穴熊に組むのかという疑

問はあるのですが、解図欲をそそる初形であ

るといえます。 

☆普通のルールだと、初手23桂には同銀しか

ないのですが、安南だと同香という手があり

ます。そして、８手進めた局面を見てみると、

初形から11玉が13に変わった形になっていま

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      銀  桂  一 

      玉   二 

    銀 桂  歩  三 

         四 

    飛    角 五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 桂桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

    桂     二 

  桂 歩      三 

      角   四 

     桂 玉   五 

         六 

      馬   七 

       歩  八 

      香   九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  
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       銀 香 二 

         三 

         四 

       歩 歩 五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀桂桂  

投稿掲載作 
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す。こういう局面の対比を、穴熊の初形で表

現できたというのは面白いと思います。 

弘光弘－穴熊が壁を通り抜けて出てきた。 

古川剛士－解図意欲を湧かせる初形。 

秋元節三－きれいな初形にまとめたもの。 

佐々木寛次郎－楽しい詰将棋とはねこんなの

を言う。 

佐藤宣多－これも「つるし詰め」というのか

な？ 

小岩象三－これで詰んでいるのか…詰んでい

るようです。 

安原嗣治－玉を香頭に乗せる面白い手順。金

の押し売りがポイントでした。 

竹中健一－一瞬王手に見えない26桂で詰んで

いるのが不思議。 

 

No.184  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年5月号 
 
登場83回 

懸賞② 
 
 

 

 
 
32銀 同桂 21と 12玉 22と 同桂 23銀迄７

手詰。 
 
誤２ 無７ 正40 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆３筋からの脱出が防げないようにも見えま

すが、初手32銀が好手です。33玉には23角成

で42の地点は31とがしっかり押さえています。

よって、32同桂が正しい応手ですが、21とと

すれば玉は桂か香にならざるをえません。12

玉にあわてて23銀とするのは同桂で詰まなく

なりますが、落ち着いて22と 同桂と無力化す

れば23銀までぴったりの詰みとなります。 

宇田川道－先に23銀だと、最後14玉ですね。 

中沢照夫－安南らしい手が続き、最後の最後

まで気が抜けない。 

波多野賢太郎－守備桂の動きが揃っていて面

白いです。 

ほの字－桂のバックはいかにも安南。 

竹中健一－銀の特徴をうまく活かした見事な

攻めですね！ 

原岡望－21とが見えず苦戦。 

小岩象三－最後の一手詰で考えさせられてし

まうのがフェアリーならでは。 

岡本研－５手目22とで詰みとずっと思ってい

たら同桂と取れるんですね。これで14歩の

意味がわかりました。 

 

No.185  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年7月号 
 
登場84回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
23金 同銀 12金 同銀 23金迄５手詰。 
 
誤１ 無５ 正50 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆守備の要の駒は32銀で、金の連続捨て駒で

銀を12に移動させれば23金で詰めることが出

来ます。詰上りで14歩が玉の動きなので23同

歩と取れそうに見えますが、これは23歩と取

ると二歩になってしまうので取れません。安

南の基本ですが、懐疑的な評が多かったので

確認の意味もこめて言及してみました。 

伊達悠－さりげなく回文詰？ 

今川健一－気が付けば二歩。なるほどねぇ。 

安原嗣治－銀の翻弄が面白い着想。回文詰の

名作です。 

広瀬和夫－安南らしい不思議な詰上り。 

原雅彦－易しいけど粋。 

増田智彬－最後歩で取れないのが悲しい。 
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No.186  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年7月号 
 
登場85回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 
12金 同角 23金 31玉 32金打迄５手詰。 
 
誤２ 無７ 正47 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆前問と姉妹作とのことですが、こちらは12

に角を呼ぶことで、玉を31に飛ばします。せ

っかく玉を飛ばすのに移動距離が短いので、

ちょっと物足りない気もしますが、こぢんま

りとした実戦型を優先したということなので

しょう。 

波多野賢太郎－飛車は無視、角をうまく利用

するのが面白いですね。 

浜崎歩－姉妹作としてなかなかの出来。 

中沢照夫－まさか頭金で詰むとは。 

佐藤宣多－③に比べるとちょっとやぼったい。 

原田清実－31玉と逃がす手があったか。 

小岩象三－玉を角にして下段に落とす、とい

う安南発想。 

 

No.187  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年8月号 
 
登場86回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
47金 同と 39金 59玉 48金迄５手詰。 
 

[担当：片岩裕貴] 

☆57玉と取られないように47金と捨てる。詰

上りはピンメイトだが、まだ逃げられそうな

不思議な感触。 

 

No.188  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年8月号 
 
登場87回 

懸賞① 
 
 

 

 
 
18飛 同玉 28銀 27玉 37桂迄５手詰。 
 
誤４ 無２ 正42 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆最終的には桂の上に乗せた玉を頭銀で詰ま

す形になるのですが、トドメの銀を桂の動き

で打ってから戻し王手で詰め上げるのは、あ

まり見ない収束ではないかと思います。46角

（✽55角）の配置が最後の桂跳ねを限定する

のに加えて、18飛 29玉 28飛 19玉 29銀とい

う筋を消しているのがいい感じです。 

大橋雅道－37桂の感触が良い。 

和田裕之－基本形の詰みだが先に打っている

のがしゃれている。 

弘光弘－最終手の限定は気が利いている。 

小林理－どうやって桂の頭に玉を持って行こ

うかと試行錯誤。 

古川剛士－４手目がちょっと盲点。 

佐藤司－桂頭の玉には銀、安南の極意を桂跳

で実現。 

中村増一－最終手で銀が復活するのが面白い。 

須川卓二－手が狭いので簡単だが洒落た詰上

り。 

秋元節三－変身ぶりが面白い。 

佐藤宣多－これは②より難しかった。短編な

がら、安南の味がよく出ている。 
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No.189  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年8月号 
 
登場88回 

懸賞② 
 
 

 

 
 
36金 28歩生 18金 29玉 19金 同香生 18角

迄７手詰。 
 
誤３ 無５ 正40 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆手順を見ていただければわかるように、香

歩の不成が見どころです。１段目の香不成と

いう希少性から、香不成の方に目がいきがち

ですが、歩の不成の方が味わい深い好手とい

う気がします。 

滝本幹夫－１段目の香は可であるが、なんと

なく違和感がある。 

清水大昌－６手目が合法か確認してしまいま

した。 

波多野賢太郎－香不成の手がなかなか見えま

せんでした。 

原雅彦－19香がありと分かっていれば簡単な

んですが。 

佐藤宣多－不成２発。やってみたい手。 

原岡望－28歩生に気づかず苦労。 

柿久桂古－金の動きが面白い。 

小島幸喜－逆モーションの36金と２回の生が

味わい深い。 

大橋雅道－36金から18金、安南ならではです

ね。 

ほの字－金の押し売りを19香生で拝領するの

が絶妙。 

大野孝－生２ツ、夏はやっぱりですね。 

☆この原稿が載る頃は、そろそろ温かい飲み

物が恋しい季節ですが…。 

 

No.190  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年9月号 
 
登場89回 

懸賞⑤ 
 
 

 

 
 
22歩 同角 14歩 同角 12銀成 同香 23歩成 

同角 24角 14玉 15金迄11手詰。 
 
誤０ 無22 正43 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手14歩は打歩詰なので、22歩で角を呼ん

で打開するのが安南らしいところです。14を

埋めれば、12銀成以降の攻めが決まります。 

秋元節三－玉方角の動きがめまぐるしい。 

大橋雅道－22歩から14歩の手順が見事。 

 

No.191  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年10月号 
 
登場90回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
12角成 同香 23銀 同金 11角 34玉 44角成

迄７手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手44角は33桂と玉の動きを戻されて失敗。

収束を見越してあらかじめ23の地点を埋めて

おくのがポイント。 
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No.192  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年10月号 
 
登場91回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
45銀 同金 34飛成 同玉 24馬 同玉 25銀迄

７手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆両王手が見えるが、いきなりやるのは45に

逃げられる。よって、初手45銀で同金と取ら

せてから決行する。45銀に同玉とするのは36

飛成迄。 

 

No.193  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年10月号 
 
登場92回 

懸賞③ 
 
 

 

 
 
16金 ㋑同銀 同歩 25玉 34金 36玉 47銀 37

玉 26角迄９手詰。 
 
㋑同玉は26金 17玉 27金迄。 

誤３ 無33 正22 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆どこから手をつけていいか難しいところで

すが、㋑の両王手の変化を見越して16金打か

ら入ります。銀を入手したあとの34金が35玉

に備えた巧妙な手段です。以下の収束はべた

べた打っていく意外なものですが、ぎりぎり

のところでぴったり捕まっています。手筋物

の多い作者にとっても異色の作品と言えるの

ではないでしょうか。 

和田裕之－まさかのいきなり交換。 

佐々木寛次郎－つい桂を跳ねたくなる。それ

にしても34金とは、正に驚愕の一手。 

広瀬和夫－意外な手筋の連続。難解でした。 

滝本幹夫－安南らしさが十分にある。 

西村恒雄－６手目がなかなか指せなかった。 

浜崎歩－安南の異色作。奇手という感じの34

金はちょっと盲点でした。 

大野孝－意外なところで詰め上がります。 

須川卓二－序の駒交換がちょっと盲点でした。 

 

No.194  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

17手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年10月号 
 
登場93回 

懸賞④ 
 
 

 

 
 
53角 同龍 43桂 42玉 54桂 43玉 55銀 42玉 

Ⓐ53桂成 51玉 41馬 同玉 Ⓑ42飛 31玉 43

成桂 22玉 33成桂迄17手詰。 
 
Ⓐ44銀は31玉 41馬 同玉 53銀成 32玉以下

逃れ。 

誤６ 無35 正17 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆42からの逃げ道が見えているので、もった

いないようでも53角と捨ててみると、龍が桂

の動きになり、意外と攻めやすくなります。

以下、銀で上をがっちり押さえてから龍を取

ります。51玉の逃げに41馬と飛び込むのが気

持ちのいい継続手段で、最後は桂の上に玉を

乗せて両王手で締めます。 

☆誤解はⒷ43飛として、以下32玉 42成桂 31

玉 33飛成とこちらも両王手で詰めたもので

すが、32玉のところで51玉とされると詰みま

せん。51玉とされると桂が玉の動きになるの

で、51に行かせないのが急所でした。 

今川健一－最後の両王手で14歩の意味がわか
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投稿掲載作 
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ります。安南詰の好手がいっぱい。 

原雅彦－15手目で詰んでいると思ってしまい

ました。 

小島幸喜－緩やかな流れの中にも41馬がピシ

リという感じでいいアクセントになってい

る。 

和田裕之－いきなり打ちつくして心配になる

が龍を取れる。こんな５手詰があるとは。 

波多野賢太郎－目まぐるしく駒の動きが変わ

って面白かったです。 

市村道生－14歩は天の恵み。両王手で止めを

刺す。 

 

No.195  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2009年11月号 
 
登場94回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
Ⓐ22飛 同歩 31飛 23玉 33飛成 同桂 14金

迄７手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆２手目同玉は24飛迄なので、同歩とするが、

これには31飛～33飛成が好手順で解決。やや

一本道か。 
 
✽余詰 

Ⓐ31飛 23玉 21飛成 以下変化あるも詰み。 

 

No.196  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年1月号 
 
登場95回 

懸賞問題⑦ 
 
 

 

 
 
32金 同玉 31金 同金 24桂迄５手詰。 
 
誤９ 無15 正52 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆本作のみ初形曲詰です。 

☆初手は32金しかないですが、同玉のときに、

24桂を取る駒がないことに気付くかどうかが

ポイントです。23歩は角の動きですし、33歩

は玉の動きですが、二歩になるため24には動

けません。 

☆誤解は４手目を31同銀としたもの。誤記と

すべきなのか判断が難しいところですが、誤

解としました。 

はやし－最終手では詰んだように見えない。 

小島幸喜－玉に変身も歩の顔では桂は取れな

い。 

弘光弘－41に空間ができるが、そこには動け

ない。安南らしさが出ている。 

大野孝－これしかない手順で詰め上がります。 

流－ほかに手のないところなのに、二歩禁を

忘れてしばし凍る。 

今川健一－事前工作。まずはお金をばらまこ

う。 

竹中健一－31金が絶妙！ 

☆実戦型という評が散見されましたが、安南

の実戦初形は24歩型なので、安南実戦派の評

価は微妙？ 

清水大昌－実戦で やってみたいな この手順。 
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No.197  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年2月号 
 
登場96回 

懸賞問題② 
 
作品集（刊行版） 

番外 第107番 

 
 
21飛成 13玉 12金 ㋑23玉 22金 同角 33金

同桂 35桂迄９手詰。 
 
㋑同香は22龍 同角 23金迄。 

㋑同金は同龍で、玉と香のどちらで取っても

23金迄。 

誤２ 無20 正46 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆焦点の捨駒の初手21飛成が痛烈な一手で、

香の動きになっている玉で取れないのはもち

ろんのこと、角で取っても金で取っても23金

の一発で詰んでしまうので、この飛成は取れ

ません。以下は、22金を奪っての収束となり

ますが、33金が決め手の好手となります。こ

こに桂を跳ねさせることによって、34歩を桂

の動きにして、最終手の35桂を成立させます。 

☆初手一発の感もありますが、随所に安南ら

しさを散りばめていて、好作と思います。 

はやし－21飛成が取れないのかー。 

滝本幹夫－初手の飛成を取れないなど安南ら

しい。 

大橋雅道－意外と狭い王様ですね。好作。 

小林巧－なんといっても21飛成！ こんな気

持ち良い手に出会うなんて…。こりゃ春か

ら縁起がいいとしか言いようがない。傑

作!?かな。 

須川卓二－12金が好手でした。桂の使い道が

なかなか見つからなかった。 

吉田直嗣－初手が強烈。最終９手目も慣れて

いないと詰んでいる気がしない。 

浜崎歩－33金が鋭い一手。41桂、54歩の配置

を見て、玉を42まで引きずり出すのかと思

いましたが（笑）。 

砂川順一－さすが。安南詰の楽しさを堪能し

ました。 

 

No.198  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年3月号 
 
登場97回 

懸賞問題② 
 
 

 

 
 
14香 22玉 12香成 同香 14桂 ㋑同玉 36角 

25香合 26桂迄９手詰。 
 
㋑同香は31角迄。 

誤１ 無16 正46 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手36角も筋のようですが、これには軽く

24歩と突かれると23玉から３筋方面に抜けら

れるのを防ぐことができません。36角を打つ

のは14に玉を呼んでからの方がより効果的な

ので、14玉の形を目指します。 

☆よって、初手は14香が正解で、22玉には邪

魔になった香を12香成と成り捨て、14桂と執

拗に14から攻めます。14桂には同玉と取るよ

りなく、36角が実現して26桂までの詰みとな

ります。なお、最後の合駒は非限定です。 

大野孝－14へひっぱり出せば解決です。 

流－36角の前の下ごしらえ。かしこルールの

味を感じますね。 

清水大昌－初手は36角だと思いました。ほぼ

しらみつぶしで、12香成が見えてやっとほ

っと。 

国兼秀旗－二歩禁が攻方に有利に作用するの

は物足りない。 

☆二歩禁を利用するのが巧みな作者というイ

メージがありますね。 
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No.199  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年5月号 
 
登場98回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
66金 同桂 65銀 64桂 45飛迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆３手目の65銀が安南の詰手筋の一つ。この

形は64か65に何かが利いていないければ詰み

の形なので、覚えておくと役に立つと思う。

本作では64桂と取るよりなく、65に銀を発生

させたことで45飛がぴったりの一手になる。 

 

No.200  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年5月号 
 
登場99回 

懸賞問題④ 
 
 

 

 
 
22金 42玉 33桂成 同玉 32金 24玉 33角成

迄７手詰。 
 
誤０ 無16 正48 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手22金は左辺に逃がしそうなので打ちに

くいところですが、ほかに目ぼしい王手がな

いので、こうするよりないところです。対し

て42玉で逃げられてしまいそうですが、冷静

に見てみると玉が銀の動きになっているので、

５筋には逃げられません。そこで33桂成と捨

てるのが初手でできたバッテリーを生かす指

し手です。二歩のため、同歩とは取れないの

で同玉しかないのですが、角の射程に入った

ので両王手が決まります。 

中沢照夫－24に逃がして捕まえる。24が一番

狭いのだ。 

秋元節三－上へ逃がしても安南だと逃げられ

ないんですね。 

宇田川道－33桂成に52玉とできないのが安南

詰らしい。 

小島幸喜－35とが24玉を暗示している。 

安原嗣治－桂を捌いて両王手が手筋。角頭へ

誘えば大成功。 

弘光弘－22金で角の利きをさえぎっておいて

両王手に持ち込む手順が面白い。 

原田清実－格言の逆をいくとは「じょうだん

でしょ」。 

 

No.201  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年7月号 
 
登場100回 

懸賞問題② 
 
作品集（刊行版） 

番外 第108番 

 
 
13金 ㋑同玉 24金 ㋺同歩 14金 ㋩12玉 13

金打 同桂 22馬 同桂 13角 14桂 22角成迄

13手詰。 
 
㋑同桂は22馬 同桂 13金 同玉 24金 同玉 

35金迄。 

㋺12玉は13金打 同桂 22馬 同桂 13金打迄。 

㋩同馬は12金以下。 

誤８ 無24 正35 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆上部への遁走が見えているので、初手13金

は当然なのですが、これに対して同桂と取る

㋑の変化も安南らしさがよく出ています。本

手順の同玉に対しては24金が妙手で、同歩と

取らせることで14まで馬の利きが通って上部

を押さえることができます。 

☆以下は14玉を許さないように攻めることに
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なりますが、最後の13角打に対する14桂が安

南ならではの気付きにくい応手で、うっかり

しやすいところです。ただし、金を取られて

も跡地に22角成とすれば玉の逃げ場所はなく

詰みとなります。 

小原義孝－玉の守りに桂が活躍するも、わず

かに及ばず。 

佐藤善起－後半の応酬が特に安南ならではで

面白い。 

ほの字－何度も確認して11手詰と断定したと

たんに12手目を発見。100回で名誉安南国王

就任でしょうか。 

佐々木寛次郎－妙手の13角で決まったと思っ

たが、14桂がありました。好作です。 

原田清実－13角で詰みかと思ってしまいまし

た。角を成って詰めあげるとは。 

中沢照夫－安南らしい騙しあい。 

小林理－ずどーんと玉を走らせない手順。 

 

No.202  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年9月号 
 
登場101回 

懸賞問題③ 
 
 

 

 
 
32飛 同角 22金 13玉 12金打 同香 23金 同

角 25桂迄９手詰。 
 
誤４ 無21 正36 
 
[担当：片岩裕貴] 

「いつもの」端正な実戦型です。この形なら

ひと目というべき32飛の焦点打が好手で、同

飛には23金迄なので、同角と取らせれば22金

と打つことができます。初手42飛の誤解が相

当数ありましたが、これには同飛と取ると22

金と打てて作意同様の手順が成立するのです

が、22に合駒されると手が続きません。32飛

に22合駒は23金迄なので、このあたりの微妙

な違いで限定打を成立させているのはうまい

です。収束は23金で角を呼び、24歩を角の動

きにするのが決め手で、14歩は玉の動きです

が二歩禁で同歩とは取れず詰みとなります。

徹頭徹尾作者の作風がしっかり出た作品だと

言えます。 

流－これも桂単騎。定石の二歩禁利用。 

中沢照夫－初手が焦点の飛車。詰上り鮮やか

な桂の単騎詰。 

佐藤宣多－焦点の捨て駒から入り、単騎詰ま

で。ほんとうまいですねえ。 

小島幸喜－初手の32飛と23金がいい感触。 

原雅彦－二歩禁に何度も助けられた。 

西村恒雄－６手目まで進め、何度も最初から

考え直すことに。23金はすごい手ですね。 

武田静山－最終手を除けば、利き筋の限定や

退路封鎖など、普通詰将棋と変わりがない。 

秋元節三－最後の３手が読めなかった。 

 

No.203  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年10月号 
 
登場102回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
15銀 同飛 24飛 同飛 15銀迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆桂に上に乗った玉に対して、頭銀と腹飛車

は常套手段。腹飛車を打てるように銀を捨て

ておく。回文詰。 
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No.204  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年10月号 
 
登場103回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
22角 同飛 44桂 43銀 23桂迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆２手目同玉は12歩成。同飛で飛を無力化し

てからの44桂が23への銀の利きを外す「間接

捨駒」。 

 

No.205  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

27手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年10月号 
 
登場104回 

懸賞問題③ 
 
 

 

 
 
Ⓐ22金 13玉 12金打 ㋑同馬 23角 22玉 12

角成 同香 11角 34玉 44角成 23玉 34銀 32

玉 43銀生 41玉 53桂 31玉 54馬 22玉 Ⓑ32

銀成 34玉 44桂成 ㋺23玉 22成銀 同玉 32

馬迄27手詰。 
 
㋑同香は23角 同馬 同金迄。 

㋺35玉は45馬 25玉 36馬迄駒余り。 

誤１ 無31 正33 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆無仕掛図式から丹念に手を紡いでいく作品

でしたが、早詰がありました。 

早詰－Ⓐ45角！ 34銀 22金 13玉 23金打  

以下。 

☆この筋は56馬→34で消せると思いますが、

次の順があっては根本的な構図の見直しが必

要かもしれません。 

余詰－Ⓑ44馬 33桂（合駒を打つのは32銀成

迄）同銀成 11玉 32成銀 22香打 23桂以下。 

☆早詰解多数のためお名前は割愛します。双

方解は市村、駒井、流、弘光、吉田、和田の

各氏。粗検陳謝。 

☆以下は作意解答者の評です。 

小島幸喜－手数を感じさせない軽快な手順が

好印象。その中でも43銀生が光ります。 

弘光弘－12金打から23角がうまい手づくり。 

市村道生－変化順を含めて、角使いの巧さに

感服する。 

 

No.206  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年11月号 
 
登場105回 

今月の問題Ⓒ 
 
 

 

 
 
23桂成 同歩引生 22飛 同角引生 24桂迄５

手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆遠く離れたところにいる角と歩が気になる

が、この２枚を不成で移動させるのが狙い。

２手目が成だと最後の24桂を13の歩で取る手

が生じる。その点、生だと24歩と取った形が

二歩になるため禁手となって取れない。 

☆３筋の角桂があまり働いてないのでなんと

かしたいところ。実戦型にこだわらずに、21

香型にして持駒金桂にするのは一法かと思う。 
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No.207  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2010年11月号 
 
登場106回 

今月の問題Ⓓ 
 
 

 

 
 
32銀 24玉 23銀成 同玉 32銀 12玉 21銀生

迄７手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆邪魔駒消去の一幕モノ。24桂さえ消してし

まえば、12玉と香の上に乗ることができて容

易に捕まる。しかし、いかんせん紛れに乏し

く、ほとんど絶対手に終始するのが弱点か。 

 

No.208  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年3月号 
 
登場107回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
27金 同角生 16金 同角生 27金迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆安南では玉を弱い駒の上に乗せるのが常道

なので、16金 同香 28金という筋も見えます

が、これは18角が玉の動きなので、28金を同

角と取られてしまいます。16金を同玉でもや

はり角の守備が強くてうまくいきません。 

☆正解は27金 同角生から入ります。28への角

の利きが消えたので改めて16金 同香…とす

るのが狙いではなく（その順は28金に19玉と

逃げられる）、さらに16金にも同角生とします。

ここでは、16金を同香や同玉では手順前後が

きくので、同角生しかない、というずるい解

き方もあります。玉が角の動きになってしま

うので、慣れない方には見えにくい手かもし

れませんが、実際に16同香（✽16同角生）の

局面を見てみると、玉が角になったといって

も、味方の駒が邪魔をしていて26と28にしか

動けず、また、18角が16に移動したことによ

って、角が香の動きになって無力化していま

す。そこで27金と打てば詰みです。 

☆なお、本作は回文詰になっていますが、回

文詰にするロジックが安南ならではで、目新

しい感じがします。 

 

No.209  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年3月号 
 
登場108回 

懸賞問題③ 
 
 

 

 
 
Ⓐ15香 同玉 25飛 ㋑14玉 Ⓑ24飛 ㋺15玉 

25角 ㋩24歩 16銀迄９手詰。 
 
㋑16玉は28銀迄。 

㋺13玉は14飛 22玉 11飛成迄駒余り。 

㋩24玉は26歩迄駒余り。 

Ⓑ26銀は15玉以下逃れ。 

誤16 無15 正21 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆凝り固まっている攻駒をほぐしていく手順

です。角香のバッテリーを一回は両王手で崩

すのですが、再度、角飛のバッテリーを構築

し、もう一回両王手するところがリズミカル

です。 

☆前記のように、変化㋺㋩は同手数駒余りで

割り切れているのですが、㋺では最終手31銀、

㋩では最終手25銀とした誤解者が多く驚いて

います。 

☆しかしながら余詰がありました。 

余詰－Ⓐより35香 25合 15銀 同玉 25飛で、

14玉は17香迄。16玉に対しては、２手目の合
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駒が角ならば28角迄、桂ならば28桂迄、それ

以外（歩合は二歩）ならば、取った駒を17に

打って詰み。初手35香が上下によく利いてい

ます。 

☆２手目25合で、同角と取れないので続かな

いと即断してしまいました。粗検深謝いたし

ます。双方解は市村氏、余詰解は７名でした。 

☆以下は作意解者の短評です。 

佐々木寛次郎－お荷物だった27歩が詰みには

参加しているとは嬉しいですね。 

浜崎歩－生の大駒によるゴツい攻め。24玉～

26歩の変化もおしゃれですね。 

和田裕之－最後は普通に詰んでいる。 

 

No.210  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年4月号 
 
登場109回 

懸賞問題② 
 
 

 

 
 
Ⓐ12金 同玉 22金 13玉 Ⓑ12金打 同香 24

金 同歩 23金迄９手詰。 
 
Ⓐ24金は同歩 12金 23玉以下逃れ。 

Ⓑ24金は22玉以下逃れ。 

誤９ 無９ 正41 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手12金は安南の基本手筋で、玉で取って

も香で取っても玉が香になります。同玉が精

一杯の抵抗ですが、22金～12金打で強引に12

香型を作り、そこでの24金が決め手です。単

に23金では14の歩で同歩と取られてしまいま

すが、歩を逃がしてからその地点に駒を動か

すことで、二歩禁のために同歩と取れなくな

っています。この辺りは作者の真骨頂で、ま

さに本領発揮というところでしょう。 

☆また、前記のように、24金とするタイミン

グは限定されていて、そのタイミングを間違

えた誤解者が多く出ました。 

小島幸喜－流れるような手順の感触がいい。 

原岡望－先に12金打がポイント。 

西村恒雄－持駒金１枚残して24金と思い込み

苦戦。 

小山大貴－金の単騎詰。狭いが４枚も必要。 

佐々木寛次郎－終わりの３手に大きな拍手を

贈りたい。 

小峰耕希－二歩禁利用のテクニック。 

須川卓二－こちらはいたってシンプル。二歩

禁を利用したうまい詰上りです。 

今川健一－二歩禁に気付けば簡単？ いいえ、

けっこう難しい。 

市村道生－安南玉の弱味を、徹底的に衝く。

名作です。 

 

No.211  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年4月号 
 
登場110回 

懸賞問題③ 
 
✽関連図 

No.003･071 

 
 
12飛 ㋑同玉 32飛 13玉 22銀 12玉 21銀生 

13玉 12銀成 同香 22飛成迄11手詰。 
 
㋑24玉は26飛 25合 35銀迄。 

誤１ 無13 正45 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆前問と盤面配置は同じですが持駒が異なっ

ています。 

☆初手はやはり12飛の捨駒から入ります。同

香は22銀迄なので同玉と取りますが、32飛が

24玉に35飛成を用意した限定打です。単純な

意味付けですが、これも安南らしい限定打と

言えるでしょうか。 

☆以下は銀を使って追うことになりますが、

うっかり22銀～33銀生では開き王手にならな

いので、21銀生～12銀成として、こちらも12

香の形にするのが急所となります。 

☆２作とも覚えやすい形から安南らしい手順
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が出てくるので、古典として残したい作品で

す。 

小島幸喜－32飛がぴったりの好位置。 

原岡望－11香を残すのが急所。32飛の限定も

流石。 

西村恒雄－②の学習効果で13玉12香の形を目

指す。 

小山大貴－②の姉妹作ですね。金４枚と飛飛

銀はどちらが難しいかな？ 

佐々木寛次郎－35飛成を見せながら、最後は

22飛成までの単騎詰とは。 

小峰耕希－銀繰りが肝心。 

須川卓二－７手目31や33に行ってしまいそう

でした。 

今川健一－香に変身。あれまあ困ったと玉が

言い。 

市村道生－自然で流麗な手順。詰後の余韻が

心地よい。 

秋元節三－合わせて一本ですね。 

 

No.212  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年9月号 
 
登場111回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
45金 同銀 44龍 同歩 65馬迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆44龍捨てに頭２手を加えたものか。連続焦

点捨てに見えるが、初手は焦点捨てではない。

形の広がりが気になるが、84龍とすると初手

75龍以下詰んでしまうので、この手順のまま

でのコンパクト化は難しいか。 

 

No.213  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年9月号 
 
登場112回 

今月の問題Ⓑ 
 
 

 

 
 
22飛 14玉 23飛成 同桂 24馬 同玉 25銀迄

７手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆２手目13玉は15銀 同飛成 同馬 22玉 32

桂成迄駒余り。２手目、本手順の14玉も、変

化の13玉も詰めにくい味がある。本手順の14

玉に対しては、飛と馬の連続捨駒で桂の上に

玉を乗せる定番の詰上りとなる。手順に比べ

て、配置がごちゃごちゃしている感は否めな

いので、もう少し効率的な配置にしたいとこ

ろ。 

 

No.214  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年9月号 
 
登場113回 

懸賞問題⑤ 
 
 

 

 
 
28桂 15玉 26金 同玉 18桂 同と 37金迄７

手詰。 
 
誤１ 無11 正44 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆手順だけを見れば、普通ルールかとみまが

う手順ですが、詰上りで安南ルールが生きて

います。しかし、やはり作意手順に安南らし

さがないのはあまりウケがよくなかったよう
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です。また、最終３手は安南かしこでも同じ

手順になるので、そういった点もマイナスポ

イントになってしまいました。 

秋元節三－攻方金と玉方と金の対比が美しい。 

西村恒雄－どうやっても詰みそうだが、と金

の力が強くて金だけでは詰まない。 

佐藤宣多－２手目に気がつかず時間がかかっ

た。 

市村道生－序の２手が渋い好手順。安南らし

い詰上り。 

須川卓二－ばか詰では珍しい26金の捨駒がナ

イス。 

変寝夢－如何にして玉をと金の上に乗っける

か。 

弘光弘－28桂を据えておくところがおもしろ

い。 

鈴木彊－28桂に一度15玉として26金とする

のが決め手。 

浜崎歩－安南らしさは少ないですが…、それ

でも普通詰棋の感覚を捨てないと解けない

（笑）。 

岩本修－普通かしこ詰みたい。 

 

No.215  Ｓｕｂ      余詰 
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年10月号 
 
登場114回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
35馬 16玉 28桂 同馬 17歩 同馬 Ⓐ25馬 同

玉 14銀生迄９手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆安南ルールの問題を考えるとき、一般的に

は利きの弱い駒の前に玉を移動させることを

考えます。例えば、味方の歩の前に玉がくる

と、形は玉であっても歩の動きになってしま

うからです。 

☆それを踏まえて本図を眺めてみると、24桂

が弱い駒なので、25玉の形を作るのが目標と

なります。ただし、すぐに25馬とするのは同

玉とは取ってくれずに、17玉と逃げられてし

まい、これは捕まりません。 

☆そこで、初手は17玉を防いで35馬とします。

これに対する応手は16玉の一手ですが、ここ

でも17玉の逃げがあるので25馬とはできませ

ん。とにかく17を埋めないと先に進めないの

で、28桂～17歩と持駒を使って37馬を17に動

かすのが決め手の25馬を放つ前の大事な手続

きです。17を埋めてから25馬とすれば、今度

は同玉と取るよりなく、玉を桂の動きに変え

ることに成功したので、14銀生で詰みとなり

ます。 

☆初形の26玉、２手後の16玉、詰上りの25玉

のどのタイミングにおいても17が空いている

と詰まないので、17を埋める意味付けが曖昧

になった感があるのがちょっと味悪です。 
 
✽余詰 

Ⓐ34銀生 同銀 同馬 25歩 同馬 同玉 34銀

まで。（34銀は３手目、５手目でも可） 

 

No.216  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年10月号 
 
登場115回 

懸賞問題③ 
 
 

 

 
 
22銀 24玉 13銀生 同桂 35金 同歩 34金 同

馬 15金迄９手詰。 
 
誤１ 無15 正46 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手22銀は、同玉ならば32歩成迄という狙

いで、まずは指してみたい手ですが、24玉と

されたときに、すぐに13銀生と捨てておくの

が好手です。同桂と取らせて14歩を桂の動き

にする目的なのですが、先に35金だと同馬と

取られて、25玉の逃げ道が生じてしまうので、
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手順前後はききません。以下は、25馬を無理

やりどかして15金を実現させるのですが、金

３枚の連打は贅沢さを感じます。 

小林理－なんとも美しい形と手順。 

佐々木寛次郎－あとから考えて、22銀～13銀

生がすごい手だと知った。 

佐藤善起－14歩が桂になるとは。 

鈴木彊－初手22銀から13銀と活用する順で１

枚節約できました。 

市村道生－25馬が攻防両者の邪魔駒。金に物

言わす。 

小島幸喜－リズムのある流れ。 

佐藤司－この詰上りは何の形なのでしょう

か？ 

☆立体対称形ですが、酔象の利きでしょう

か？ 

 

No.217  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

13手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2011年10月号 
 
登場116回 

懸賞問題⑤ 
 
作品集（刊行版） 

番外 第109番 

 
 
37桂 18玉 29角 27玉 38角 36玉 28桂 25玉 

47角 36金 同角 15玉 25金迄13手詰。 
 
誤２ 無28 正32 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆超簡素形で、手がつながるような手段が限

られているので、考えやすい問題であると言

えます。生角と生桂だけでは詰まないので、

成駒を作るか合駒を取るかのいずれかを目指

すのですが、角を成って戻ってくるのは僅か

に手数が長くなります。 

☆そこで合駒を取るのが正解になるのですが、

金合を取った時に28桂がぴったりの位置にい

るので、そのまま収束となります。 

☆難しいところはほとんどありませんが、こ

の形で作品になっているというのは素晴らし

い発見だと思います。 

長谷川琴－28桂と下がる手を見つけるのに苦

労しました。 

中沢照夫－28桂に気付くかどうか。桂は引く

手に好手あり。 

須川卓二－28桂がポイント。簡素で好感が持

てます。 

西村恒雄－28桂が玉と角の距離を作る手。桂

は最後も好位置。 

原岡望－角成がないと分かれば。 

小林巧－25馬、15玉の詰上りを想定していた

為、どうしても２手足らずで苦労しました。 

秋元節三－角を馬にする紛れが楽しい。 

占魚亭－金合が出来る形を作る。 

原雅彦－桂を後ろに動かすのが渋い。 

浜崎歩－シンプルな初形から楽しい手順。 
 
作品集（刊行版：大野孝） 

安南ばか詰もまた楽し。 

 

No.218  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

11手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2012年3月号 
 
登場117回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
43桂 同龍 23桂 同龍 22飛成 同龍 43桂 32

玉 44金 31玉 33金迄11手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆龍の翻弄。22飛成を実現するために桂を連

続して捨てるのが急所。収束は安南では頻出

の手筋。 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

         四 

         五 

         六 

         七 

      角   八 

       桂 玉 九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      金 玉 桂  一 

      龍  飛 二 

         三 

        銀 四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金桂桂桂  

投稿掲載作 



82 
 

No.219  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2012年3月号 
 
登場118回 

懸賞問題② 
 
作品集（刊行版） 

番外 第110番 

 
 
Ⓐ22飛 ㋑同銀 31金 43玉 52飛成 同金 32

角迄７手詰。 
 
㋑43玉は61角 52歩 同飛成 同金 同飛成迄。 

Ⓐ22金は43玉以下逃れ。 

誤４ 無27 正22 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手22飛か22金か迷うところですが、変化

㋑を見越して飛を打つのが正解です。玉は銀

を動きになっているので銀で取ることになり

ますが、31金 43玉の次の一手がなかなか見え

なかったのではないでしょうか。 

☆52飛成とタダのところに捨てるのが鮮やか

な決め手で、このときは玉が金の動きなって

いるため玉では取れません。安南では時折出

てくる手筋ですが、慣れていないとかなり見

つけにくい手ではないかと思います。 

☆最後は32角と打つと、なにげなく打った３

手目の金が角の動きになって玉の逃げ道をき

れいに塞ぐことができます。 

☆起承転結がはっきりしていて、７手詰の好

作と言えるでしょう。 

小島幸喜－52飛成が盲点になって悩まされま

した。 

武田静山－52飛成から32角が見えず、四苦八

苦。 

吉田直嗣－一見詰んでいるのがわかりにくい

最終手。 

竹中健一－ちょっと難しかった。32角迄の詰

上りは不思議ですね。 

☆最終手で31金は角の動きになっていますが、

もし32玉と角を取ると金の動きに戻るため、

32玉とすることはできません。 

平尾一土－飛先飛金が面白い。 

原雅彦－初手22金では詰まないし、相当な難

問。 

 

No.220  Ｓｕｂ  
 
安南ばか詰 

5手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2012年4月号 
 
登場119回 

今月の問題Ⓐ 
 
ｂ)22飛⇔24金 

 

 
 
ａ）23金 同玉 24飛 同玉 25金迄５手詰。 

ｂ）23金 同玉 14角 同飛 28飛迄５手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆飛と金の位置が変わると、両王手のしかた

が変わる。 

ｂ）の28飛は安南ならではの両王手と言える。

67の角が飛の動きになっている関係で紛れが

少なく、頭２手が絶対なのが弱点か。 

 

No.221  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

7手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2012年5月号 
 
登場120回 

今月の問題Ⓐ 
 
 

 

 
 
64金 45玉 54角 56玉 45角 同飛 65龍迄７

手詰。 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆初手56金は44金が桂の動きになっているた

め同金と取られてしまう。逆に54には利きが

ないので、54金も考えられるが45玉で続かな

い。よって64金～54角は自然な流れだが、56

玉の時に45角が決め手。同飛とさせれば飛が

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     飛  銀 桂 香 一 

     金 玉   二 

      歩 歩  三 

     金    四 

      歩   五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛角金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

       飛 玉 二 

      金  金 三 

      金 金  四 

         五 

         六 

   角      七 

   飛      八 

   角      九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

     桂    三 

     金    四 

  龍 角 玉    飛 五 

     歩    六 

    角     七 

     歩    八 

         九 

 持駒 金  

投稿掲載作 
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金の動きになって横利きがなくなるので65龍 

迄の詰みとなる。 

 

No.222  Ｓｕｂ  
 
安南詰 

9手 
 
詰将棋ﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 

2013年10月号 
 
登場121回 

懸賞問題④ 
 
作品集（刊行版） 

番外 第111番 

 
 
Ⓐ25角 24玉 26飛 34玉 36飛 24玉 16角 15

玉 24角迄９手詰。 
 
Ⓐ52角は43香 25飛 33玉 23歩成 42玉以下

逃れ。 

誤２ 無20 正26 
 
[担当：片岩裕貴] 

☆43玉を許しては絶望なので初手25角と打ち

ますが、このあとこの角が八面六臂の活躍を

見せます。２手目24玉の一手に26飛で角を飛

の動きに変えて王手、対する34玉に36飛が両

王手、以下もとにかく角の王手を続けていっ

て24角跳ねまでの詰みとなります。詰上りで

玉は歩の動き、23金は桂の動きになっている

ので、これで詰みです。 

和田裕之－初手は必然だし、あんまり紛れが

ないなあと思ったら、５連続（全着手）角

の王手だった！ 

市村道生－初手から止めまで全て角の王手。

凄い迫力。 

小林巧－角の独壇場。正しくカメレオンアー

ミー。 

佐々木寛次郎－２手目からは全て安南手。中

でも角の働きには誉め言葉を失う。 

鈴木彊－16角から24角が素晴らしい。 

山下誠－16角と引いてから跳ね出す収束は妙

手順。 

原雅彦－傑作、でも余詰の心配が…。８手目

で手が止まります。 

秋元節三－狭いところでゴチャゴチャと。 

竹中健一－最後の24角で詰んでるのが不思議

な感じ…。 
 
作品集（刊行版：大野孝） 

これが最終掲載、これが見納め、残念です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

✽投稿掲載作終了。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

       桂  二 

       金  三 

     銀 玉 歩 歩 四 

     歩    五 

         六 

        桂 七 

         八 

         九 

 持駒 飛角  

投稿掲載作 
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おもしろゲーム将棋 
 

著者：湯川博士  編集：週刊将棋 

発行：毎日コミュニケーションズ  

1991(平成3)年9月  

 

第6章 フェアリー詰将棋の世界 

フェアリーⅢ 安南詰 

 

   【問題５図】 

 

No.080 

1990/5 

 

 

作品集 

第24番 

 

 

 

 
 

◎安南詰の傑作 
 安南将棋は指し将棋の方で古くから指され

ていたが、詰将棋に出てきたのは近年のこと

だ。ルールが分かりやすいためか、かなり普

及しており、複合詰も数多い。 

[ルール] 

すぐ後の駒の性能が移る。ただし移動した

後、二歩の状態になるのはだめ。自玉が敵駒

の利き筋に入るような着手は禁止。 

さて問題５図。作者の小石氏は安南詰誕生

当時、好作をたくさん発表した。本作も傑作

のひとつである。実戦形なので食指が動く人

も少なくないだろう。「力で詰めてやる」とい

う人は答えを見ずに頑張ってみよう。 

しかし、「とても無理…」という人は次ペー

ジの解説で楽しんで下さい。 

純粋安南詰は今では珍しい部類となってお

り、ばか自殺安南詰などの複合ものが主流に

なってきている。 

 

【第8図は☗２二角成まで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【途中図は☗２四金まで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第9図は☗３五金まで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎玉無能化の手筋でオワ 

 玉は現在“香”なので、初手はとにかく☗１

三金。☖同桂の一手に☗２二角成（第8図）が

すごい。唯一の盤上攻め駒を成り捨てるのだ

から、ちょっと思いつきにくい。さて、ここ

で☖同玉か、とつい習慣的に思うが、玉は香

なので取れない。…すると、まさか詰んでい

る!?そんな簡単な問題じゃない。☖同桂があ

る（桂は玉）。そこで☗１三金で玉を誘い出し、

☗２四金（途中図）と歩頭に打つのが決め手。

歩は桂で取れぬので☖同玉（☖１二玉は☗１

三金打まで）。歩と化した玉をあざ笑うかのよ

うに☗３五金（第9図）とこめかみに打って仕

上げた。安南ルールをフルに表現した傑作だ。 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       角 桂
S 
香 一 

        玉 二 

      歩 歩  三 

         四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金金金  

 6 5 4 3 2 1  

       香 一 

     馬 玉 二 

    歩 歩 桂 三 

       四 

       五 

       六 

        
 持駒 金金金  

 6 5 4 3 2 1  

       香
ｍ 

一 

     桂  二 

    歩 歩 玉 三 

     金  四 

       五 

       六 

        
 持駒 金  

 6 5 4 3 2 1  

       香 一 

     桂  二 

    歩 歩  三 

     玉  四 

    金   五 

       六 

        
 持駒 なし  

おもしろゲーム将棋 

問題５図から 

☗１三金 

☖同 桂 

☗２二角成 

（第8図） 

☖同 桂 

☗１三金 

☖同 玉 

☗２四金 

（途中図） 

☖同 玉 

☗３五金 

（第9図） 

まで９手詰 
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四百人一局集 
 

全日本詰将棋連盟編 

2011(平成23)年7月 
 
☆創作歴60年になるベテラン。 

恐らく安南詰一筋の余生か。 

 

(詰パラ 昭和55年2月号） 

 

No.028 

1980/2 

 

作品集 

第40番 

 

作者自選 

Best２ 

 
 

34飛 23銀上 25桂 12玉 24飛 21玉 13桂生

11玉 21桂成 同玉 23飛成 同桂 32銀 12玉 

23と 11玉 24桂 22玉 12桂成迄19手詰。 

 

☆数少ない好作の一つ。巧くまとまった一局

と自負しています。 

難しい変化、紛れなどは余りありませんが、

使用駒数、捌き、手数などなど、まずまずの

作品では…。 

若い頃は普通の詰将棋も作っていましたが

「安南詰」に興味を持ち始め、そのスタート

は、近代将棋の読者欄への投稿からです。六

十余年の詰将棋歴のうち後半の三十年は「安

南詰」一筋です。 

詰パラのフェアリー欄への投稿が昭和54年

から始まりました。小石広志の名前で、平成

６年まで続きました。 

一時中断の後、柴田昭彦氏の援けを受け、

Ｓｕｂ名で何とかお付き合いさせて頂いてい

る現状です。 

平成11年に復活してＳｕｂの「安南詰」も、

遂に100局を超えました。小石広志作と併せる

と200局近くになります。今や「安南詰」に囲

まれて余生を送る日々…。 

 

①昭和６年８月25日。 

②大阪市西成区天下茶屋。 

③無職。 

④小西寛（本名）、長田富美夫、小石広志、 

Ｓｕｂ。 

⑤旧・王将昭和24年12月号。 

⑥普通の詰将棋約30局。安南詰約200局。 

⑦棋歴約50年、二段。 

⑧著作は無いものの、週刊将棋発行の某誌に

拙作が載せられた記憶があります。 

⑩特に意見はありませんが、創作には充分す

ぎる推敲が必要だと愚考しています。思う

ほどには実行の方がもう一つと言う現状で

すが、何とか老骨に鞭打ってお付き合い願

うしかないようです。 

⑪ナンバー・プレース。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✽凡例 

①生年月日      ⑦棋級 

②住所        ⑧著書・著作 

③職業        ⑨好きな詰将棋作家 

④ペンネーム、雅号  ⑩詰棋界に一言、他 

⑤初入選（初出題先） ⑪趣味 

⑥発表数・受賞歴 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       桂 と  一 

        銀 二 

      と  玉 三 

     角    四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛桂  

四百人一局集 
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作品集発表作品 

✽編者注 

・過去の発表作にはなく、作品集での発表作

品です。 

・冒頭注意書きの通り 

 本人による手書き版作品集作成は2004年

11月。そのまま逝去され、大野氏により

2016年６月に正式刊行。 

・作品集刊行版の投稿発表作以外を全て転載

します。なお、第72番は刊行発表図を正式

図としています。 

 

まえがき 

 作者との初対面は昭和27年5月初旬で筆者

が高校二年生で作者は大阪大学三回生。亡く

なられるまで途切れ途切れながら60年という

長きお付き合いでした。想い出話を書くと長

くなりますので、安南詰に関連することだけ

記すことにします。 

 昭和43年7月に会ってから音信不通でした

が、昭和50年頃、「近代将棋」の読者欄に安南

詰を発表したのには驚かされました。作者に

安南将棋を教えて貰って指したことがありま

すが、安南詰の話はしませんでした。 

 小石広志名での発表でしたが、直ぐに小西

寛氏と分かりました。「詰将棋パラダイス」へ

の登場は昭和54年10月号。小石広志名での発

表でコメントも書いています。「フェアリーの

主流はばか詰でしょうが、誰か出でよ、安南

に目覚めるもの！と応募します」 

 平成6年8月号まで発表して一時休眠。そし

て平成11年9月号からSｕｂ名で再登場、亡く

なる寸前まで作品を発表しました。 

 平成10年頃から毎月一回会うことにしてい

ましたが、平成16年12月初旬に会った時に気

に入った作品百局をノートに記したので贈呈

しますと言われました。二人共作品集として

出したいという希望がありましたが、諸々の

理由で断念しました。 

 今年の全国大会で、フェアリーの作家の一

人である大野孝氏にノートを見せた所、ぜひ

作品集として出したいと言われました。 

 作者が存命なら夢が叶うので無条件で承諾

されたと思います。 

 安南詰としては好作揃いで楽しめる内容と

なっています。安南詰の面白さを知って新し

い安南詰作家が誕生すれば故人も喜ばれるこ

とと思います。 

平成27年9月10日 

柴田昭彦 
 

はじめに 

安南に取り憑かれてもう逃げられなくなった。

其の摩訶不思議な魅力のとりこになって、ど

うにもならない。勿論参考資料などある筈も

なく、手探りの日々、只々ひたすら作図し、

自己満足に陥いってる日々。可成り深みには

まった積りだが、案外未だ浅瀬、足を濡らし

た程度かも知れない。 

既に七十を過ぎ、タイムリミットまでの毎日

毎日、作図能力の衰えは兎も角、意欲だけは

まだまだである。 

改めて、一作一作に、思い出は盡きない。一

人よがりも良い所だが、只何の計画性も無く、

竝べただけの作品集。ご笑覧下さい。 

平16年11月   小石 広志 
 

追記 1 

安南詰めに想起した人は誰？ 詰め将棋には

悪魔性がある。パズルではあるが、美がある。

芸術だと唱える人がいる。そこまでの内容が

ある。驚き、感激、解后感の素晴らしさ。何

の道でもそうでしょうが、其処にのめ
・ ・

り
・

こま
・ ・

ざるを得ない魔力がある。作る側は、暗中模

索の中で、脳の中で点と線とが交叉し、現実

離れした世界、そう、全く違う宇宙が存在す

る。そこでは空であり、無であり、没我の世

界である。やめられない。 
 

追記 2 

安南の醍醐味は、一に、駒の性能の踊る様な

変り身にあると思う。当然作図側はそれを意

識して、もの
・ ・

にし、解く側に、どうだと胸を

そらす。 ①少ない駒数で… ②如何にも安

南で ③配置上スッキリと… ④解后感が最

高… まだまだありそうだが。特に拙作の場

合、玉
・

と桂
・

が主役になったみたい。恐らく桂

がなければ、安南は、私の場合成立しないし、

作図、作局は出来なかったと思う。 

作品集発表作 
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No.223 小石広志 

 

安南詰 

9手 

 

作品集 

第27番 

 

 

 

 
 

13金 同桂 22金 同桂 同角成 14玉 13金 同

香 27桂まで９手詰。 
 
平凡なストーリーだが、29までの３部作。 
 
✽第28番：No.051（1983/11） 

 第29番：No.052（1983/11） 

 

No.224 小石広志 

 

安南詰 

13手 

 

作品集 

第42番 

 

 

 

 
 

23歩成 同玉 35角 22玉 23香生 31玉 53角

成 42香 22飛 32玉 31銀成 同玉 21飛成 

まで13手詰。 
 
結構玉方の応手が鍵。 

２手目２一玉には６五角がある。（その為の６

四歩）全体にちょっと生硬。 

 

No.225 小石広志 

 

安南詰 

23手 

 

作品集 

第52番 

 

 

 

 
 

22歩 31玉 23桂 21玉 11桂成 同玉 21歩成

同玉 23香 31玉 22香成 同桂 23桂 42玉 53

角成 33玉 45桂 23玉 33桂成 同歩 24歩 15

玉 26馬まで23手詰。 
 
中篇ものだが細かいやり取りから仕上げ迄、

結構作図に苦心。 

 

No.226 小石広志 

 

安南詰 

9手 

 

作品集 

第56番 

 

 

 

 
 

13角成 同桂 23桂 21玉 24香 12玉 22桂成

同桂 23香成まで９手詰。 
 
土居詰将棋を思い出す。 

あっさりと仕上った感じ。 
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 持駒 金金金  
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         二 

      と   三 

       角 歩 四 
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 持駒 桂香  

作品集発表作 
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No.227 小石広志     余詰 

 

安南詰 

17手 

 

作品集 

第57番 

 

 

 

 
 

37金 26玉 36金 27玉 37桂 26玉 Ⓐ57桂 27

玉 37金 26玉 44角 25玉 Ⓑ35金 26玉 36金 

27玉 37金まで17手詰。 
 
ひつこく飛の效きで金の上下のリフレイン。 

（残念乍ら余早詰あり） 
 
✽余詰 

Ⓐ47桂 27玉 37金 26玉 39飛 25玉 29飛。 

Ⓑ36金 24玉 35金 23玉 24金 同玉 33飛成

以下 
 
    修正図 

 

安南詰 

17手 

 

刊行後検討 

修正図 

大野 孝 

 

 

 
 

 

No.228 小石広志 

 

安南詰 

9手 

 

作品集 

第60番 

 

 

 

 
 

12銀 22玉 33角 14玉 15銀 13玉 22角成 同

玉 11銀生まで９手詰。 
 
苦心した割りには平凡な作に終った。 

 

No.229 小石広志     余詰 

 

安南詰 

19手 

 

作品集 

第67番 

 

 

 

 
 

22金 同馬 同と 13玉 23角打 24玉 Ⓐ14角

成 33玉 Ⓑ43金 同龍 Ⓒ23馬 42玉 41角成 

53玉 63馬 42玉 53と 同龍 32馬まで19手詰。 
 
もう一つピリっとしない。 

馬取りのスタートが陳腐だったか。 
 
✽余詰 

Ⓐ34角成 同玉 23角成 25玉 24飛 16玉 27

金 15玉 26金まで 

Ⓑ23馬 同龍 同角成以下 

Ⓒ23角成 42玉 41馬 53玉 63馬 42玉 53と 

同香 41馬左 33玉 23馬右まで 
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

        香 三 

         四 

         五 

    角     六 

     金  玉  七 

      飛   八 

       桂 香 九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

         二 

        香 三 

         四 

         五 

    角     六 

     金  玉  七 

      飛   八 

    飛   桂 香 九 

 持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      と  桂 玉 一 

       飛  二 

         三 

      銀  歩 四 

     角  歩  五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角銀銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     香  と 桂  一 

   と   角  玉 二 

         三 

     馬 龍   四 

      歩   五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金  

作品集発表作 
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    修正図 

 

安南詰 

19手 

 

刊行後検討 

修正図 

佐藤 達也 

 

✽怒られる２ 

 
 

22金 同馬 同と 13玉 23角打 24玉 14角成 

33玉 43金 同龍 23馬 42玉 41角成 53玉 63

馬 42玉 45桂、同龍、32馬まで19手詰。 

 

No.230 小石広志 

 

安南詰 

9手 

 

作品集 

第68番 

 

 

 

 
 

24金 15玉 25銀 24桂 14角成 同香 16歩 同

桂 24銀まで９手詰。 
 
詰手筋が平凡だと、どうしても…。 

 

No.231 小石広志     作意設定不可 

 

安南詰 

15手 

 

作品集 第72番 

手書き版原図 

 

 

 

 
 

26飛 14玉 15歩 同玉 27桂 16玉 14飛 25玉 

Ⓐ35角成 14玉 26銀 23玉 13馬 同玉 14銀

まで15手詰。 
 
案外追い手順なのかな。 
 
✽Ⓐ飛なので作意設定不可。（小石氏でも…？） 

初手27桂以下の余詰もあり。 

 

  作品集 第72番    余詰 

 

安南詰 

15手 

 

作品集（刊行版） 

2016年６月 

 

修正図 

大野 孝 

 
 

Ⓐ26飛 14玉 15歩 同玉 27桂 16玉 14飛 25

玉 43角成 14玉 26銀 23玉 33馬 同玉 34銀

まで15手詰。 
 
✽余詰 

Ⓐ27桂 14玉 26銀 25玉 35角成 16玉 13飛 

27玉 17飛成まで。 
 
    修正図 

 

安南詰 

15手 

 

刊行後検討 

修正図 

大野 孝 

 

 

 
 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     銀  と 桂  一 

      角  玉 二 

   桂      三 

     馬 龍   四 

  桂    銀   五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

      角 歩  二 

       桂  三 

        玉 四 

         五 

         六 

       歩 歩 七 

         八 

         九 

 持駒 金銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

      歩  桂 二 

        角 三 

         四 

       歩 玉 五 

         六 

      銀   七 

      と  歩 八 

         九 

 持駒 飛桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

      桂  桂 二 

        角 三 

         四 

       歩 玉 五 

         六 

      銀   七 

      と  歩 八 

         九 

 持駒 飛桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

      桂  桂 二 

        角 三 

         四 

       歩 玉 五 

         六 

      銀   七 

      と  歩 八 

         九 

 持駒 飛桂  

作品集発表作 
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No.232 小石広志 

 

安南詰 

9手 

 

作品集 

第77番 

 

 

 

 
 

45桂 62玉 54桂 61玉 53桂成 52玉 42桂成 

53玉 52金まで９手詰。 
 
桂を捌きつつ、玉が軌道を画いて還元。 

 

No.233 小石広志 

 

安南詰 

7手 

 

作品集 

第78番 

 

 

 

 
 

21飛 13玉 12角成 同香 22飛成 同歩 24金

まで７手詰。 
 
Ｎｏ．１７と同巧同

・

局。 
 
✽第17番：No.045（1982/4） 

 

No.234 小石広志 

 

安南詰 

11手 

 

作品集 

第83番 

 

 

 

 
 

22金 13玉 46角 35桂 同角 22玉 32金 34玉 

46角 45桂 47桂まで11手詰。 
 
３五桂中合で辛くも凌ぐ。紛れも多少あり、

まずまず？ 

 

No.235 小石広志     余詰 

 

安南詰 

11手 

 

 作品集 

第85番 

 

 

 

 
 

Ⓐ23金 11玉 Ⓑ21銀成 同玉 24飛 31玉 22

金 42玉 52角成 同玉 54飛まで11手詰。 
 
本作余詰臭い。改作は３三金→３三とだが、

ちょっとね。 
 
✽余詰 

Ⓐ21金 32玉 41角成 21玉 42飛成。 

Ⓑ33角成 同龍 12銀成 同玉 23金 同龍 同

銀成 同玉 24飛打 32玉 33香以下 
 
    修正図 

 

安南詰 

11手 

 

刊行後検討 

修正図 

佐藤 達也 

 

 

 
 

23銀打 以下同様。22金⇒22銀成。 

 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

  角  銀  歩    一 

      金   二 

   金 玉     三 

  飛       四 

         五 

     桂    六 

      桂   七 

         八 

         九 

 持駒 金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

      と   香 一 

      銀 玉  二 

      歩 角  三 

        歩 四 

         五 

       歩  六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂 香 一 

        玉 二 

    桂  歩 歩  三 

        歩 四 

     歩    五 

         六 

       歩  七 

         八 

         九 

 持駒 角金金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     桂     一 

      銀 玉 香 二 

     角 金   三 

     飛    四 

      龍  と 五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

     桂     一 

      銀 玉 香 二 

     角 金   三 

     飛    四 

      龍  馬 五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 銀  
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No.236 小石広志     余詰 

 

安南詰 

19手 

 

作品集 

第88番 

 

 

 

 
 

21桂成 同玉 43角 22玉 31角 33玉 25角成 

32玉 42角成 22玉 23桂成 同玉 Ⓐ24馬上 

12玉 23桂 16玉 15馬 同香 43馬まで19手詰。 
 
最終非限定が痛いが、結構狙いは面白い…？ 
 
✽余詰 Ⓐ24桂 22玉 33桂成以下。 
 
    修正図 

 

安南詰 

19手 

 

刊行後検討 

修正図 

大野 孝 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✽安南詰(安南将棋)とベトナムとは直接的な

関係はありません。 

おわりに… 

一応100作です。 

結構年数がかかってますね。 

此れ以上のものは出来ないでしょう。 

后は数で勝負するだけですが。 

 

一応、自画自賛乍ら Best3を選びました。 

 

 （第９番）     （第40番） 

 No.3  7手詰    No.2 19手詰 

 

     （第33番） 

     No.1  9手詰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
✽作品集（手書き版）の本人記述はここまで。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

       玉  二 

      桂 桂  三 

     歩  桂  四 

         五 

         六 

       歩 歩 七 

         八 

         九 

 持駒 角角  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

       玉  二 

      桂 桂  三 

     銀  桂  四 

         五 

         六 

       歩 歩 七 

     桂    八 

         九 

 持駒 角角  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

  銀  玉  二 

    歩 馬 三 

   馬  歩 四 

      五 

       
持駒 飛飛銀 

 5 4 3 2 1  

    桂 と  一 

     銀 二 

   と  玉 三 

  角    四 

      五 

       
持駒 飛桂 

 5 4 3 2 1  

      香 一 

     玉 二 

   桂 歩  三 

     歩 四 

      五 

       
持駒 角金桂 

作品集発表作 
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番外編 編集者選 

平成16年に安南詰將棋百番を作成以降もＳｕ

ｂさんの名で投稿が続き、数十の作品がパラ

誌上に掲載されています。 
 
本冊子を作成するにあたり、番外編として選

ばさせていただきました。 

 

✽番外第101番～111番 

すべて投稿掲載作。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✽小西氏は相当な癖字です。右記の大野氏と

同じく手紙の解読は手古摺りました。 

 

あとがき 

几帳面に書かれた図面と詰手順そしてコメ

ント。 

柴田さんから送られてきたノートを見たと

き、このまま本にしようと思ったほどでした。 

わたしのパラ歴はまだ20年強、作者とのか

かわりはSubさんの名でフェアリーランドに

登場してからですから、わたしにとっては小

石広志さんというよりはSubさんです。 

わたしが安南詰を作ったのは18のとき、半

世紀を超えています。でも2009年にいただい

た手紙には「安南詰に憑かれて50年以上」と

ありますからこの世界でもやはり大先輩です

し、社会に出てからは将棋も安南詰も生活の

片隅にあったわたしは創作数ではとてもとて

もおよびません。 

それでも駄作揃いとはいえ一応安南詰作家

の端くれと自認しているわたしとしては、こ

のノートを本にして世に出すのがわたしの役

割かと心に決め取り組みました。 

本にするにはとワープロをたたき始めたの

ですが、読み下しにはそこそこ苦労しました。

最後までわからなかったところもこの第二刷

の発注直前にわかりました。なお、読み下し

に誤りがありましたら、ご容赦ください。 

また疑問を感じたところは、できるだけ作

者の気持ちで手を入れていますので、この点

もご容赦ください。 

作者とは手紙のやりとりがあっただけで、

なかなか関西に行く機会もなく、ついに一度

もお会いすることができませんでした。 

思い出としては、フェアリーランドのなか

の短評でわたしの作品を褒めていただいたこ

とがあり、そのときはうれしかったものです。

短い間でしたが、思い出は尽きません。みな

さまもこの作品集で作者の世界に浸ってくだ

さい。 

最後に図面作成、校正その他ご協力いただ

きましたみなさまにお礼申し上げます。 

平成28年6月1日 

大野 孝 

 

 

本編終了  

作品集発表作 
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付録１ 柴田昭彦氏との私信より 
 
✽編者注 

・小西寛氏から柴田昭彦氏宛ての手紙のほぼ

全てを転載しています。 

・資料としてお預かりしたとはいえ私信です。

作者の感想や当時の心情などが読み取れる

と感じて掲載した旨、ご理解願います。 

・手紙の作成日付時点での作品情報を記載し

ています。（未発表､発表済､その後発表など） 

・亦（また）、儘（まま）、雅しい（おくゆか

しい）、謂う（いう）、不拘（かかわらず）、

躊って（ためらって）、稍っと（ようやっと）、

漸く（ようやく）、と読んでいます。 

 

【2004(H16)年12月12日】73歳 

有難う御座いました。 

長い間御迷惑をお掛けしました。 

何と62.10が最期ですか…。というと20年も経

ったと云う事ですか。 

ちょっと寒くなってゆくので、自転車旅行も

叶いませんが。大変御面倒でしょうが、11月

中にでも電話連絡させて貰って、天下茶屋方

面で会うという事で…。 

会う場所は南海天下茶屋駅の１階。天牛の古

本屋がありますが、そこだと待つのも楽しい

し、会うにも便利かと思います。いずれ折を

みて電話します。宜敷く…。 
 
お便り拝見。早速貴作検討。 
 

 

安南詰 7手 

 

柴田氏作の検討 

 

 

 
 
23桂生 12玉 24角 ⓐ23玉 25飛 33玉 ⓑ35

飛まで。 
 
・問題点 

①31銀は不要？ 

②ⓐの所、11玉は33角成または13角成でO.K

ですが変同か？ 

③ⓑ最終は何通り詰み方があってもO.Kです

が、35飛に代わって、23角成もあり、一寸

問題。一応、没とすべきでしょう。 

（御免なさい…） 

 

 

安南詰 15手 

 

柴田氏作の検討 

 

 

 
 
作意の方がはっきりしない（実は解らない…）

が、初手23桂打で、どうも早詰みたい。 

23桂打、ⓐ22玉、33角成、同歩、13歩成まで。 

ⓐの所、12玉なら24角、11玉、33角成（両王

手）、12玉、11馬まで…か？ 
 
一応初手33角成のまぎれ（22歩で不詰か…？）

が狙いみたいですが…。作意の方は15手詰と

か。どうもネ… 情ない、解りません。 
 
一寸面白い筋を見つけました。 

下図は途中図ですが、 

ここから33角成、同玉、24竜とか、33角成、

同玉、23歩成、34玉 以下何かとか… 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
追伸 

拙作下図。既発表作ならば断念せざるを得な

い。Sｕｂ作で応募したいんですが…。 

返信お待ちしてます。 
 
 No.147 

 

安南詰 11手 
 
2005年10月号へ発表 

作品集 第39番 
 
No.097(1994/1) 

発表済（再投稿） 

 

 5 4 3 2 1  

    銀 歩 玉 一 

   歩   二 

      三 

     歩 四 

  飛 桂  角 五 

       
持駒 なし  

 5 4 3 2 1  

   歩  歩 玉 一 

 角  歩   二 

      三 

     歩 四 

  龍 桂  角 五 

       
持駒 桂  

 5 4 3 2 1  

       一 

   歩   二 

      三 

   玉 角 歩 四 

     龍 五 

       
持駒 なし  

 5 4 3 2 1  

    桂 桂 香 一 

  と    二 

    角 玉 三 

   龍 歩  四 

     歩 五 

    銀  六 

       
持駒 金  

柴田昭彦氏との私信 
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14金 22玉 32と 同龍 13金 同香 12角成 14

玉 23馬 同桂 25銀まで11手詰。 
 
新作。大して面白くもないんですが、古作か

らの転用。 
 
 No.165  余詰 

 

安南詰 15手 

 

2007年5月号へ発表 

 

 

 

 
 
15飛 23玉 35桂 24玉 42角成 34玉 44角成

同玉 43桂成 54玉 75飛 64合 53成桂 44玉 

43馬まで15手詰。 
 
尚、次図はそれの姉妹局。 

既に発表しました。（小石作で）17手詰 
 
 No.036 

 

安南詰 17手 

 

発表作 

1981年６月号 

作品集 第54番 

 

 

 
 
24金 12玉 23金 同玉 33角引成 13玉 24銀 

14玉 23銀生 25玉 48角 35玉 34馬 46玉 56

馬 35玉 34銀成まで17手詰。 
 
以上です。 

 

【2004(H16)年12月24日】73歳 

お便り拝受。 

今年ももう終わり。「災」とは旨い。本当にひ

どい年でした。災害にも色々あり、地球規模

もあり、国内でも犯罪の質の変わり様に驚か

されます。日本人はどうなってゆくのか。 

それとも、これは一つの悲しい流れでしょう

か。 

貴作、本手順はその儘で不詰（8手目13合）な

ので、色々と検討したんですが、この図面で

一応13手詰が成立してはいるのですが、最終

が致命的欠陥があり、どうも作品としては不

成立の様です。 
 

 

安南詰 13手 

 

柴田氏作の検討 

 

 

 
 
33角成 同桂 23桂生 12玉 15飛 23玉 22銀

成 同歩 13歩成 24玉 14と 23玉 25飛まで

13手詰。 
 
最終25飛以外、飛の動ける範囲どこでもO.K

では作品は不成立…と謂う訳。 

何か打開策があれば…と検討してみなおし

を！ まとめ方が難しい。 
 
拙作、下図。例の古図式から。 

まあお遊びの17手詰です。 
 
No.237 小石広志     余詰 

 

安南詰 

17手 

 

 未発表  

2004/12/24 

 

手順記載なし 

予想作意 

 
 

25飛引 16玉 26飛引 17玉 Ⓐ27飛上 18玉 

28飛 17玉 27飛引 16玉 17歩 15玉 25飛 14

玉 24飛 15玉 25飛上まで17手詰。 
 
✽余詰 

Ⓐ27飛引 18玉 28飛引 17玉 18歩 16玉 19

飛 17合 同歩 15玉 16歩 14玉 15歩まで。 
 
では亦。良いお年をお迎え下さい…。 

来年明けそうそう、暖かい日でも選んで、お

電話させて戴きます。 

 

 7 
 

6 
 

5 4 3 2 1  

        角 一 

        二 

   角    玉 三 

 歩       四 

        五 

        六 

         
持駒 飛桂  

 5 4 3 2 1  

      角 一 

      二 

     玉 三 

      四 

     角 五 

     歩 六 

  歩    七 

       
持駒 金銀  

 5 4 3 2 1  

   桂 銀 歩 玉 一 

   桂   二 

      三 

     歩 四 

  飛 桂  角 五 

       
持駒 なし  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

       歩 歩 三 

       飛  四 

        玉 五 

         六 

         七 

         八 

       飛  九 

 持駒 歩  

柴田昭彦氏との私信 
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【2005(H17)年１月７日】73歳 

明けましてお目出う御座います。 

何という事もなく2005年のスタート。今年も

安南に明け、安南に暮れそうな感じ。 

新年号で登場40回。まあまあのペースでしょ

うか。 
 
此の一年、碁の方が段に近づきつつある、と

謂った所。此のもう一歩がなかなか。結構、

難しい厳しいハードルです。 
 
ナンバープレースって御存知？(数独とも謂

う）。これも結構面白い。作る側に廻れば結構

職業として成り立つとか…。もう3年位かな、

はまっています。 
 
小説の方も天下茶屋駅に天牛の古本屋があり、

楽しんでいます。主にアチラもの。クライヴ・

カッスラーて御存知。主人公がダーク・ピッ

ト。（可成り昔に”タイタニックを引きあげろ” 

Raile the Titanic を映画化された。） 

原作者のクライヴ・カッスラーは御機嫌斜め

だったとか。確かに出来はもう一つだったか

な？ 
 
○○○・シーモア（○○○が出てこない）。結

構有名な作家。此の人の ”一弾で倒せ”は結構

読ませる。 

○○○・クィネル（○○○が矢張り忘れまし

て）。これはクリーシィという主人公（傭兵）

が活躍するハード・ボイルド風。確か今度（昨

年かな？）デンゼル・ワシントン主演の映画

が出る筈。4～5作ある筈。結構内容は濃い。 

スウェーデンの警察小説。原作者は二人（全

く名前が出て来ない）。全部で10冊か11冊。時

代を追って社会の変遷を見つめつつ、変わっ

てゆく警察機構、社会を見つめた傑作シリー

ズもの。”サボイ・ホテルの殺人” ”テロリスト”  

”ロセアンナ” ”バルコニーの男”とか。一番の

おすすめは”密室”。これは面白い。登場人物

の描写も旨いし、個性的である。 
 
詰将棋の方、近作下図。相変らず桂頭玉銀、

一辺倒です。これが一番作り易いし解后感も

良いんですが…。 

よくあきないものだと我乍らあきれています。 
 
✽ジェラルド･シーモア、Ａ.Ｊ.クィネル 

No.238 小石広志     不詰 

 

安南詰 

11手 

 

 未発表  

2005/ 1/ 7 

 

 

 

 
 

22飛 ①14玉 15銀 13玉 24銀 ②22玉 31角

成 14玉 13馬 同桂 15銀まで11手詰。 
 
①同金 15銀（角成）まで。 

①もう一つ13玉は15角成 22玉 24馬 (25馬

でもＯＫ）。 

②14玉 12飛成 13合 同龍 同桂 15銀で11手

詰 合駒余る。 
 
変化も割り切れており、まずまずですが、逆

に本手順は力不足でいま
・ ・

一
・

といった所でしょ

うか。では亦。 
 
✽不詰 

①同金 15銀 14金以下不詰。 

✽修正案（大野孝）：32金⇒成銀 

 

【2005(H17)年２月７日】73歳 

御便り有難う御座いました。 

此方こそ、御無沙汰してしまいました。大変

でしたんですね。風邪と謂えば、どうもイン

フルエンザが亦流行っているとか。香港Ａ、

ソレンＡ、それに何Ｂか知りませんが、とか

とか…。 

創作もお互い大変ですね。安南の方も2月の発

表局も桂頭銀。もうＳｕｂ＝桂頭銀が公式化

されそう。堀半七作のパロディも失敗作で、

余詰成立。一応登場40回ですが、どこ迄持つ

ものやら。お互い御身御自愛という事で…。 
 
11月号の拙作、型の良さですか。でもそれだ

けで、どうですかね。まあ素直に好評を受け

入れるべきか…迷っています。貴兄の一月も

大変でしたでしょう。私の大変はぜいたくな

悩みで、1月号 森茂氏作、馬鹿詰（17手詰） 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

     角 金   二 

       玉  三 

      金  桂 四 

         五 

       歩 銀 六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 飛  
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恐らく、ここ数年で一番時間を費したと思い

ます。で解をキャッチしたのなら兎も角、解

けないんです。本当にひどい一月でした。此々

数年、フェアリー・コーナーで全問正解があ

ったのか記憶にありません。一応、馬鹿と安

南には手出しをするんですが、2月号の森茂氏

作、勿論考える気もしません。フェアリーに

は怪物、化物が多い。正に百鬼夜行の世界で

す。 
 
近作 もう一つ納得しない儘、一応完成とし

たんですが、どうですか。 
 
 No.167 余詰 

 

安南詰 9手 

 

2007年７月号へ発表 

作品集 番外105番 

 

 

 

 
 
54飛 43金 24金 32玉 23桂 42玉 32桂成 同

金 44飛まで９手詰。 
 
此の拙作のベースは実は小石時代の下記の作

です。 

これはまあまあの好作と思います。 

作品集の中に登録（オーバー？）してありま

すが、下図がそれです。 
 
 No.028 

 

安南詰 19手 
 
発表図 

1980年２月号 

作品集 第40番 

 
  

34飛 23銀 25桂 12玉 24飛 21玉 13桂生 11

玉 21桂成 同玉 23飛成 同桂 32銀 12玉 23

と 11玉 24桂 22玉 12桂成まで19手詰。 
 
では亦。 

1月中（下旬位かな）に亦電話するなり、自転

車で一走りしてお会い出来たら…と思ってい

ます。では亦。 

【2005(H17)年2月21日】73歳 

そうですか。野口氏が危ないって…。時は流

れ、本当に貴重な資源（人物）が失われてゆ

く。将棋世界で大活躍の氏でしたね。最近は

中田章道、森信雄とプロが担当している様で

すが。3・5手詰が楽しく思い出されます。柴

田さんの御心痛、祈りが通ずれば…と思わず

にはいられません。超一流の御一人であるこ

とは間違いないのですが。上田氏、若島氏、

水上氏、山田修司氏、まだまだ沢山おられま

すが、多作家の一人でしょうか。現在では岡

田さんをはじめ、貴兄もそうですね。長谷さ

んとか服部さんもその圏内に入りつつある人

でしょうか。でも野村量さんには本当に驚か

されます。月刊誌月一冊ですか、野村氏の名

が何ケ出て来るか、怖ろしい話ですね。 

同人室（100オーバー）は、まあ名球会みたい

なものでしょうか。年5回として20年。恐ろし

い数字ですが、岡田敏さんの数字はどうなっ

てるの…と驚くばかり。 

✽野口益雄氏：2005年4月16日逝去 
 
入選数も凄い話ですが、長谷さんの飛角図式

（馬鹿詰）も凄いですね。2月号のは気持良く

解かせて貰いました。それに比べて拙作のひ

どい事。応募したのは穴埋めの積り（毎月1

作のペース維持）。まさか採用されるとは…と

入選採用されたのにぐちっています。何か2

月号の馬鹿詰3作（④の森茂氏作はお手上げ…）

良いですね。 
 
それにつけても（おやつはカールじゃありま

せんが…？）新年号の森茂氏作17手詰。毎日

何回かは考えているから、どうにもならない。

答えを早く知りたいもんです。 
 

 

ばか詰 17手 

 

森茂氏作 

2005年1月号 

✽参考掲載 

 
 
39銀 49玉 38銀 58玉 47銀 57玉 46銀 66玉 

58桂 65玉 57桂 54玉 53桂成 44玉 45銀 55

玉 54成桂まで17手詰。 
 

 5 4 3 2 1  

   桂  桂  一 

 銀  金   二 

 と  玉   三 

      四 

      五 

      六 

     角 七 

       
持駒 飛金桂  

 5 4 3 2 1  

    桂 と  一 

     銀 二 

   と  玉 三 

  角    四 

      五 

       
持駒 飛桂  

 5 4 3 2 1  

          桂    五 

      六 

  桂    七 

  玉 圭   八 

  桂    九 

持駒 銀  

柴田昭彦氏との私信 



97 
 

近況といっても、夏・冬と季節の差はあれ、

毎日殆ど同じパターンで生活（というより生

きて…）しています。朝、モーニング、入浴、

10～10：30a.m位から碁のクラブ（無料、6面

から7面 将棋2面を含む）で2：00～3：00p.m

位まで。暖かければ、自転車旅行？大凡往復2

～3時間。ウォークマン（主にマイケルジャク

ソン）を聴き乍ら、煙草をふかし乍らの散策

です。食事は外食が週3～4回、自宅（ねづみ

小屋）での調理が3～4回、一日1.5～2食位（1.5

て何？）。まあまともに食事をしていないとい

う事。 

テレビは洋画は一応チェック。N.H.Kが主で

すが、日曜は将棋、碁。真夜中（深夜）2：00

～4：00a.mのN.H.Kの時間帯はそこそこ見て

います。という事は睡眠する時間帯は可成り

ずれているし。－起－昼寝（夕方寝）－起－

夜寝－起－早朝寝…となるんでしょうか。そ

の間にインスタント・コーヒー5～6杯。烏龍

茶（可成り高価 私にとって）も吸すに一日

分。つまみに干海老とかそれに類したものを4

～5種類。これが一日の食生活からみた私の一

日です。 

趣味となると、結構色々あります。 

安南詰、詰碁、碁の手筋、これは碁・将棋関

係。古本を月10冊位（全部で\1500～\2000

迄）。 

最近読んだ所では 

・ハワード・Ｅ・エヴァンズの虫の惑星。 

（Life on a little known Planet by Howard 

Ensign Evans） 

・ペリカン文書（映画化された…） 

 ジョン・グリシャム 

（The Pelican Brief by John Grisham） 

・自壊するアメリカ 

 赤木昭夫著（ちくま新書326） 

この3冊、いづれも面白く読みました。 
 
ナンバー・プレイスて御存知でしょう。（数独

という名称でスタートした）結構はまります。 

もう20年以上前に出た、プラスチック板のお

遊び（和名が出てこない…確か清少納言何と

か？）。 

下図がその一種。 

 

        

        

        

        

        

        

        

        
 
5単位のドミノ12ケ（12×5=60）と4単位の正

方形で64単位（8×8）。確か任天堂が何種類か

出していました（当時で\300～\500位）。最

高8単位のドミノまであったと記憶してます。

正3角形の集合体（確か6単位）で難しいのも

あったと記憶しています。 

プラスチック板はもうどこを探しても売って

いませんので、原紙を作って、方眼ノートに

記録しています。四角形の置く位置を変えて、

結構面白く時間が潰れます。本当、毎日毎日

何をやっているのかな─。まあ本当生きてい

るだけ。逆に野口氏その他、沢山の人に比べ

て幸せかも知れません。そうでも思わないと、

生きておれません。 
 

暖かくなったら亦、堺の方へ自転車でお伺

いします。また、お話ししましょう。何か面

白い話があれば聴きたいです。安南詰の方も

期待しています。5手詰以内の作品（普通作）

まとめて応募したくなってます。野村さんの

名前、数を数えている中に、ふとそんな山っ

気が出て来ます。どうも脳の神経回路が安南

化してしまったみたいです。どうにもならな

い毎日毎日です。 

では亦。 

 

【2005(H17)年３月16日】73歳 

有難う御座いました。作品の寄せ集め、一応

22題。懐かしいと云えたら宜しいんですが…。

何と、殆どが記憶にないから驚きです。それ

と、数巻だけでは詰まないと来るから、どう

なってるの？ 何かひどいのもありますね。

思いついた儘…。 
 

柴田昭彦氏との私信 
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普通詰 7手 

 

小石広志氏作 

手順記載なし 

 

 
 
11飛 22玉 14桂 11玉 33馬 12玉 22馬まで

７手詰。 
 
当時は11飛スタートがまずまずと思ったのか

な…？ これを下地に作ったのが近代将棋

（小石広志作）の右図です。 
 

 

普通詰 11手 ⑫ 

 

小石広志氏作 

手順記載なし 

 

 
 
14歩 ㋑12玉 13歩成 同玉 11飛 22玉 14桂 

11玉 33馬 12玉 22馬まで11手詰。 
 
㋑22玉 44馬 33銀 34桂 32玉 22飛 同銀 21

銀生 同玉 22馬まで 同手数駒余り。 
 
14歩以下、銀を消去して作意に入る訳ですが

…。一寸自慢は14歩に対する22玉以下の変化。

…最期の21銀捨てが気にいってます。 

変化全手数駒余りでＯ．Ｋ？ 

 

 

普通詰 13手 ⑭ 

 

小石広志氏作 

手順記載なし 

 

 
 
41飛 31銀 同飛成 同玉 33飛 32歩 42金 22

玉 32金 12玉 13歩 11玉 12銀まで13手詰。 
 
発表当時余詰指摘は無かったと記憶していま

す。本作のオリジナルは二上（当時？段か…）

さんの週刊誌（これも定かでない）の一作と

記憶しています。氏のものより数段上と自負

しているだけに…。（余詰があるのかな？） 
 

大体、ひどい内容のものが多すぎますネ。そ

れと結構手数も長い。当時それ程、詰棋に熱

中出来る時間があったのかな。同時進行で安

南詰も数作ものにしているのですが、手許に

は何も残っていないし、多分、将棋部の同僚

何人かと、つつきあって作ったみたい。 

内藤啓二氏（国雄チャンの兄さん）が主将で、

角一枚違う棋力が6人。計7人で関西のリーグ

戦を戦い（何校か？）、優勝すると関東（当時

は東大が圧勝時代）へ…。関西では京大と同

志社が強かったみたい。私はどうも皆の足を

引っ張る方だったみたい。 

昭和27年～29年。思えば半世紀以上昔。もっ

としっかり腰を据えてやっていれば…と思い

ます。 

此の50年は一口で云い盡せない50年でした。

柴田さんにも御迷惑をお掛けしましたし、恥

づかしい思いもしました。まあ此の年になる

と、何とまあ厚かましく生きているものと思

っています。Ｓｕｂなんてペンネームで胡麻

かして。まあ許して呉れる人もいて欲しい。

一応50回はクリヤー出来そう（現在41かな）。

1年5～6作として后50作となると84～5才。信

じられない年ですが、何か生きているかも知

れません。柴田さんも無茶をせずに生きてく

ださい。 
 

話は戻りますが、長田富美男で近代将棋に

発表した局数も判然としません。10局以上あ

るかと思います。小石広志では2局の筈なんで

すが、何故か先程の⑫の改良作が入選3回にな

っているんです。どうも判らぬ事が多すぎま

す。生活が乱れている証拠かな…。 

短篇の傑作を何か物したい。少なくとも

小・中学校へ応募出来る程度。安南詰はさて

おいて、森田正司氏の春霞21番でしたか？あ

れ位のものが出来たらと思います。酒井氏の

も凄いのがありましたね。氏はどうなったの

ですか。天才は短命なのかな。柏川さんの短

篇も良いのがありますね。記憶に残る傑作。

柴田さんのも何作かあるんでしょうが…。現

在進行中だと良いんですが、どうも安南の脳

は解凍しようにもどうにもならないみたいで

す。 

ヨチヨチルーム級からスタートするのも一法

 5 4 3 2 1  

    桂   一 

      二 

    香 玉 三 

  香 馬   四 

      五 

       
持駒 飛桂  

 5 4 3 2 1  

   馬 桂   一 

     銀 二 

    香 玉 三 

   馬   四 

      五 

       
持駒 飛桂歩  

 5 4 3 2 1  

     玉  一 

      二 

  歩    三 

      四 

      五 

       
持駒 飛飛金  
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ですが、それすら出来ないから困ってます。 
 
安南の処女作というか、近将の読者会議？に

発表した10作余り。それ以前に作ったものは

記憶にないし、記録も無いので。 

次のがそれです。 
 
✽記憶違い。 

別図になっていますので採番しています。 
 
No.239 小石広志     余詰 

 

安南詰 

11手 

 

 未発表  

2005/ 3/16 

 

No.002改 

 

 
 

22角成 同玉 Ⓐ11角 34玉 44角成 23玉 32

銀 13玉 22馬 同玉 23銀生まで11手詰。 
 
角の打ち換えだけですが、桂頭玉頭銀の悪夢

の始まりです。10作の中にはひどいのもあり

ました。 
 
✽余詰 Ⓐ23銀まで。 

 修正案(佐藤達也)：持駒銀⇒42銀 

 

No.240 小石広志 

 

安南詰 

13手 

 

 未発表  

2005/ 3/16 

 

No.008改 

 

 
 

26桂 15玉 27銀 14玉 16銀 13玉 25銀 12玉 

13銀生 21玉 14桂 32玉 21銀生まで13手詰。 
 
なんか今から思えば稚拙そのものか。 

 

 No.011 

 

安南詰 13手 

 

発表作 

1968年10月号 

作品集 第37番 

 

 

22金 同金 24桂 同歩 23銀 11玉 22銀成 同

玉 23金 14玉 37角 25歩 24金まで13手詰。 
 
その中で自信まんまんの一局。本当に安南に

のめりこんだのも此の一局誕生がきっかけみ

たいです。 
 
当分、安南と暮らすしか無いみたいです。 

では亦。 

 

【2005(H17)年4月11日】73歳 

去年、中之島を周遊と謂うんでしょうか、花

見がてら自転車で西から東へ向けて御堂筋か

ら今里筋になるんでしょうか…。今年も此の8

日（金）9日（土）、ちょっと暑い位の陽気の

中、走ってきました。8日（金）、源八橋（私

の感想としては此の橋から西へ河面に映る桜

が一番美しい）から南へ折れる迄、西から東

へ約30分位でしょうか。 

9日（土）は谷町筋を北上して大阪城周辺（凄

い人出でした）をチャリンコで流しました。

規模としては日本一でも無いんでしょうが、

テレビ中継の空撮とかを見ると、本当素晴ら

しい景観です。古人が詞い、舞い、現代人が

場所とりにも王尭するのも解ります。 

✽王尭は大仰/往生の意図かな。 
 
扨て、近将創刊号から平成6年迄、凄い半世紀

ですね。好みもあるんでしょうが、殆ど作品

を解いた事のない拙があえて、多作家の中か

ら選び出したのは酒井克彦さんがトップです

かね。2位が難しい。北川邦男でどうでしょう。

3位以下は、大井美好、谷口均、といった所で

しょうか。柴田さんも32局ですか。凄いです

ね。昭29～からまだ進行中。永いですね。私

の場合は話しにならない数と内容です。で、

安南詰一直線と云う事です。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

         二 

     と  玉  三 

       歩 歩 四 

    角     五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角銀  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       香 飛 角 一 
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         五 

         六 
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         八 
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   歩 歩 歩 三 

      四 

      五 

   歩   六 

       
持駒 角金銀桂 
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詰棋界、旧詰パラ発表局を振り返って、本当

に殆ど記憶に無いのにも驚いています。記憶

とは何だろう。心に残るものが無ければ忘れ

るんですかね。安南となるとオーバーですが

全局記憶出来ています。但しＳｕｂになって

からの発表局に自信がないのは、これは亦何

でしょう。というも理解に苦しみます。小石

時代の安南詰は本当に集中力があったのかも

知れません。 

記憶となると、最近昔の映画の主演男優、女

優の名前が出て来なくて困ってます。現在通

っている碁会所には、そういった多趣味は一

人もおりません。文庫本、一冊読むでなく、

詰碁に関心も示さない。手筋の本を読んでい

るときも軽蔑した眼付が私の周りでうずまい

ている。私の囲碁の棋力は師範（一応元プロ

の中村某）の判定では1～2級。対局中も終了

后に何ヶ所か指摘を受けます。指導碁の途中

の変化なども確かにプロですね。結構20～30

冊の碁の本を何度か読み返し、勉強中ですが、

どうですか仲々身につかないものです。 
 
映画の話ですが、興味がある無しに不拘、話

を進めます。20才～30才台、結構洋画にはま

り込んでいました。私は夜型で、睡眠は朝3

～4時から明け方の9時、モーニングを経て10

時にはパチンコへ。勝てば官軍で夕方から映

画館。夜食を（これは唯一の食事）済ませて

帰宅が一日のコース（ずっと続けた訳ではで

はありませんが、そんな破天荒な時期もあり

ました）。大和郡山時代は40代～50代まで。50

代から現在迄は無茶苦茶（職種は20位ある）

…。 

で映画となると、やはり“ローマの休日”が、

まあ大衆の推す所、一位でしょうか。グレゴ

リー・ペック（何とまあカッコ良い新聞記者）、

オードリー・ヘップバーン（本当に眼をみは

る美しさ。始めて街へ出て髪をカットしたあ

の光り輝く顔）。”恐怖の報酬”之れも名作です

ね。ペリー・コモ（歌わぬ歌手）、B.G.Mの無

い映画でした。最期に成功して帰る主人公を

待ってダンス・パーティーが開かれる。そこ

で始めて音楽が流れる。そして主人公が車に

て転落。何ともフランス映画らしい作品です。 

こんな流れ。ジャン・ギャバンの“望郷” 主

人公のペペル・モコの死。とか”現ナマに手を

出すな”でプールに紙くずの様に浮ぶ巨額の

紙幣。アランドロン、ジャンギャバン共演の

名作です。 

アメリカ映画となると、沢山ありすぎて難し

い。“荒野の決斗”バード・ランカスター主演

の名作です。“シェーン”も良かった。アラン

ラッドそして悪役のジャック・パランス。 

最近では“プライベート・ライアン” 始め時

30分近くの戦斗シーンのリアルな事。アメリ

カ映画ならではの金の掛け様です。 

好きなスターとなると、もう沢山いて枚挙の

いとまも無い位。チャールズ・ブロンソン、

ロナルド・コールマン、ハンフリー・ボガー

ド、“アフリカの女王”でドランク役にぴった

り、共演のおすまし役、美女ならぬ美女キャ

サリン・ヘップバーン。もう一度観たい名作

です。ジャック・レモンとウォルター・マッ

ソーのコンビも本当にセリフをしゃべってい

るかと疑う程の息の合い様です。共演作には

快心作が多い名コンビです。 

ダンス・ショーというか、ショー・ダンスと

云うんでしょうか、ジーン・ケリーの“雨に唄

えば” あの雨中の踊るシーンは圧巻です。題

名は忘れましたが、アポロ？号が月世界に到

着。アーム・ストロングの靴の裏が月面にく

っきりと残っている。実はあれは某（多分CIA

という設定）地でセットで撮影された。そこ

から主人公たちが脱走。慌てたアメリカ国防

省が殺し屋を派遣。ストーリーとしても最高

ですし、アメリカだから許される題材でしょ

う。まさに他の国では作れない。日本ですら

どうかなと思う位の内容です。アメリカの政

策、その他色々と問題の多い国ですが、映画

産業で見る限り、世界の頂点にいる事は確か

です。 

“スターウォーズ”3部作、“ペリカン文書”、 “タ

ーミネーター”3部作、まだまだありそうです

が。では亦。 
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【2005(H17)年４月26日】73歳 

本当に暖かくなりました。中之島の花見が4

月2日･3日、凄い人出。国内･外問題山積なん

てどこ吹く風。人生を謳歌（表面上かな？）

し乍ら結構、各人各様の世界で生きている。

日本は平和なんです。借金が何だ！ 中国や

北朝鮮がどうした。少年犯罪、そりゃこれだ

け人がいるんだ。悪い奴ほど良く眠ると云う

事。あんた、そんなに皆に遠慮して（遠慮し

ている格好だけかも…？）、そんなママチャリ

…でウロウロして、それって楽しいの。あっ

俺の事は構わんでくれ。俺は俺流なんだ。俺

流にやってると皆がついて来るんだよ。見ろ、

今年も優勝するぞ。まあ、阪神さんは頑張っ

てるケドね。何せ岡田君だからね（Hさんだ

と恐いんだけど…）。堀内さんも厳しいね。俺

が俺が…とばかり巨人4番バッターの揃い踏

み。お見事借金地獄。まるで道路公団、湯水

の如く金を使って答えは破産。誰か助けて…。

小泉さんは答えを出さない。ワンパターンの

答辨。攻める民主党は人物がおりません。怪

物の小沢さんも打つ手なし。武部の馬鹿幹事

長を据えて、竹中のスカタン財政。案外小泉

さんこそ眞の怪物かも。（田中角栄も真っ青！） 

まあ漫談は此れ位にして…。此の頃、寄る年

波、人は死ぬのは定石ですから致し方ないと

して、分らんと云うのは良いですね。人類が

進歩して来た（進歩といえない部分も結構あ

るんですが、それはまあおいといて…）原因

の一つ。つらつら思んみるに、この人の死が

分らん事が大きく寄与していると愚考 !?  

“生きる”という志村喬の名作がありました。

人は何の為に生きるのか。思うに、生を受け

た途端に、人生という切符を神か誰かから与

えられ、厭応なしにレールを走らざるを得な

い。そしてお迎えが来る迄、苦しみ、歎き、

怖れ、恨み。本当に人生とは何か…。何千年

もの間、何千人の哲人が疑問を自分に問いか

け、或る者は面壁三年、或る者は石の上…、

或る者は滝に打たれ、そして断食までして答

えを見つけようとした。答えは無いんでしょ

う？ 万巻の哲学書、小説、そして音楽に、

絵画に、彫刻に、正解を探した。ありゃしな

いんですね…。 

思うに、“生きる”という難しさ。拙の場合、“生

きる”というのはどうも難しい。“生きてる”と

いうのが本音です。で、生きている限り“安南

詰”と云う事です。“ワーン”泣けてくるね。で、

今日も明日も安南作りに精を出している僕チ

ャンなんです。人生山あり谷あり。どころか、

人生は山なんてありませんね。まあ谷ばっか

りと思うのはひがみ根性でしょうか。 
 
お借りした詰将棋等、目下寫本中。塚田作だ

けでも凄い量。もう1週間以上掛かってます。

北村研一氏の槍襖をはじめ、ひもどいてみる

と、中々のものです。川崎弘氏の努力も大変

だったと思います。応援出来るものなら…（そ

んな能力の無いのが悲しい）。言ってみただ

け！（じゃ言うナ…御免なさい） 
 
今月も安南一局。 

もう狭い世界の中でヒッソリと生きていこう

と思ってます。連休中位にまたお邪マしたい

ですね。（５月に入ってからでしょうが） 

また不定期に連絡します。では亦。 
 
 No.151 余詰 

 

安南詰 7手 

 

2006年５月号へ発表 

 

 

 

 

 
 
35金 14玉 13金 同香 23銀 同歩 25金まで

７手詰。 

 

【2005(H17)年10月20日】74歳 

大分涼しくなりました。毎日別に何という事

もなく…、碁を打ったり、三桂に顔出しした

り、時々パチンコとか…。古本（\100～\200

位）に月に5～6冊。最近ではスティーヴン・

キングのStand by meをまたまた購入して読

み返したり…。安南詰めも、ちょっと疲れて

きたのかな。小石広志作とダブって困ってい

ます…。ということです。 
 

 5 4 3 2 1  

       一 

     香 二 

   角   三 

   歩   四 

    玉 歩 五 

     歩 六 

    歩  七 

       
持駒 金金銀  
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貴作 

 

安南詰 ？手 

 

柴田氏作の検討 

 

 

 
 
13飛、同玉、35角まではO.Kなんですが、ど

うも24銀合で25歩の守備力が強く、打開の方

法が無い。此の銀合利用の新作などどうでし

ょう。（一寸難カシイかも…） 

 

ドミノ詰。簡単なのはいくらでも出来るんで

すが、12作まとまるとなると、何かテーマが

必要かな。手数とか、詰上りの玉の位置とか

…。下図は13手詰ですが…。 
 
 No.155 

 

安南詰 13手 

 

2006年10月号へ発表 

 

此の形 

 
 
23金 同金 12金 同玉 22金 同金 24桂 13玉 

25銀 12玉 14銀 11玉 23銀成まで13手詰。 
 
安南詰もかしこ詰ですから、塚田流的発想で

妙手が１つでも許容範囲。後は捌けるか、捌

けなくても不快感を与えない…。或いは思い

切って長篇にしてしまう…どうも 

参考書が無いのはどうにもなりませんがね。

では亦。 
 
✽ドミノ詰：２×３とか３×４といった配置

の作品、の記憶です。 

 

一応、小石時代のシンプルなのを送ります。 

テスト用にどうぞ。 

10月中にもう一回お伺い…するかも？ 
 

 No.040 

 

安南詰 5手 

 

発表作 

1981年11月号 

 

 
 
ⓐ23飛 同銀 12飛 同銀 23とまで５手詰。 
 
紛れⓐ先に12飛だと同玉に32飛（王手ではな

い）が打てない。 

 

 No.057 

 

安南詰 5手 

 

発表作 

1984年８月号 

作品集 第７番妹 

 
 
11金 同歩 22銀 12玉 24桂まで５手詰。 

 

No.241 小石広志 

 

安南詰 

5手 

 

 未発表  

2005/10/20 

 

 

 

 
 

33角 同歩 22龍 同玉 23銀まで５手詰。 
 
これは簡単でしたか… 

 

 No.062 

 

安南詰 5手 

 

発表作 

1985年２月号 

 

 

 5 4 3 2 1  

     香  一 

   歩 香 角 二 

      三 

   桂  玉 四 

    歩  五 

       
持駒 飛角金銀 

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

      二 

     玉 三 

   銀  金 四 

      五 

       
持駒 金金金桂 

  
  
  
  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

      二 

   と  玉 三 

   銀 歩 歩 四 

      五 

       
持駒 飛飛  

 5 4 3 2 1  

     玉  一 

   角  飛 二 

   歩   三 

      四 

      五 

       
持駒 金銀桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       龍 桂 玉 一 

         二 

     角    三 

     歩    四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角銀  

 5 4 3 2 1  

       一 

   角  銀 二 

     玉 三 

    銀 角 四 

    歩  五 

       
持駒 飛飛  
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23飛 14玉 13飛打 同銀引 24飛成まで５手

詰。 

 

 No.045 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1982年４月号 

作品集 第17番 

 
  

21飛成 13玉 12金 同香 22龍 同歩 24銀 

まで７手詰。 
 
二歩禁応用。安南頻発の筋。 

 

 No.046 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1982年４月号 

作品集 第９番 

 
 

32飛 同歩 12馬 同香 24飛 同歩 23銀まで

７手詰。 
 
序から終までユルミなし。自画自賛。 

 

 No.056 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1984年５月号 

作品集 第７番 

 
 

11金 同香 13角 12玉 14銀 同角 22角成 

まで７手詰。 
 
これも頻出の手筋。 

 

 No.061改 
 
安南詰 7手 
 
発表作 

1985年２月号 

作品集 第11番 

の改作図（中央寄せ） 

 
 
53銀 51玉 61金 同角 62飛成 同金 63桂 

まで７手詰。 
 
まずまずの出来。 
 
まだまだありますが一応挑戦してみて下さい。 

 

No.242 小石広志 

 

安南詰 

13手 

 

 未発表  

2005/10/20 

 

✽関連図 

No.021･029 
 
 

43金 同玉 44金 52玉 54金 51玉 52角成 同

玉 53香 51玉 52金 41玉 42香成まで13手詰。 

 

 No.035 
 

安南詰 11手 
 

発表作 

1981年６月号 

作品集 第35番 

 
 

32銀 同玉 31桂成 23玉 32銀 12玉 Ⓐ11角

成 同玉 22成桂 同玉 31銀生まで11手詰。 
 
まぎれⒶ21成桂と動けない。（銀の性能） 

 

 5 4 3 2 1  

      香 一 

   角  玉 二 

   歩   三 

  角  飛 歩 四 

      五 

       
持駒 金銀  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

  銀  玉  二 

    歩 馬 三 

   馬  歩 四 

      五 

       
持駒 飛飛銀  

 5 4 3 2 1  

     玉  一 

   角  飛 二 

   香   三 

      四 

      五 

       
持駒 角金銀  

 7 6 5 4 3   

     銀   一 

 金  玉    二 

  飛  角   三 

       四 

       五 

        持駒 金銀桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

      玉   二 

    角     三 

         四 

         五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金金金香  

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

  歩  角  二 

  桂  玉  三 

   銀 歩 歩 四 

      五 

       
持駒 銀銀  
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 No.078 
 

安南詰 11手 
 

発表作 

1989年８月号 

作品集 第26番 

 
 

25桂 14玉 23銀 同角 26金 13玉 35金 14玉 

13桂成 同香 25金まで11手詰。 

 

No.243 小石広志 

 

安南詰 

7手 

 

 未発表  

2005/10/20 

 

✽関連図 

No.160 

 
 

19銀 同玉 37桂 18玉 28馬 同玉 38角まで

７手詰。 

 

 No.164 
 

安南詰 11手 
 
2007年５月号へ発表 
 
 

 

 
 

17角 16玉 28角 27玉 16角 28玉 38角 39玉 

48歩 28玉 37桂まで11手詰。 

 

【2006(H18)年１月10日】74歳 

No.1 

新年あけましておめでとう。常套句が何か空

ろな感じの年明けですね。雪、雪、雪、４ｍ

近い雪の壁。お手上げですね、これは…。 

 2006年は2005年の流れの儘に、問題山積。

それも殆んど解決不可能な、誰が、何処の国

が、どう処理するのか。そして何か答えが出

ても、それは正解でもなく誤答とも断じ切れ

ない。良識家ぶった発言はあっても、発言だ

けで実行するには予算がない。人智に欠けて

いる…。日本の将来なんて考えたくもなくな

る程、地球規模の変革はもうどの方向へ進む

のか。答えは無い大問題が山積。中国の暴走、

インドの急成長、それに伴う世界経済のひず

み。エネルギー問題。書いている中に主題は

何か解らなくなります。要は…と結べない。

まさにカオスの世界です。蝶々が飛べばアメ

リカで新型のトリインフルエンザが大流行。

恐ろしい空想ですが、本当、一寸先は闇です

ね。 

将棋世界2月号。ミクロコスモスを角建逸氏

が詳細に解説。すごいストーリーですね。詰

作家の何十人かは意欲を失わせる内容です。

馬鹿詰の加藤徹氏の図面も、図面だけ出てま

した。此の人たちは宇宙人でしょう。柴田さ

んも私も人間でいられるから（失礼！）、ま、

幸せというべきか。 

新年の将棋、碁ともにひどい出来。来年

N.H.Kも大きく変らないと、紅白なんかもう

終わりにすべきでしょう。シルクロードを中

心とした映像で勝負して欲しい。そうすれば

受信料も気持良く払えるというもんです。 

今年は世界レベルの野球とサッカーの年。

野球の方はともかく、サッカーはもし予選を

通り抜けるとすると、これはもうラッキーの

一語です。レヴェル的には日本は10何位とか、

嘘でしょう。中田、サントス級はもう時代お

くれ。高さとスピードと如何に体力で負けな

いか、この三つ。どれも日本はレヴェル以下。

でも意外性では野球の次がサッカーだと思う

ので、ひょっとしたら…。まあ、無い方が確

率は高そう。個人的には、1勝1負1分位。勝点

4で残れない！残念、が私の予想。 

安南詰。旧作５、７、９手で50局位、11手

以上で50局位と２冊にまとめ中。秀作となる

と10局位かな。普通作もヨチヨチ級に挑戦し

たいがどうも手筋ものしか思い浮かばない。

一層の事、馬鹿詰の方は…これも中々雅しい

世界ですね。 

一応旧作の中で形の広いのを紹介します。 

紹介済みで重複するかも知れませんが…。 
 

 5 4 3 2 1  

       一 

   角 桂 香 二 

     玉 三 

   歩 歩  四 

     歩 五 

       
持駒 金銀桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

         二 

         三 

         四 

        香 五 

         六 

      銀 桂  七 

      馬  玉 八 

       桂  九 

 持駒 角  

 5 4 3 2 1  

            香  五 

     歩 六 

   歩 玉  七 

      八 

  銀  桂
」 

香 九 

持駒 角  
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 No.046 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1982年４月号 

作品集 第９番 

 
 

32飛 同歩 12馬 同香 24飛 同歩 23銀まで

７手詰。 

 

 No.083 

 

安南詰 9手 

 

発表作 

1991年２月号 

作品集 第55番 

 

 

 
 
24桂 22玉 12桂成 14玉 13成桂 24玉 35銀 

33玉 34銀まで９手詰。 

  
 No.082 

 

安南詰 9手 

 

発表作 

1990年11月号 

作品集 第４番 

 

 
 
23飛 同角 12飛 同角 23と 31玉 22と 同角 

23桂まで９手詰。 
 

✽中略 

10日以后に連絡させて貰います。どうも走る

には寒い連日の日和ですね。御身体大切に。 

賀状、有難う御座いました。 

良い年にしたいですね、お互い…。では亦。 

✽後略 

 

No.2 

どうも長い間お会いしていないので。一応電

話連絡はしたのですが、留守番電話とぶつか

って…。一月はどうも寒さと体調（悪い訳は

無い!?）。一日中、同じ事のリフレインと云う

訳で…。一応、将棋世界だけ送らせて貰いま

す。 

田宮さんからも二度便りが届いているんです

が、例の新安南で馴じめず、返事に躊ってま

す。何れ、何等かの連絡はとらねば申し訳な

いんですが…。 

安南の方もぼちぼちです。柴田さん、どうで

す。結構作図の方、雅しい世界でしょ。検討

の方も大変ですし、私自身も何か作風（とい

う程でもありませんが…）が変われるものな

ら変りたいが、思うにまかせません。 

思う様にいかない。まあ此の世の常。それに

しても2006年に入っても、よくもまあ次から

次へとビッグニュースがテレビ、新聞で報ぜ

られてます。世界の動きも落ち着く先が見え

ないし、国内ではI.Tの方も、偽装問題も、大

雪による被害とか…。更には此の前マグニ…3

から4位いのが起こっているし。まあ明日は我

が身かと、ある程度は開き直りの日々です。 

一応安南の旧作、送ります。入玉型です。 
 
 No.074 

 

安南ばか詰 11手 
 

発表作 

1987年７月号 

作品集 第100番 

 
 

17銀 27玉 16銀 26玉 27銀 46玉 38銀 35玉 

36歩 26玉 37桂まで11手詰。 
 
１七銀からのスタートで気にいってます。 

銀の動きより玉の逃げ方が味噌。 

 

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

  銀  玉  二 

    歩 馬 三 

   馬  歩 四 

      五 

       
持駒 飛飛銀  

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

   桂  玉 二 

   飛   三 

      四 

    歩 飛 五 

      六 

   と   七 

       
持駒 銀桂  

 5 4 3 2 1  

   金  桂 香 一 

      二 

  銀 と  玉 三 

  角  歩 歩 四 

  角    五 

    歩  六 

       
持駒 飛飛桂 

 5 4 3 2 1  

            飛  五 

      六 

   歩   七 

    玉  八 

    桂 香 九 

持駒 銀  

柴田昭彦氏との私信 
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No.075 

 

安南詰 17手 

 

発表作 

1987年８月号 

作品集 第51番 

 

 

 
 
17角 16玉 15飛 27玉 28飛 37玉 26角 同桂 

17飛 27香 同飛寄 同角成 38香 同桂成 27

飛 同成桂 47角まで17手詰。 
 
結構難解 

角捨て…香合…詰上り。一応会心の作です。 
 
２月号の詰パラ。拙作登場に期待。では亦。 

 

【2006(H18)年２月６日】74歳 

相いも変わらず寒い日が続きます。一応毎

日とは行きませんが、D.V.Dを借りるとか、

何か敢えて用を作っては走っています。観る

のは洋画ばかりですが、結構金を喰うので、

他の費用（主に食費ですが…）を押さえるし

か無い様です。で、それ以外、金のかからぬ

詰棋（勿論安南ですが…）の作図とか、野球

とか。それとナン・プレの解いたのをもう一

度消去して、改めて解く（鉛筆で書いたもの

を消しゴムで消すという事）。結構何十冊もあ

るので（一冊で50題以上…）、一日があっとい

う間です。どうも冬場はテレビを余り観なく

なって、D.V.D以外は時々N.H.Kの深夜（0:00

～3:00a.m）番組を観る位。お蔭で生活のリズ

ムが昼寝型になっています。 
 

2月号 馬鹿詰 神無太郎氏、旨いの一言。

7手詰というヒントが、作品を解き易くしてい

るのは致し方ないとしても、何か詰手数以外

のヒントで、馬鹿詰へ挑戦！という別法が欲

しいですね。持駒4枚で7手だとどうしても解

けてしまう。残念ですね。少なくとも9手以内

は詰手数表示なしで、（何手以内）とかのヒン

トでは駄目ですかね。どうも詰上り玉の位置

とか、何かありそうに思うんですが…？ 
 

 

ばか詰 7手 

 

神無太郎氏作 

2008年2月号 

✽参考掲載 

 
 
29飛 同玉 19飛 同と 38角 18玉 27角打 

まで７手詰。 
 

百人一局集とか…三百人ですか。三百人な

ら長田富美男は入れるかな？ もう少し、せ

めて近将、詰パラあわせて20局位は入選して

いたら、多少大きな顔も出来るんですが…。

小石広志では一度死んでいますから、×です

し。 

表紙作（詰パラ）登場、柴田さんがトップ

ですね。実にタイミング良く採用されたもん

ですね。人間ツキが無いと運に見放される、

と謂う事ですか。 

2月中、中旬位、暖かいでも来れば電話連絡

します。守口の凸ちかんクラブも多少魅力を

感じますが、亦の機会に（亦があればの話し

ですが…）。 

20年位まえ、旭区（大宮町）辺で仕事をして

いました。今はどうなっているのか。大工大

近くのアパートで何とか生きていた時です。

都島の藤崎黒板K.Kで何年か…。人生いろいろ。

今は本当に生きているだけの毎日です。 
 
安南 新作２題と旧作をいくつか。 

分り易い筋ものですので手数の割りには…と

思います。 
 
 No.159 

 

安南詰 15手 

 

2007年３月号へ発表 

 

 

 
 
24桂 13玉 25角 12玉 43角成 ①11玉 12桂

成 同玉 22銀成 同玉 14桂 同玉 24歩成 同

玉 25馬まで15手詰。 
 

 5 4 3 2 1  

            歩  三 

  角   桂 四 

    玉  五 

  歩 歩  歩 六 

      七 

      八 

  角    九 

持駒 飛飛  

 5 4 3 2 1  

              五 

      六 

     歩 七 

    歩 と 八 

   と  玉 九 

持駒 飛飛角角 

 5 4 3 2 1  

    銀 桂  一 

  歩   玉 二 

    桂  三 

      四 

      五 

       
持駒 角桂桂  

柴田昭彦氏との私信 



107 
 

①13玉 25馬 12玉 22銀成以下早詰。変化の

少ない一本道ですが、一応捌けるので…。 

 

 No.155 

 

安南詰 13手 

 

2006年10月号へ発表 

 

 

 
 
23金 同金 12金 同玉 22金 同金 24桂 13玉 

25銀 12玉 14銀 11玉 23銀成まで13手詰。 
 
これも一本道。最后 成、不成いずれもＯＫで、

これも減点か。 
 
15手以上は数が少ないのですが、19手、21手

は発表済。23手は詰パラへ小石広志で応募し

たのですが、採用はされていない筈。３作と

もまずまずの出来と自負しているのですが…。 
 
 No.030 

 

安南詰 19手 

 

発表作 

1980年６月号 

作品集 第44番 

 

 
 
34飛 22玉 32銀行成 23玉 33成銀 22玉 32

銀成 12玉 13成銀 同玉 14歩 23玉 33成銀 

22玉 35飛 21玉 32成銀 12玉 15飛まで19手

詰。 
 
結構玉の逃げ方が難しい。 

 

 No.047 
 

安南詰 21手 
 

発表作 

1982年６月号 

作品集 第22番 

 
 

25桂 22玉 44馬 33桂 31銀 21玉 33桂生 12

玉 24桂 ①13玉 22銀生 同玉 21桂成 同玉 

32桂成 同玉 42角 21玉 31角成 12玉 22馬

まで21手詰。 
 
①同歩は34馬以下早い。 

９手目24桂が成立して本作成立。良型が救い。 

 

 No.225 

 

安南詰 23手 

 

作品集発表 

作品集 第52番 

 

 

 
 
22歩 31玉 23桂 21玉 11桂成 同玉 21歩成

同玉 23香 31玉 22香成 同桂 23桂 42玉 53

角成 33玉 45桂 23玉 33桂成 同歩 24歩 15

玉 26馬まで23手詰。 
 
こんだけの長手数だが導入部と終盤とのバラ

ンスがどうか。作図当時は天下を取った様な

気がして、今はなつかしい思い出です。 

✽中略 

ナンバー・プレイス。外にも何種類の型があ

り、結構苦しめられ楽しめます。時間がどん

どん過ぎていって、一日が終わります。生き

ている事は苦しいよりも楽しい方がgoodなの

は判りきった事。詰棋を知らない人、詰碁を

知らない人、チェスを知らない人、オセロ（こ

れは私も判りませんので残念！）の何たるか

も判らぬ人。世の中不幸な人が多い。テロリ

ストに安南詰を教えたら、テロをやめてくれ

るかも?! ビン・ラディンさんと文通出来る

ものなら…（アホな話）。少くとも俺達は日本

の官僚達よりは羨んで馬鹿である事は間違い

ない。（何を書いているのか判らなくなって）

では亦。 

 

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

      二 

     玉 三 

   銀  金 四 

      五 

       
持駒 金金金桂 

 5 4 3 2 1  

     銀 香 一 

      二 

   銀  玉 三 

      四 

   飛   五 

    歩  六 

       
持駒 歩 

 5 4 3 2 1  

   と  桂 香 一 

   角   二 

    歩 玉 三 

   馬  歩 四 

      五 

       
持駒 銀桂  

 5 4 3 2 1  

   馬  玉 香 一 

 歩  桂  香 二 

  銀    三 

  角  歩 歩 四 

 銀     五 

  歩 歩   六 

       
持駒 桂3歩2 
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【2006(H18)年２月17日】74歳 
 

 

安南詰 7手 

 

柴田氏作の検討 

 

 

 
 
34角成 32玉 Ⓐ22と 同桂 33歩 同飛 21銀

まで7手 ですか。 

Ⓐ22銀打は同桂で逃れているみたい。 

多分完全と思います。 
 

 

安南詰 ？手 

 

柴田氏作の検討 

 

 

 
 
不詰と思います。 

初手43飛が絶対。同玉でoutと思います。 
 
上記2作が、多分御指摘の安南局と思います。 

 

此の御便りの時は、弘光弘氏の御名前があり

ましたが、作品を見た記憶がありますが、も

う一つ印象が薄い（弘光弘氏に失礼!?）。 
 
安南詰。今の所、中段玉か入玉図に挑戦中で

すが、結構難しい。 
 
300人か400人か一局集、楽しみですが、と金

4枚の拙作。ちょっと冗長な感じといって、他

に候補作も有る訳も無し。一局一握り詰（金

二銀二桂二香二歩二）が、どっか脳の端っこ

の方にあります。もう一度お借りしている作

品等を再見して返事します。（部屋の中を整理

中。どこかにある筈…。次便にでも…） 

では亦。 
 
安南 新作１題、旧作すこし。 

解は省きます（割合簡単ですので…）。 
 
✽手紙では 

 No.148 

 

安南詰 9手 

 

2006年４月号へ発表 

作品集 番外102番 

 

 
 
23角 31玉 22桂 同玉 32角成 34玉 23馬 43

玉 32馬まで９手詰。 
 
詰上り同型。 

 

 No.078 
 

安南詰 11手 
 

発表作 

1989年８月号 

作品集 第26番 

 
 

25桂 14玉 23銀 同角 26金 13玉 35金 14玉 

13桂成 同香 25金まで11手詰。 
 
得意のパターン。最終は金一枚の攻駒。 

 

 No.011 

 

安南詰 13手 

 

発表作 

1968年10月号 

作品集 第37番 

 

 
 
22金 同金 24桂 同歩 23銀 11玉 22銀成 同

玉 23金 14玉 37角 25歩 24金まで13手詰。 
 
遥か昔に俺は天才！と思った。今思えば何と

もハヤ。 
 
将棋世界2月号。附録に小林敏樹氏の短篇集。

仲々の内容です。天才ですネ。今年の付録は

楽しみです。 
 
亦々電話します。20日前～25日位の間に…。

例のパチンコ、5回で打上げ。\25.600-でした。

それから西成で2回挑戦。約\20.000-の出費。

 5 4 3 2 1  

   歩 香 と 銀 一 

      二 

 飛 角 桂 玉 歩 三 

      四 

      五 

       
持駒 銀歩  

9 8 7 6 5 4 3   

   歩 香 と 銀   一 

     歩   二 

 飛 角 桂 玉    三 

        四 

        五 

          持駒 飛銀歩   

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

  歩 玉   二 

  飛    三 

  飛    四 

   歩 歩  五 

       
持駒 角桂  

 5 4 3 2 1  

       一 

   角 桂 香 二 

     玉 三 

   歩 歩  四 

     歩 五 

       
持駒 金銀桂  

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

   金  玉 二 

   歩 歩 歩 三 

      四 

      五 

   歩   六 

       
持駒 角金銀桂 
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ダメですね。 

✽後略 

 

【2006(H18)年４月11日】74歳 

もう四月ですね。堺市も政令・・市になった

とか。昔の堺を知る私からみれば、本当隔世

の感があります。1940年頃は10万そこそこだ

ったんですから…。電話番号も覚えています

が、42番（勿論壁かけで手廻し呼び出しです

…）。2桁でO.Kなんて信じられる!? 

扨て、貴作安南詰（下図） 
 

 

安南詰 ？手 

 

柴田氏作の検討 

 

 

 
 
推敲不足。初手22と捨で余（早）詰みたい。 

再検討をどうぞ。 
 
新作（安南詰） 
 
No.244 小石広志 

 

安南詰 

9手 

 

 未発表  

2006/ 4/11 

 

 

 

 
 

43銀 同金 44桂 31玉 22角成 42玉 31馬 同

玉 32金まで９手詰。 
 
新作の方もボチボチ。稍っと４月号２作登場。

詰上り元の型になるという指摘も無いので、

解説の方どうかと思うんですが。載ったから

まあ良いが…。 
 
将棋世界。相変らず5手～7手詰に好作が多い。

どうも短手数に関してはプロの方が数段上の

感じ。 

順位戦最終決着。先崎でも落ちるんだからB1

も恐い所。名人戦どうでしょう。どうも森内

防衛の様な気がするんですが…。 

（4-1か4-2位） 
 
暖かくなりました。4月20日以后にでもお会い

出来たらと思います。では亦。 

✽後略 

 

【2006(H18)年10月18日】75歳 

16日はどうも…。 

早速ですが、貴作下図簡単なダメです。 
 

 

安南詰 ？手 

 

柴田氏作の検討 

 

 

 
 
初手 34竜 24歩下 26桂 15玉 27銀 14玉 16

銀まで。 

何かをおくのももう一つ。15歩を香にする手

もありますが…。どうも、もう一つ。 

創作は難しいんです。本当…。 
 
どうも。詰パラ長田富美男で一握り詰（金二、

銀二、桂二、香二、歩二…）。もし図面が合れ

ば、次回にでも紹介して下さい。 
 
我が家の地図。もう一回念押し…。 
 
                

                

                

                

 清美荘 

2F11 

      
自 

彊 

館 

   阪 

          堺 

 自テン 

車家 

         線 

  文 今 宮 小      

                

今宮 

センター 

  文 今 宮 小        

             

 

 5 4 3 2 1  

   歩 香 と 銀 一 

     歩 二 

 飛 角 桂 玉  三 

      四 

      五 

       
持駒 飛銀香  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

 
 

    金 玉   二 

      角 歩 銀 三 

      歩  歩 四 

     歩  桂  五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金銀桂  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

   龍 角  二 

      三 

     玉 四 

     歩 五 

       
持駒 銀桂  
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 No.018     手紙No.01 
 

安南詰 5手 
 

発表作 

1970年１月号 

作品集 第５番 

 
 

①23飛 ②31玉 22飛成 同玉 23馬まで５手

詰。 
 
①22飛では以下31玉 23馬 42玉 以下不詰。 

②同歩は22銀成以下駒余り。 

 

 No.046     手紙No.02 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1982年４月号 

作品集 第９番 

 
 

32飛 同歩 12馬 ①同香 24飛 同歩 23銀 

まで７手詰。 
 
①同馬では23銀の一発。 

 

 No.024     手紙No.03 
 

安南詰 9手 
 

発表作 

1979年10月号 

作品集 第33番 

 
 

24桂 13玉 31角 ①22桂合 25金 同桂 12桂

成 24玉 42角成まで９手詰。 
 
①桂合以外は12桂成捨で早詰。12桂合の意は

23歩が桂に化けて35の地点に効きが生じ…。 

 

 

✽2004年11月に手作り版作品集は完成済。

2006年時点での30作は抜粋になります。

104ページ文末の文言と併せて最終完成版

の候補作と思わせる内容です。 

 

No.025     手紙No.04 

 

安南詰 11手 

 

発表作 

1979年10月号 

作品集 第15番 

 

 
 
14飛 16歩合 同飛 27玉 17飛 26玉 16歩 25

玉 35龍 同玉 26歩まで11手詰。 
 
敢えて謂うなら…飛び歩詰。 

 

 No.057     手紙No.05 
 

安南詰 5手 
 

発表作 

1984年８月号 

作品集 第７番妹 

 
 

11金 同歩 22銀 12玉 24桂まで５手詰。 

 

 No.056     手紙No.06 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1984年５月号 

作品集 第７番 

 
 

11金 同香 13角 12玉 14銀 同角 22角成 

まで７手詰。 
 
姉妹局だが可成り味が違うので…。 

 

 No.070     手紙No.07 
 

安南詰 9手 
 

発表作 

1986年12月号 

作品集 第21番 

 
 

22飛 13玉 23飛成 同玉 35銀 12玉 22角成 

 5 4 3 2 1  

   金 銀 桂 香 一 

   玉   二 

  歩 歩  歩 三 

    馬  四 

      五 

       
持駒 飛  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

  銀  玉  二 

    歩 馬 三 

   馬  歩 四 

      五 

       
持駒 飛飛銀  

 5 4 3 2 1  

      香 一 

     玉 二 

   桂 歩  三 

     歩 四 

      五 

       
持駒 角金桂  

 5 4 3 2 1  

           桂 飛  四 

      五 

  桂    六 

      七 

     玉 八 

   龍 桂  九 

持駒 なし  

 5 4 3 2 1  

     玉  一 

   角  飛 二 

   歩   三 

      四 

      五 

       
持駒 金銀桂  

 5 4 3 2 1  

     玉  一 

   角  飛 二 

   香   三 

      四 

      五 

       
持駒 角金銀  

 5 4 3 2 1  

    角 桂 香 一 

   馬  玉 二 

      三 

   歩  歩 四 

      五 

       
持駒 飛銀  
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同馬 23歩成まで９手詰。 
 
あっさり系。 

 

 No.066      手紙No.08 
 

安南詰 11手 
 

発表作 

1985年９月号 

作品集 第６番 

 
 

22飛 31玉 53角 ①42飛合 同角成 同銀 51

飛 ②同銀 32銀 22玉 23銀生まで11手詰。 
 
①絶対の合。23への効きが生じる。 

②41飛合が出来れば…？？？ 

 

 No.040     手紙No.09 

 

安南詰 5手 

 

発表作 

1981年11月号 

 

 
 
①23飛 同銀 12飛 同銀 23とまで５手詰。 
 
①手順前后は効かない。 

 

 No.061改     手紙No.10 
 
安南詰 7手 
 
発表作 

1985年２月号 

作品集 第11番 

の改作図（中央寄せ） 

 
 
53銀 51玉 61金 同角 62飛成 同金 63桂 

まで７手詰。 
 

 No.080     手紙No.11 
 

安南詰 9手 
 

発表作 

1990年５月号 

作品集 第24番 

 
 

13金 同桂 22角成 同桂 13金 同玉 24金 同

玉 ①35金まで９手詰。 
 
①33歩が最終の35金を成立させる。 

 

 No.078     手紙No.12 
 

安南詰 11手 
 

発表作 

1989年８月号 

作品集 第26番 

 
 

25桂 14玉 23銀 同角 26金 13玉 35金 14玉 

13桂成 同香 25金まで11手詰。 
 
全体を一段ずらす事で成立。 

 

 No.017改    手紙No.13 
 

安南詰 5手 
 

発表作 

1970年１月号改 

作品集 第１番 

 
 

11金 同玉 22香成 同玉 23銀まで５手詰。 
 
素朴な基本型。小駒一式へのコダワリ

・ ・ ・ ・

もある。 

 

 No.045     手紙No.14 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1982年４月号 

作品集 第17番 

 
 

 6 5 4 3 2 1  

  香  銀  桂  一 

    玉   二 

   歩    三 

   歩    四 

       五 

        
 持駒 飛角銀  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

      二 

   と  玉 三 

   銀 歩 歩 四 

      五 

       
持駒 飛飛  

 7 6 5 4 3   

     銀   一 

 金  玉    二 

  飛  角   三 

       四 

       五 

        持駒 金銀桂  

 5 4 3 2 1  

    角 桂 香 一 

     玉 二 

   歩 歩  三 

      四 

      五 

       
持駒 金金金金 

 5 4 3 2 1  

       一 

   角 桂 香 二 

     玉 三 

   歩 歩  四 

     歩 五 

       
持駒 金銀桂  

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

     玉 二 

     歩 三 

    香  四 

      五 

       
持駒 金銀  

 5 4 3 2 1  

      香 一 

   角  玉 二 

   歩   三 

  角  飛 歩 四 

      五 

       
持駒 金銀  

柴田昭彦氏との私信 



112 
 

21飛成 13玉 12金 同香 22龍 同歩 24銀 

まで７手詰。 
 
二歩禁は作図し易い命題。 

 

 No.022     手紙No.15 

 

安南詰 9手 

 

発表作 

1979年10月号 

作品集 第14番 

 

 
 
13金 ①同玉 24銀 ②12玉 32飛 11玉 22飛

成 同玉 13銀成まで９手詰。 
 
①同桂は24飛以下。 

②14玉は13飛以下。 

45角の置駒が心残り。 

 

 No.035     手紙No.16 
 

安南詰 11手 
 

発表作 

1981年６月号 

作品集 第35番 

 
 

32銀 同玉 31桂成 23玉 32銀 12玉 ①11角

成 同玉 22成桂 同玉 31銀生まで11手詰。 
 
①21銀成では23玉で不詰。 

21成桂と指せないのが安南。 

 

 No.127     手紙No.17 
 

安南詰 5手 
 

発表作 

2003年３月号 

作品集 第90番 

 
 

32金 同金 22龍 同金 32金まで５手詰。 
 
２度の32金が味。 

 

 No.101     手紙No.18 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1999年９月号 

作品集 第58番 

 
 

22金 同玉 13金 同桂 33金 同玉 34角成 

まで７手詰。 

 

 No.139     手紙No.19 
 

安南詰 9手 
 

発表作 

2004年11月号 

作品集 第95番 

 
 

13銀 同玉 31角 22銀合 12金 同角 22角成 

同玉 23銀まで９手詰。 
 
絶対手順だが、何か惹かれませんか。 

 

 No.112     手紙No.20 
 

安南詰 11手 
 

発表作 

2001年１月号 

作品集 第20番 

 
 

21金 同玉 22金 同玉 33金 11玉 21金 同桂 

22金 同玉 23銀まで11手詰。 
 
詰上りはやはり桂頭玉頭銀。 

 

 No.082     手紙No.21 

 

安南詰 9手 

 

発表作 

1990年11月号 

作品集 第４番 

 

 
 

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

      二 

      三 

   銀  玉 四 

  角   歩 五 

    香  六 

       
持駒 飛金銀  

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

  歩  角  二 

  桂  玉  三 

   銀 歩 歩 四 

      五 

       
持駒 銀銀  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

  金    二 

   玉 銀 龍 三 

 馬  歩 歩  四 

      五 

       
持駒 金金  

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

   桂  歩 二 

    角 玉 三 

      四 

    歩 と 五 

       
持駒 金金金  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

     玉 二 

    角  三 

    歩 歩 四 

      五 

       
持駒 角金銀  

 5 4 3 2 1  

      玉 一 

   桂  桂 二 

      三 

      四 

      五 

       
持駒 金4銀  

 5 4 3 2 1  

   金  桂 香 一 

      二 

  銀 と  玉 三 

  角  歩 歩 四 

  角    五 

    歩  六 

       
持駒 飛飛桂 
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23飛 同角 12飛 同角 23と 31玉 22と 同角 

23桂まで９手詰。 
 
Ｎｏ．９がベース。 （✽手紙No.09） 

 

 No.013     手紙No.22 

 

安南詰 11手 

 

発表作 

1969年５月号 

作品集 第30番 

 

 
 
16龍 同玉 28角 27玉 16角 28玉 38角 39玉 

48歩 28玉 37桂まで11手詰。 
 
配駒？（こんな無いかな？）が旨く仕上った。 

 

 No.011     手紙No.23 

 

安南詰 13手 

 

発表作 

1968年10月号 

作品集 第37番 

 

 
 
22金 同金 24桂 同歩 23銀 11玉 22銀成 同

玉 23金 14玉 37角 25歩 24金まで13手詰。 
 
此れ以外の良型は望めない。 

 

 No.086     手紙No.24 
 

安南詰 17手 
 

発表作 

1991年７月号 

作品集 第８番 

 
 

37馬 39玉 49金 同玉 59金 39玉 ①48馬 28

玉 37馬 39玉 38金 29玉 28金 19玉 27金 

18玉 28馬まで17手詰。 
 
48馬の廻り道が入って、評価が上がった？ 

 

 No.028     手紙No.25 
 

安南詰 19手 
 

発表作 

1980年２月号 

作品集 第40番 

 
 

34飛 23銀上 25桂 12玉 24飛 21玉 13桂生 

11玉 21桂成 同玉 23飛成 同桂 32銀 12玉 

23と 11玉 24桂 22玉 12桂成まで19手詰。 
 
少ない駒数と４×４枠で旨くまとまった。 

 

 No.047     手紙No.26 
 

安南詰 21手 
 

発表作 

1982年６月号 

作品集 第22番 

 
 

25桂 22玉 44馬 33桂跳 31銀 21玉 33桂生

12玉 ①24桂 13玉 22銀生 同玉 21桂成 同

玉 32桂成 同玉 42角 21玉 31角成 12玉 22

馬まで21手詰。 
 
①に対し取ると34馬以下で駒余り。 

仕上りで41と置き去りがチョッピリ残念。 

 

 No.142改    手紙No.27 

 

安南詰 15手 

 

発表作 

2005年３月号 

改作図 

 

 
 
24銀右成 12玉 13歩 同桂 23成銀 同桂 13

歩 同玉 14歩 12玉 22銀引成 14玉 24銀成 

同玉 25銀まで15手詰。 
 
発表時は図面が違ったが、解説者その他解答

者から10人もの余詰誤指摘があった。ちょっ

と嬉しい様な悲しい様な…。 

 5 4 3 2 1  

           桂   四 

    香  五 

  龍    六 

   歩 玉 角 七 

      八 

  銀  桂
」 

香 九 

持駒 なし  

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

   金  玉 二 

   歩 歩 歩 三 

      四 

      五 

   歩   六 

       
持駒 角金銀桂 

 5 4 3 2 1  

              五 

    馬  六 

  香    七 

   玉 歩  八 

    桂 香 九 

持駒 金金金  

 5 4 3 2 1  

    桂 と  一 

     銀 二 

   と  玉 三 

  角    四 

      五 

       
持駒 飛桂  

 5 4 3 2 1  

   と  桂 香 一 

   角   二 

    歩 玉 三 

   馬  歩 四 

      五 

       
持駒 銀桂  

 5 4 3 2 1  

    銀 桂 香 一 

      二 

   銀 玉 銀 三 

      四 

      五 

     銀 六 

       
持駒 歩歩歩 
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 No.111     手紙No.28 

 

安南詰 15手 
 

発表作 

2000年11月号 

作品集 第70番 

 
 

16銀 同桂 26馬 同桂跳 33角 25玉 24角成 

36玉 46馬 25玉 34銀 15玉 24馬 同玉 25銀

まで15手詰。 
 
序だけ。５手目以下は安南詰の定石？ 

 

 No.117     手紙No.29 

 

安南詰 19手 

 

発表作 

2001年10月号 

作品集 第64番 

 

 
 
53桂 同桂 52角成 31玉 53馬 42金 43桂 41

玉 52桂成 32玉 31桂成 33玉 32成桂 同金 

22銀生 同金 43成桂 34玉 26馬まで19手詰。 
 
９手目からＶｏｌｕｍｅをあげる。 

 

 No.110     手紙No.30 

 

安南詰 21手 
 

発表作 

2000年10月号 

作品集 第71番 

 
 

58金 49玉 48金 39玉 47金 28玉 38金 同玉 

48馬 28玉 38金 17玉 27金打 18玉 28金引 

19玉 29金 同玉 39馬 18玉 28馬まで21手詰。 

 

【2006(H18)年10月30日】75歳 

相当、過し易くなりました。とは謂うものの、

例年よりは可成り高い気温みたい。此の所、

自転車でコロガリまくってます。週に3回は堺

市内へ入ってます。コースは東寄りのアビコ

道からの南下。金岡あたりまで、北三国丘か

らのターンで。もう一つは東の方へ近畿自動

車道を越えてターンする。いずれも2.00～

2.30分位。 

 

貴作。これは旨くまとまったみたいですね。

下図の様に思い切って位置を変える手もあり

そう。但し、角は成角になりますね。詰上り

55玉はどうでしょう。 
 

 

安南詰 9手 

 

柴田氏作の改作案 

 

 

 
 

36飛 同歩 57馬 55玉 45と 同桂 Ⓐ56香 同

飛 44銀まで９手詰。 
 
✽余詰 Ⓐ46銀 同飛 56香まで 
 
拙作の方、一寸強引なので気がひけるんです

が…。 
 
 No.170 

 

安南詰 

9手 

 

2007年9月号 

へ発表。 

 

 

 

 
 

67金 76玉 88飛 67玉 13角 56桂合 57角成 

59玉 89飛まで９手詰。 

 

 5 4 3 2 1  

              二 

    桂  三 

    桂 桂 四 

  と 馬  玉 五 

      六 

       
持駒 角銀銀  

 5 4 3 2 1  

   玉  桂 銀 一 

  桂    二 

    歩  三 

  桂 角   四 

  と  歩  五 

   歩   六 

       
持駒 桂 

 7 6 5 4 3   

                五 

       六 

   馬    七 

       八 

   玉    九 

持駒 金金金   

 7 6 5 4 3   

                三 

  歩 香 と 銀  四 

     歩  五 

 飛 馬 桂 玉   六 

       七 

        持駒 飛銀香   

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

          一 

        と 二 

         三 

         四 

  金       五 

 金  桂      六 

  玉       七 

   飛 歩     八 

香         九 

 持駒 角金  
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No.245 小石広志     余詰 

 

安南詰 

15手 

 

 未発表  

2006/10/30 

 

 

 

 
 

26金 14玉 Ⓐ27桂 25玉 15桂 14玉 23桂成 

同歩 13銀成 同香 25金 16玉 26金 17玉 27

金まで15手詰。 
 
どちらも、もう一つキレ

・ ・

が足りない感じ。 
 
✽余詰 

Ⓐ13銀成 同香 25桂 同歩 同金 16玉 26金 

17玉 27金まで。 
 
天候も良いし、まだまだ当分走ります。1日2

～3時間位はね…。では亦。11月上旬にお伺い

します。 

 

【2007(H19)年11月１日】76歳 

11月号、頂戴致しました。どうも解答能力が

落ちて来たのか？ 小学校までが精一杯とい

う現状です。 
 

大正、昭和初期の一流（でない人もいます

が…）どころ、消息不明とは悲しいですね。

何か人事で無い気持です。古い人はともかく、

稲富豊、西田尚史、河内繁夫、岸本雅美、な

どなど吃驚です。市川靖雄、不明。何故か此

の人の作品を苦労して解いた記憶が残ってい

ます。 

本当に平成もあっという間に19年。それも

残り60日。拙にとっては良くも悪くもまあま

あの一年でした。長田富美夫で復活はちょっ

と欲張りだが、まあ、詰パラもお付き合いし

て貰いましょう。 
 
稍っと涼しくなって来ました。自転車でいつ

ものコースを走ったり、密室の中では旧作を

ゴソゴソいじくったり、例のナンバープレイ

スにいどんだり。他にも何やかやと忙しい毎

日ですが、まあ毎日毎日がワンパターン。そ

れも良いかもしれません。 
 
いやー驚きました。柴田さんも元気ですね。

天牛の古本をあさりつつ、新刊の将棋世界は

まだだなあ。オヤ、近将の12月号がもう出て

るぞ。まあちょっと立読み…。何と貴方の作

品が解説。更に新題が載っている。結構大好

評ですし、難しそうです。やりますね。お目

出度うと謂うべきか？ 登場回数も凄いです

ね。いや本当驚いています。 
 
中日が3勝1敗。どうも日ハムはペースをつか

めずに終わりそうですね。中日のメンバーも

福留が抜けると、飛車落みたいですが、日ハ

ムは五番以下が2軍のオンパレードですし、札

幌に戻れたとしても厳しいですね。落合は好

きにはなりませんが、まあセ・リーグの中で

は矢張り抜きん出た監督ですね。日ハムのヒ

ルマンですか、アメリカと契約して悠々とベ

ンチで指揮している。誰も批判も非難もしな

いのにも驚いてます。 
 
最期に発表はしない積りの安南詰を紹介して

…。 

また、十日までに天気と相談して電話させて

戴きます。 

では亦。 
 
 No.178 原図 

 

安南詰 3手 

 

2009年１月号へ発表 

左右反転図 

✽原図は短評通りＫⅡ 

 
 

67角 65玉 45角まで３手詰。 

 

【2009(H21)年２月20日】77歳 

長い間、御無沙汰でした。風邪ですか。小生

も2月は殆ど風邪との斗いでした。煙草も原因

でしょうが、喉と咳で苦しめられました。稍

っと治まった感じですが、一応食后薬の服用

を続けている有様です。 

1月、2月と安南で結構アッピール出来たので

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

         香 一 

         二 

      銀   三 

      歩 銀  四 

      角 玉  五 

         六 

         七 

      銀  飛 八 

         九 

 持駒 金桂  

 7 6 5 4 3   

         
       三 

  歩  と   四 

  飛 玉    五 

  歩  歩   六 

       七 

        持駒 角   
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すが、此の所、安南馬鹿へ傾いてしまって、

主流の方がお留守になってます。長田富美夫

の方は音沙汰無し。解答も小学校までとペー

ス・ダウンです。 

趣味のナンバー・プレースの方も月刊（2月に

またがるケースもある）誌2冊といった所。外

を走ってない分、時間が遊んでいます。1円パ

チンコもペース・ダウン。2月で≒10.000-位

のロスです。店舗が増えたのですが、却って

逆効果です。まあボツボツ遊んでいます。 

３月になったら多少外出出来そうなので、其

の時に連絡させて戴きます。 
 
で、安南詰の方へ…。 
 
 No.197 

 

安南詰 9手 

 

2010年２月号へ発表 

作品集 番外107番 

 

 
 
21飛成 13玉 12金 23玉 22金 同角 33金 同

桂 35桂まで９手詰。 
 
まだ十分には検討していませんが多分ＯＫ…。 

 

No.246 小石広志     余詰 

 

安南ばか詰 

9手 

 

 未発表  

2009/ 2/ 20 

 

 

 

 
 

Ⓐ24桂 13玉 12桂成 14玉 37角 25と 13成

桂 同桂 26桂まで９手詰。 
 
こちらも９手詰。１九龍は必要みたい。 

（24桂 18玉 37角 27金合…以下） 
 

✽余詰 

Ⓐ24桂 同銀 23角 13玉 25桂 同銀右 14角

成 22玉 23馬まで。 

Ⓐ24桂 17玉 39角 28金 同角 18玉 27桂 29

玉 39金まで。など… 

 

【2009(H21)年12月22日】78歳 

永い間、返事も出来ずに申し訳もありません。 

例の「400人一局集」草稿をもう一度柴田さん

に送って確認を頂いてから、と思ったのです

が、柴田さんの印刷を参考に何とかものにし

たので、其の儘送付します。写真はパスしま

した。（例の御写真の件で、3枚程撮ったので

すが、余りにも小さいので…） 

十月、何回か御電話したのですが何故か通じ

なくて、十一月、十二月に入ってからと思っ

ているうちに、どうもインフルエンザにやら

れたかなと医者に診て貰い、たんなる風邪と

いうことでほっとしたんですが、一向に症状

に変わりないので参っています。幸い熱が全

く出ないタイプでそうひどくは無いんですが、

どうしても外出も臆くうになってしまいまし

た。ということで、今年はもうこの儘正月へ

直行。来年、暖かい日が来て何とかお会い出

来ればと思ってます。来年、何日がO.Kか新

年号のパラダイスで御連絡頂ければ。（電話番

号もファックス番号ともども恐れ入りますが

再確認ということで…） 
 
幼稚園担当の酒井さんから３通も長田作につ

いて丁重な検討を頂いて、驚きました。どう

も普通作の創作力（安南の故でしょうか？）

可成りダウンしてしまったみたい。まあ、こ

れにこりないで応募する積りですが…。 

では良いお年を。 

 

【2010(H22)年１月26日】78歳 

長い間御会いしていません。電話も無し。ど

うも十二月、一月と何という事も無く（はな

いんですが…）過ぎてしまったみたい。毎日

何をしているのかワン・パターンになりつつ

あります。自転車旅行？もぐんと減る一方で

す。此頃殆ど一日一食か二食。体重が55kgを

前后しています。 
 

 5 4 3 2 1  

   桂 飛  香 一 

    金 玉 二 

  角    三 

 歩 角 歩 歩 歩 四 

      五 

       
持駒 金桂  

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

       金 
 
桂 香 一 

        玉 二 

       銀  三 

      銀   四 

         五 

      歩 と  六 

         七 

         八 

        龍 九 

 持駒 角桂桂  

柴田昭彦氏との私信 
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長田富美夫作が酒井さんからの検討で全滅み

たい。 

１月応募しましたが、本当に腐っています。 

安南の方は、どうも馬鹿の方へ重力が傾きつ

つあります。貴兄が御指摘の様に、普通の安

南詰、何か新路線（といっても、すぐには思

い付かない…）を見付けないと…。 

100回記念作なんてとてもとても。野球の名選

手の科白じゃ無いが通過点と謂う事になりそ

うです。 

何かありましたら、２月号の詰パラの中で御

連絡お願いします。 

安南の新作２題送ります。 

2月には暖かい日を見付けて電話します。 

では亦。 
 
 No.201 

 

安南詰 13手 

 

2010年７月号へ発表 

作品集 番外108番 

 

 

 

 
 
13金 同玉 24金 同歩 14金 12玉 13金打 同

桂 22馬 同桂 13角 14桂 22角成まで13手詰。 
 
後半は例の頻出の手筋です。伏線は小石広志

当時の下記の作品です。まあ我田引水的です

が価値から謂えば、小石≫Ｓｕｂですネ。 

 

 No.080 
 

安南詰 9手 
 

発表作 

1990年５月号 

作品集 第24番 

 
 

13金 同桂 22角成 同桂 13金 同玉 24金 同

玉 35金まで９手詰。 

 

No.247 小石広志     余詰 

 

安南ばか詰 

5手 

 

 未発表  

2010/ 1/26 

 

 

 

 
 

Ⓐ13桂成 同桂 37角 25馬 26桂まで５手詰。 
 
此れは一寸簡単すぎたかな。 

まあ最近は此の程度が稍っとです。 
 
✽余詰 

Ⓐ13桂成 25玉 16角(17桂) 24玉 14成桂まで 

Ⓐ13桂成 24玉 46角(以遠) 35馬 37桂まで 
 
どうも再検討すると、長田もＳｕｂも2/3は没

です。大変ですね、創作も。最近漸く気付い

て来た、と謂う訳。 

 

【2011(H23)年3月18日】80歳 

長い間お会いしていませんので、連絡の意味

と無事を伝えたいのでお便りしました。 

東北大震災、驚きです。原子炉、或る程度予

測された事ですし、此れに関しては呆れては

いるものの、想定内の事だと思います。もう

余生も後僅かだろうし、此れからの日本どう

なるか関心もありません。 

まあ、そんな事より、ぼつぼつと長田富美

夫もＳｕｂも顔を出しているので御安心の程

を…。 

パチンコの方はどうですか。小生の方はど

うも不調です。一円パチンコでも収入減は馬

鹿になりません。最近は一寸パチンコから離

れています。 

 

三桂クラブ（新世界の将棋クラブ）には週

一回位で詰将棋が載るんですが、久し振りに

好作を拝見したので紹介します。今月中に電

話させて貰うかも。（判りませんが…） 
 

 5 4 3 2 1  

    桂 桂 香 一 

   馬 馬 玉 二 

   歩 歩  三 

      四 

      五 

      六 

     歩 七 

       
持駒 金金金金 

 5 4 3 2 1  

    角 桂 香 一 

     玉 二 

   歩 歩  三 

      四 

      五 

       
持駒 金金金金 

9 8 7 6 5 4 3 2 1  

        桂  一 

         二 

       歩  三 

      歩  玉 四 

       桂  五 

      歩 馬  六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 角桂  

柴田昭彦氏との私信 
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普通詰 11手 

 

作者不明 

手順記載なし 

 

 
 
25香 24金 32歩成 12玉 23と 同金 14龍 同

金 22と 13玉 23とまで11手詰。 
 
変化も割り切れている。誰の作でしょう？ 

p.s. 

花見の頃には中之島まで走っていきます。ま

だまだ体力には自信があります。柴田さんも

無理せず、御自愛下さい。東北の方、何人か

は会員が減った事でしょう。 

では亦。 

 

【2011(H23)年12月12日】80歳 

No.1 

御返事遅れて申し訳ありません。 

12月号、またまた神無一族に踏み荒らされた

感じ。柴田さんも412回とはすごいですね。ま

あ、岡田敏さんは抜けそうも無い。 
 
田宮氏の訃報。11月に純子夫人から御一報を

戴きました。まあ、お付き合いは無く、御返

事もしていませんが。老兵は消えていきます

ね。小生もやがて仲間入りする訳ですが…。 
 
貴作安南。初手44金以下どうも詰むと思いま

すが、何かとんでも無い感違いかも知れませ

ん。本当、最近解図力が極端に落ちた様で不

安感があって…。 
 
という事で、最近見掛けた同じ手数13手詰。 

２作紹介させて頂きます。中々の作と思いま

す。 

では亦。 
 

 

普通詰 13手 

 

作者不明 

手順記載なし 

 

 
 

22銀 同金 21金 同金 33馬 22金上 23桂 12

玉 24桂 21玉 32桂成 同金 11馬まで13手詰。 

 

 

普通詰 13手 

 

作者不明 

手順記載なし 

 

 

 
 
22角成 同玉 23飛 12玉 11金 同玉 13飛成 

21玉 11龍 同玉 23桂成 21玉 12香成まで13

手詰。 
 
✽田宮克哉氏：2011年９月逝去 

 

No.2 

疑問に思った事。四百人一局集、若島正さん

が抜けていますね。ファン投票だと恐らくベ

スト・スリーに入ると思うんですが…。 
 
私のファンも一人おりました。昔々に気張り、

ファン投票で小石広志を指名して下さった人

がいました。全一人局だったかも…。とにか

く嬉しい限りです。 

安南創作まっしぐら。外に何も見えません。

パチンコはどうも出費ばかり。1/2円パチンコ

を1度やりまして、箱4杯の玉で\1500-。何と

もハヤ…。此亦パチンコ依存症かも知れませ

ん。煙草もやめられないし、本当身心をさら

している毎日です。 

寒かったり、暖かかったり、大阪はゴミの街。

良く生きていられるのが不思議です。 

柴田さん。無理せず、ひたすら御自愛の程を。 

では亦。 

 

 

 

 

 

 

 

 

✽柴田氏との手紙は以上です。 

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

  桂  玉  二 

  歩 歩   三 

 龍  と   四 

      五 

       
持駒 香  

 5 4 3 2 1  

   香   玉 一 

   金  角 二 

  歩   歩 三 

    馬  四 

      五 

       
持駒 金銀桂桂 

 5 4 3 2 1  

    金 玉 角 一 

   桂   二 

      三 

      四 

     桂 五 

     香 六 

       
持駒 飛金 

柴田昭彦氏との私信 
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付録２ 大野孝氏との私信より 
 
✽編者注 

・小西寛氏から大野孝氏宛ての手紙にも柴田

氏と同様に、自作の安南詰が15作添えられ

ていました。 

・柴田氏とは年数が前後しています。 

 

【2009(H21)年８月27日】78歳 

安南詰め、楽しく拝見。駒数の少なさ、構

図の美しさに驚かされます。最近、大野さん

の安南詰を誌上で見ないので、寂しく思って

いました。小生は、もう安南しかより処があ

りませんので、逃げ道も無いんですが…。 

Ｓｕｂで10年近く、安南馬鹿でお茶を濁し

たりして、何とか頑張ってます。何年
イ ツ

まで続

けられるか神のみぞ知る、と謂ったところで

す。 

小石広志時代の作品（50局位かな？）整理

して、一応自分なりにまあまあ平均点かなと

思えるのを送らせて戴きます。何せ、参考書

のない勉強でしたから、こんなんで良いのか

と自問自答し乍らの日々でした。 

御笑覧下さい。 

 

 No.046     手紙No.01 
 

安南詰 7手 
 

発表作 

1982年４月号 

作品集 第９番 

 
 

32飛 同歩 12馬 同香 24飛 同歩 23銀まで

７手詰。 

 

 No.024     手紙No.02 
 

安南詰 9手 
 

発表作 

1979年10月号 

作品集 第33番 

 
 

24桂 13玉 31角 22桂合 25金 同桂 12桂成 

24玉 42角成まで９手詰。 

 

 No.119改 余詰 手紙No.03 

 

安南詰 9手 

 

発表作 

2001年11月号 

 

✽元図の受方44角脱落の 

誤記。 

 
 
Ⓐ14金 同銀 25金 同銀 23金 12玉 13金打 

同桂 14飛まで９手詰。 
 
Ⓐ25金 12玉 13金 同桂 22金 同桂 13金。 

 

 No.223     手紙No.04 

 

安南詰 9手 

 

作品集発表作 

作品集 第27番 

 

 

 
 
13金 同桂 22金 同桂 同角成 14玉 13金 同

香 27桂まで９手詰。 

 

 No.080     手紙No.05 
 

安南詰 9手 
 

発表作 

1990年５月号 

作品集 第24番 

 
 

13金 同桂 22角成 同桂 13金 同玉 24金 同

玉 35金まで９手詰。 

 

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

  銀  玉  二 

    歩 馬 三 

   馬  歩 四 

      五 

       
持駒 飛飛銀  

 5 4 3 2 1  

      香 一 

     玉 二 

   桂 歩  三 

     歩 四 

      五 

       
持駒 角金桂  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

      二 

    銀 玉 三 

    飛  四 

      五 

      六 

    歩  七 

       
持駒 金金金金 

 5 4 3 2 1  

    角 桂 香 一 

     玉 二 

    歩  三 

   馬   四 

     歩 五 

    歩  六 

       
持駒 金金金 

 5 4 3 2 1  

    角 桂 香 一 

     玉 二 

   歩 歩  三 

      四 

      五 

       
持駒 金金金金 

大野 孝氏との私信 
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 No.083     手紙No.06 

 

安南詰 9手 

 

発表作 

1991年２月号 

作品集 第55番 

 

 

 
 
24桂 22玉 12桂成 14玉 13成桂 24玉 35銀 

33玉 34銀まで９手詰。 

 

 No.025     手紙No.07 

 

安南詰 11手 

 

発表作 

1979年10月号 

作品集 第15番 

 

 
 
14飛 16歩合 同飛 27玉 17飛 26玉 16歩 25

玉 35龍 同玉 26歩まで11手詰。 

 

 No.037 余詰  手紙No.08 

 

安南詰 11手 

 

発表作 

1981年６月号 

作品集 第38番 

 

 
 
35角 24金合 同角 14玉 13角成 同玉 12金

同銀 22飛成 同玉 24飛まで11手詰。 

 

 No.066      手紙No.09 
 

安南詰 
 

発表作 

1985年９月号 

作品集 第６番 

 
 

22飛 31玉 53角 42飛合 同角成 同銀 51飛 

同銀 32銀 22玉 23銀生まで11手詰。 

 

 No.078     手紙No.10 
 

安南詰 11手 
 

発表作 

1989年８月号 

作品集 第26番 

 
 

25桂 14玉 23銀 同角 26金 13玉 35金 14玉 

13桂成 同香 25金まで11手詰。 

 

 No.011     手紙No.11 

 

安南詰 13手 

 

発表作 

1968年10月号 

作品集 第37番 

 

 
 
22金 同金 24桂 同歩 23銀 11玉 22銀成 同

玉 23金 14玉 37角 25歩 24金まで13手詰。 

 

 No.075     手紙No.12 

 

安南詰 17手 

 

発表作 

1987年８月号 

作品集 第51番 

 

 

 
 
17角 16玉 15飛 27玉 28飛 37玉 26角 同桂 

17飛 27香 同飛寄 同角成 38香 同桂成 27

飛 同成桂 47角まで17手詰。 

 

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

   桂  玉 二 

   飛   三 

      四 

    歩 飛 五 

      六 

   と   七 

       
持駒 銀桂  

 5 4 3 2 1  

           桂 飛  四 

      五 

  桂    六 

      七 

     玉 八 

   龍 桂  九 

持駒 なし  

 5 4 3 2 1  

     桂 香 一 

   飛   二 

   歩 銀 玉 三 

   飛   四 

     歩 五 

   角   六 

       
持駒 角 

 6 5 4 3 2 1  

  香  銀  桂  一 

    玉   二 

   歩    三 

   歩    四 

       五 

        
 持駒 飛角銀  

 5 4 3 2 1  

       一 

   角 桂 香 二 

     玉 三 

   歩 歩  四 

     歩 五 

       
持駒 金銀桂  

 5 4 3 2 1  

     桂  一 

   金  玉 二 

   歩 歩 歩 三 

      四 

      五 

   歩   六 

       
持駒 角金銀桂 

 5 4 3 2 1  

            歩  三 

  角   桂 四 

    玉  五 

  歩 歩  歩 六 

      七 

      八 

  角    九 

持駒 飛飛  

大野 孝氏との私信 
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 No.028     手紙No.13 
 

安南詰 19手 
 

発表作 

1980年２月号 

作品集 第40番 

 
 

34飛 23銀上 25桂 12玉 24飛 21玉 13桂生

11玉 21桂成 同玉 23飛成 同桂 32銀 12玉 

23と 11玉 24桂 22玉 12桂成まで19手詰。 

 

 No.030     手紙No.14 

 

安南詰 19手 

 

発表作 

1980年６月号 

作品集 第44番 

 

 
 
34飛 22玉 32銀行成 23玉 33成銀 22玉 32

銀成 12玉 13成銀 同玉 14歩 23玉 33成銀 

22玉 35飛 21玉 32成銀 12玉 15飛まで19手

詰。 

 

 No.047     手紙No.15 
 

安南詰 21手 
 

発表作 

1982年６月号 

作品集 第22番 

 
 

25桂 22玉 44馬 33桂跳 31銀 21玉 33桂生

12玉 24桂 13玉 22銀生 同玉 21桂成 同玉 

32桂成 同玉 42角 21玉 31角成 12玉 22馬

まで21手詰。 
 
何やかやで安南詰に憑かれて50年以上。空白

もありましたが、何とか今迄来ました。詰パ

ラある限り、続いて欲しい詰物ですし、何と

か長手数とか出来たらな…とも思ってます。 

では亦…。 
 

✽大野氏との手紙は以上です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまけ 
 
参考図 小西 寛 

 

普通詰 

11手 

 

旧王将 

1949年12月号 

 

 

 

 
 

○七三歩成●同桂○九三角成●同玉○九四香

●八三玉○八四金●八二玉○九三金●八一玉

○九二金 迄11手詰。 
 
【解説】 

八二の角、七四の歩、この中どれを取られて

も拙い形です。となると、初手○七三歩成は

易しいでせう。そして○九三角成と○九四香

の妙着を発見出来れば解決です。 

●八三玉で九四同玉は○八四金迄。 

 

✽普通詰将棋の初入選作（18歳）。 

 5 4 3 2 1  

    桂 と  一 

     銀 二 

   と  玉 三 

  角    四 

      五 

       
持駒 飛桂  

 5 4 3 2 1  

     銀 香 一 

      二 

   銀  玉 三 

      四 

   飛   五 

    歩  六 

       
持駒 歩 

 5 4 3 2 1  

   と  桂 香 一 

   角   二 

    歩 玉 三 

   馬  歩 四 

      五 

       
持駒 銀桂  

九 八 七 六 五 四 三 二 一  

  桂        一 

 角  金      二 

 玉        三 

  歩       四 

歩 歩        五 

         六 

         七 

         八 

         九 

 持駒 金香  

大野 孝氏との私信 
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作品集作品一覧表（刊行版） 
 
図欄は作品集の図で、自：本人による変更 修：大野氏による修正図 余：掲載図の余詰 
 

 
作品集作品の不完全作は、不満はありますが全作修正案を提示しています。 

 

作品 発表 発表年月 名前 No 図 備考 作品 発表 発表年月 名前 No 図 備考 

1 近将 1970(S45)01 小石 017 自 （039） 56 百番 2016(H28)06 小石 226   

2 近将 1968(S43)06 小石 003 自 071,211 57 百番 2016(H28)06 小石 227 余 修正 

3 パラ 1979(S54)10 小石 023  12345678901 58 パラ 1999(H11)09 Ｓｕｂ 101  12345678901 

4 パラ 1990(H02)11 小石 082   59 パラ 1999(H11)10 Ｓｕｂ 102   

5 近将 1970(S45)01 小石 018  （041） 60 百番 2016(H28)06 小石 228   

6 パラ 1985(S60)09 小石 066   61 パラ 2000(H12)02 Ｓｕｂ 103   

7 パラ 1984(S59)05 小石 056   62 パラ 2000(H12)10 Ｓｕｂ 108   

7妹 パラ 1984(S59)08 小石 057   63 パラ 2000(H12)10 Ｓｕｂ 109   

8 パラ 1991(H03)07 小石 086   64 パラ 2001(H13)10 Ｓｕｂ 117   

9 パラ 1982(S57)04 小石 046  Best3 65 パラ 2003(H15)10 Ｓｕｂ 131   

10 パラ 1985(S60)01 小石 060 自 119 66 パラ 2002(H14)03 Ｓｕｂ 124   

11 パラ 1985(S60)02 小石 061   67 百番 2016(H28)06 小石 229 余 修正 

12 棋界 1955(S30)01 長田 001  （007） 68 百番 2016(H28)06 小石 230   

13 パラ 1980(S55)06 小石 029 自 021,048,242 69 パラ 2000(H12)09 Ｓｕｂ 107   

14 パラ 1979(S54)10 小石 022   70 パラ 2000(H12)11 Ｓｕｂ 111   

15 パラ 1979(S54)10 小石 025   71 パラ 2000(H12)10 Ｓｕｂ 110   

16 近将 1968(S43)06 小石 005  100,126 72 百番 2016(H28)06 小石 231 修 余詰再修正 

17 パラ 1982(S57)04 小石 045   73 パラ 2001(H13)08 Ｓｕｂ 115   

18 パラ 1980(S55)12 小石 031  （054） 74 パラ 2001(H13)10 Ｓｕｂ 116   

19 近将 1969(S44)05 小石 014 余 修正 75 パラ 2006(H18)04 Ｓｕｂ 149 修 2手長 

20 パラ 2001(H13)01 Ｓｕｂ 112   76 パラ 2001(H13)08 Ｓｕｂ 114   

21 パラ 1986(S61)12 小石 070  163 77 百番 2016(H28)06 小石 232   

22 パラ 1982(S57)06 小石 047   78 百番 2016(H28)06 小石 233   

23 パラ 1985(S60)02 小石 064   79 パラ 2001(H13)11 Ｓｕｂ 120   

24 パラ 1990(H02)05 小石 080   80 パラ 2001(H13)11 Ｓｕｂ 118 自  

25 パラ 1993(H05)10 小石 095   81 パラ 2001(H13)11 Ｓｕｂ 123   

26 パラ 1989(H01)08 小石 078   82 パラ 2002(H14)10 Ｓｕｂ 126  100 

27 百番 2016(H28)06 小石 223   83 百番 2016(H28)06 小石 234   

28 パラ 1983(S58)11 小石 051   84 パラ 2001(H13)11 Ｓｕｂ 121   

29 パラ 1983(S58)11 小石 052 自 修正、177 85 百番 2016(H28)06 小石 235 余 修正 

30 近将 1969(S44)05 小石 013  164 86 パラ 2002(H14)09 Ｓｕｂ 125   

31 パラ 1991(H03)07 小石 085   87 パラ 2003(H15)10 Ｓｕｂ 130   

32 近将 1968(S43)06 小石 004   88 百番 2016(H28)06 小石 236 余 修正 

33 パラ 1979(S54)10 小石 024  Best1 89 パラ 2003(H15)10 Ｓｕｂ 129   

34 パラ 1980(S55)02 小石 026  （053） 90 パラ 2003(H15)03 Ｓｕｂ 127   

35 パラ 1981(S56)06 小石 035   91 パラ 2004(H16)03 Ｓｕｂ 133   

36 パラ 1981(S56)06 小石 038   92 パラ 2004(H16)10 Ｓｕｂ 138   

37 近将 1968(S43)10 小石 011   93 パラ 2004(H16)09 Ｓｕｂ 136   

38 パラ 1981(S56)06 小石 037 余 修正 94 パラ 2004(H16)08 Ｓｕｂ 135   

39 パラ 1994(H06)01 小石 097  （147） 95 パラ 2004(H16)11 Ｓｕｂ 139   

40 パラ 1980(S55)02 小石 028  Best2 96 パラ 2005(H17)01 Ｓｕｂ 140   

41 パラ 1992(H04)12 小石 092 余 修正 97 パラ 2004(H16)10 Ｓｕｂ 137 余 修正 

42 百番 2016(H28)06 小石 224   98 パラ 1987(S62)04 小石 073 自  

43 近将 1968(S43)10 小石 010 修 余詰再修正 99 パラ 2005(H17)09 Ｓｕｂ 146   

44 パラ 1980(S55)06 小石 030   100 パラ 1987(S62)07 小石 074   

45 パラ 1981(S56)06 小石 034   101 パラ 2005(H17)04 Ｓｕｂ 143   

46 パラ 2001(H13)04 Ｓｕｂ 113 自  102 パラ 2006(H18)04 Ｓｕｂ 148   

47 パラ 1991(H03)07 小石 084   103 パラ 2006(H18)05 Ｓｕｂ 153   

48 パラ 1992(H04)12 小石 093 余 修正 104 パラ 2006(H18)09 Ｓｕｂ 154   

49 パラ 1992(H04)06 小石 090   105 パラ 2007(H19)07 Ｓｕｂ 167 余 修正 

50 パラ 1991(H03)07 小石 088   106 パラ 2008(H20)10 Ｓｕｂ 174 余 修正 

51 パラ 1987(S62)08 小石 075   107 パラ 2010(H22)02 Ｓｕｂ 197   

52 百番 2016(H28)06 小石 225   108 パラ 2010(H22)07 Ｓｕｂ 201   

53 パラ 1993(H05)03 小石 094   109 パラ 2011(H23)10 Ｓｕｂ 217   

54 パラ 1981(S56)06 小石 036   110 パラ 2012(H24)03 Ｓｕｂ 219   

55 パラ 1991(H03)02 小石 083   111 パラ 2013(H25)10 Ｓｕｂ 222   
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編集後記 

 改めて見返してみると、作者の好きな作品

や、好きな筋が見えてきます。また、氏は創

作図や掲載誌を残さず（見返さず）、記憶だけ

で作品を発表し続けていたようです。同一作

や同工作品も多いですが、安南詰の第一人者

として苦手な人への啓蒙作も欠かさず発表さ

れ、安南詰を定着させてきた大きな功績が否

定されるものではありません。 

 

編者の初入選はパラ未入会だった頃、近代

将棋の読者欄に掲載された安南詰。その後ほ

どなくパラに入会しましたが、そこには安南

詰作家の「すごい人」がいました。 

若かった私は食い入るように氏の作品を解き、

並べました。1980年頃の話です。 

今になり多くの安南作品を知ることになりま

したが、創生期からのご活躍で才能が一歩も

二歩も抜きん出ていたことがよく分かります。

私にとっても「バイブル」そのものです。 

 

詰将棋パラダイス400号の付録で「全国新進

詰将棋作家名鑑」に編者は掲載されました。 

その中で好きな作家の欄に小石広志氏の名前

を書かせて頂きました。 

柴田氏の手紙の最終文にある昔々の「ファン

一人」はそのことだと信じています。 

覚えていて頂いて、こちらこそ嬉しく思って

いる次第です。 

 

柴田様には貴重な手紙のご提供を頂き、あ

りがとうございました。氏の数少ない作品の

感想を目にすることができました。 

封筒の消印と中身がすべてでしたが、多少中

の手紙が別の封筒に入っているのではないか

と思わせる箇所もありましたが、調べる術は

ありませんのでそのまま記載しました。 

（柴田氏⇒大野氏⇒私の手元に来た経緯） 

 

また手紙には省略箇所がありますが、すべ

てナンバープレースの問題を割愛させて頂き

ました。その中で少しだけ…。 

 

【2006(H18)年１月10日】74歳 

ナンバープレース 

（興味が無いでしょうが、ひょっとして好奇

心がわくかも） 

・レンガナンプレ 

命名は兎も角、中々味のあるナンバープレー

スです。 
 
例題 

①縦、横ともに１～６まで

１つずつ入る。 

 

②２枠（長方形）の中は必

ず奇数と偶数の組合せと

なる。 
 
解答 

4 6 1 5 2 3 

6 1 5 4 3 2 

5 4 3 2 1 6 

3 2 6 1 4 5 

1 3 2 6 5 4 

2 5 4 3 6 1 

 

此の問題は1～8と可成り難度が高い。 

 6      5 

2     1  8 

5  6  8  7  

   7  4   

  8  4    

 4  8  7  3 

  1     7 

3 2     1  

 

✽解省略 

 

 

最後に、 

転記しただけですが、過去のパラを廃棄し

た私には、資料提供などが無ければ何もでき

ませんでした。 

私の興味本位でスタートした本編に対して、

ご協力を賜りました方々に厚く御礼申し上げ

ます。 

編者 佐藤 達也 

4      

 1 5    

   2   

  6  4  

 3   5  

2     1 
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